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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　彼女は哲学的質問に答えない




　大切だから遠ざけた。

　大切だから追いかけた。

　どちらが正しかったのか、どちらも正しかったのか。




　夏休みに入ったある日のこと、瑛えい子この誘いで雪ゆき道みちたちは小旅行に来ていた。

「へえ……長なが月つきの別荘で近くに温泉もありって聞いたから、どんな派手な建物なのかと思ったが、意外に普通だな」

　とある避暑地、山沿いの林の中、雪道は二階建てのログハウスを見上げて言う。

　湿気を防ぐ為ために高床式になっているので実際は二・五階建て、というところか。

　別荘というよりもペンションという響きが似合うかもしれない。

　真夏の太陽を遮さえぎり山から吹き下りる爽さわやかな風に林の木々が揺れていた。

　既に午後三時近いのを差し引いても、過ごしやすい気温だ。

「だね、わたしも何か凄すごいのを想像してた。こう、メイドがいて、殺人事件とか起こりそうな怪しい舘やかたっぽいのを」

　隣の天あま音ねも同じようにログハウスを見上げて言った。

　冷たさを含んだそよ風を浴びてツーテールに括くくった髪をなびかせ、心ここ地ちよさそうに金色の目を細めていた。

　薄手のシャツとミニのスカート、その上にショートジャケットという格好で、荷物を入れた鞄かばんを手にしている。大剣『風かぜ鳴なき』も布袋に包んで背負っていた。

「ペンション風にゃーね。まあ、確かに普通といえば普通にゃ」

　半歩後ろで、シロコが言った。薄く小柄な体にカットジーンズにタンクトップというラフな格好で、いつものネコミミ帽子を被かぶり白い髪がその隙すき間まから零こぼれている。

　因ちなみに、このネコミミ帽子の下には本物のネコミミがあり、今も帽子ごとぴこぴこと耳が動いていた。

「……だから、何度も普通だと言った」

　最後にこれまた相変わらずの無表情で瑛えい子こが答えた。爽さわやかなレモンイエローのサマードレスに、この中では一番女性らしい体を（正直に言ってしまえば、一番胸が大きい）包んでいる。

　ポニーテイルにまとめた黒髪が、動くたびにほんの少し揺れ、夏の花のような微かすかな匂においが零れた。

「そもそも別荘って代しろ物もの自体があんまり普通じゃないにゃ」

　ぼそりとシロコが呟つぶやく。

　それもそうだと、残りの三人が苦笑を浮かべる。

「……うん？」

　ふと思いついたように、雪ゆき道みちは彼女たちを順番に見た。

「なあ、女三人に男一人で旅行って倫理的にどうなんだ」

「……今更何言ってんの、あんた」

「……今更すぎる」

「……ガチで今更にゃ」

　三人揃そろって呆あきれたような答えが返って来た。

「いやまあ、そっちが気にしないならいいんだけど」

　微妙に納得いかないのか、言葉とは裏腹に、むう、と小さく唸うなる。

「それよりも、わたしは言いたいことがあるの」

　びしりと人差し指をつきつけて、天音が言う。

「あんた、なんで夏休みだってのに制服なのよ」

　指摘どおり、雪道は一人制服姿だった。

　通っている長なが月つき学園指定のスラックスに、胸元のボタンを開けたカッターシャツ。

「ちょっと待て、それ今更指摘されるようなことなのか？　茜あかね堂どうを出たときからおれこの格好だったぞ」

「なんかのネタなのか判断がつかないから触れなかったのよ」

　天あま音ねはじと目で雪ゆき道みちを睨にらみつつ言った。

　雪道は助けを求めるように、残りの二人に視線を向ける。

「芦あし原はらはきっと、着ていくものを考えるのが面倒なのだと思った」

　風に揺れる黒髪を押さえ、無表情に淡々と瑛えい子こが告げた。

　微妙にフォローになっていなかった。

「制服似合ってるにゃーよ」

　ネコミミをピコピコ動かしながらシロコは答えた。

　やっぱり微妙にフォローになってなかった。

「で、なんで制服姿なの」

「ん？　制服って結構高いだろ、夏休みの間ずっと着ないのって損した気にならないか」

「……バァカ」

　天音が金色の瞳ひとみに諦てい念ねんを宿して首を振る。

「……バカ」

　瑛子が小さく嘆たん息そくして目を逸そらす。

「……バカにゃ」

　シロコが大おお袈げ裟さな仕草で肩をすくめた。

　何とも言えず、生なま温ぬるい沈黙が満ちる。

「……おれ、なんか変なこと言ったか？」

　妙な沈黙に困惑した雪道が首を傾かしげた。

　天音は頭痛を堪こらえるように額に手を当てる。

「えーとさ、例えばだけど、あんたに好きな人がいるとするじゃない」

「うん、いるとしよう」

「で、その好きな人と旅行にいくことになりました」

「夢のようなシチュエーションだ」

「そーね、さて、あんたそういうときに制服着ていく？」

「いくわけないだろ、普通に考えて」

「そう、その通り、そういうことよ！」

　ツーテールとショートジャケットを揺らし、びしりと天音が人差し指を突きつける。

「つまり……どういうことだ？」

　目の前に突き出された人差し指を見詰め、雪道は怪け訝げんそうに首を傾げた。

　ぽん、と、天音の肩を瑛子が叩たたいた。

「天音、芦原にそういうものを期待しても、無駄」

「まったくもって同意にゃ」

　うんうんと、シロコが頷うなずいていた。

「なんか雪ゆき道みちといると色々自信を失うんだけど」

　ツーテールの髪を揺らして首を振り、天あま音ねは盛大に溜ため息いきを吐ついた。

「諦あきらめて慣れるしかない」

「その点に関してはフォローの余地なしで完全同意にゃ」

「そうだね。雪道だもんね」

　うん、と一つ頷き、天音は顔を上げる。

「それじゃ、別荘の中に入りましょうか！」

　気を取り直すように威勢よく言う。

「それがいいと、私わたしも思う」

「うにゃうにゃ、どんな内装してるのかちょっと楽しみにゃー」

　三人は仲良く並んで、雪道を追い越す。

　そのまま手すりのついた五、六段ほどの階段を上って別荘のドアの前で止まる。

　雪道はそんな三人の後ろ姿を眺めながら、

「……おれ、別に間違えたことは言ってないよな？」

　まるきり何一つ理解できていない様子でぼやいた。




　瑛えい子こが鍵かぎを開けて、三人が別荘の中に入る。少し遅れて雪道もそれに続いた。

　入ってすぐ板張りのリビングになっていて、二階へ続くＬ字の階段と、奥へ続く廊下、ベランダに出る大きなガラス戸がある。

　家具は少なく、広いリビングにあるのはソファーセットと木製のテーブル、壁にかかっているこの近辺を描かいたものらしき絵ぐらいだ。後は時計すらない。

「奥はキッチンと食堂、浴室に二人用の寝室」

「て、ことは、おれたちは二階か？」

　物珍しげに周囲を眺めながら、雪道が言う。

「二階には四部屋ある、好きな部屋を使って欲しい」

「瑛子は一階の寝室にするの？」

　同じく物珍しげに見ていた天音が問う。

「少し迷っている。二人部屋と言っても、実際は三、四人は入れるぐらいに大きい」

「なら、わたしと一緒に二人部屋ってどう？　なんだか面白そうじゃない」

「それはいい考え。楽しそう」

「じゃ決まりね」

「ほとんど修学旅行のノリだな」

　雪ゆき道みちが苦笑交じりに言った。

「言ってなさいよ。泣いて頼んだって雪道はいれてあげないからね」

　天あま音ねは瑛えい子この隣に立つと、仲の良さをアピールするように瑛子の肩を抱く。

「はいはい、おれは寂しく二階で過ごすよ」

　苦笑のまま、軽く肩をすくめて二階の階段へと歩き出す。

「寂しがる必要はないにゃーよ。にゃーも雪道にゃんと同じく二階にゃー」

　ネコミミをぴこぴこと揺らしながら、胡う散さん臭くさいぐらいに可か憐れんな笑みを浮かべてシロコが雪道に続く。

　天音と瑛子は一瞬で目め配くばせすると、素早く移動して、シロコを両側から挟みこむ。

「あんたもこっち」

「三人程度、何の問題もない」

　連行される宇宙人のような格好で、シロコは奥へとずるずると引っ張られていった。

「うにゃー、雪道にゃん助けてーにゃー」

　瑛子の黒髪が、天音のツーテールが尻尾しつぽのように揺れるのを見送りながら、雪道は階段の途中の手すりに肘ひじをつく。

「……本当に仲いいな、あいつら」

　呟つぶやき、また階段を上った。




　二階は中心に廊下があり、その左右に二部屋ずつの寝室（厳密には客室）が並ぶという一階と同じくシンプルな造りだった。

　さして考えもせず、一番近い向かって左の部屋に決め、ドアを開けた。

「ふぅん、なかなかいい部屋だ……な……」

　ベッドと書き物机ぐらいしかない、雪道の自宅にも似たシンプルさ……なのだが。

「……あれ？」

　先客がいた。

　ゆるりとした司祭衣めいた白い服を纏まとった少女だ。

　独特の光沢がある長い髪を背中に垂らし、僅わずかに覗のぞいた肌は陶器のように白い。

　そこに立ったまま眠っているように目を閉じて佇たたずむ姿はショーケースに飾られた人形のようだった。

「──再起動」

　雪道の気配に気付いたように、彼女はゆっくりと目ま蓋ぶたを開ける。

　奥底の見えない、深いエナメル色の瞳ひとみが雪道を捉とらえた。

　思わず、雪道は息を呑のむ。

　少女の小さな唇が開いて、言葉を紡ぐ。

「──認識、確認、追認、敵対反応なし」

　感情という感情を全すべてそぎ落としたような声だった。

「なに？　敵対？　はい？」

　混乱する雪ゆき道みち。彼女をよく見ると、服には何箇か所しよか引っ掛けたような裂け目があり白の地肌が覗のぞいている。長い髪にも数枚の葉っぱが絡んでいた。

　まるで林の中を駆けずり回った直後のようだ。

「ええと、おれは芦あし原はら雪道。きみは、一体誰だれなのかな」

　勇気を出して聞いてみた。

　エナメルの瞳ひとみの彼女は、言葉を咀そ嚼しやくするような数秒間の沈黙を挟み答える。

「ノウ、そのような哲学的質問に答えることはできません」

「……はい？」

　なかなかに斜め上の回答に、雪道まで首を傾かしげた。

「『我われ思う、故ゆえに我あり』──自己言げん及きゆうパラドックス回避コードに抵てい触しよくします」

「……」

「──」

　じっ、と見詰めてくるエナメルの瞳から、雪道は視線を逸そらす。












「……落ち着け、芦原雪道。冷静になるんだ。朝起きたら隣にネコミミ少女が寝ていました、しかも全裸で、という罠わなとしか思えないようなシチュエーションに比べたら遥はるかにまともだ。ちょっと会話が成立しないだけじゃないか」

　そう、部屋に入ると見知らぬ少女がいて、名前を聞いたらどういうわけかデカルトに話が飛んだ──と、それだけだ。

　理不尽だ。

　っていうか意味がわからない。

　もう嫌だ、こんなんばっかりだ。何もかも全部嫌だ。

「なっっっっんっっっっっでやねぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇん！」

　自じ棄きになって全力で叫んでみた。

　何な故ぜか関西弁だった。

「哲学じゃねえよ！　会話を成立させる努力をしろよ！　あれか、日本語によく似ているが意味が全然違う異次元語をどっちかが話してるとかそういうのか！」

　凄すごい勢いでまくし立てた雪道は、ぜいぜいと荒い息を吐き額を拭ぬぐう。

「ノウ、異次元語という言語は現在確認されておりません」

　あくまで無機質に彼女は答えた。

「イエス！　それぐらいわかってるともさ！」

　雪ゆき道みちは頭を抱えた、なんか微妙に口調がうつっている。

「違うのですか？」

「違いますよ、全然違いますよ、海よりも深く山よりも高く違いますよ！　ええと、あれだ。名前、そう、パーソナルネーム！　パーソナルネームが聞きたかった」

「パーソナルネームですね」

「そうですパーソナルネームです！　因ちなみにおれは芦あし原はら雪道です！　いやこれ、さっき言ったっけか！」

「アシハラ・ユキミチですね」

　妙に機械的な動作で彼女が雪道を指さして言う。

「そうです、芦原雪道です！　それで君は！」

「ありません」

「やっぱり会話成立してねえ！　ありませんってなんだ、ありませんって！」

「ありません、とは、存在しないということです」

「いや、だからね……」

　妙な勢いで突っ走っていた雪道は、ぐったりとして溜ため息いきを漏らす。

「……疲れた」

　何な故ぜただの会話でここまで疲れる必要があるのか。

　つかつかと、長い髪とエナメルの瞳ひとみの彼女は雪道に歩み寄る。

「疲労には栄養補給、もしくは睡眠等の休息が必要です」

「ありがとう、何一つありがたくないけどありがとう」

　視線が下がっていた為ために、彼女の服、袖そでの部分の大きな裂け目が目に入った。その下の地肌に何か文字のようなものがあった。

「ちょっとごめん」

　言って、彼女の手を取る。陶器のように冷たい肌に少し驚きながら、軽く回して角度をあわせた。アルファベットだ。

『Ｃｏｐｐéｌｉａ』

「コッ……ペ、リア？　なんだこれ、名前か」

「ノウ、名前ではなく個体認識用の識別記号です」

「……いや、それ、名前じゃね？」

「機能的には同様のものではありますが、名前ではありません」

「いや、名前だろそれ」

「イエス、理解しました。言語意味を再定義します。以後コッペリアの名前はコッペリアであると定義されました」

　雪ゆき道みちの無駄に跳ね上がっていたテンションがようやく落ち着いたのか、彼女──コッペリアの冷やりとした手を離して、顎あごに手を当てる。

「コッペリア、ね。変わった名前だな、どういう意味だ？」

「ホフマンの『砂男』が原作のバレエ音楽のタイトルよ、それ」天あま音ねが答える。

「へえ、なるほどな」

　と、感心したように頷うなずき……たらりと、雪道のこめかみを汗が流れた。

　ひどくゆっくりとした動きで雪道は振り返る。

　開きっぱなしのドアの向こうに、ずらりと女性陣が並んでいた。

「まさかもう女の子を連れ込むなんて、びっくりだわ」天音が言う。

「……手が早いにも、程がある」瑛えい子こが言う。

「到着から三十分足らずとは、逆に感心するにゃ」シロコが言う。

　三人揃そろって、実に見事な作り笑いを浮かべていた。

　殺気とかそういうものが見えそうなのは気のせい……でもないのかもしれない。

「──認識、確認、追認、敵対反応微弱。アシハラ・ユキミチ、危険です」

　天音はコッペリアの言葉を無視して、ツーテールをかき上げ肩の後ろへ流しながら一歩前に出た。

「とりあえず、蹴けっとくね」

　金色の目を細め、ぐっ、と親指を立てた拳こぶしを突き出す。

　雪道も同じく、親指を立てた拳を突き出す。

「なんかもう、そうなるだろうなーって薄々予感してた！」

　二人とも、妙に爽さわやかな笑顔だった。

「それじゃ、遠慮なく」

　天あま音ねがくっ、と手首を百八十度曲げる、親指が地面を指す。

「いい加減にしろ、このバァカァアアアアアアアアアアア！」

「おれにどうしろってんだぁああああああ！」

　スカートの裾すそをはね上げるような天音の蹴けりを受けながら、雪ゆき道みちは叫んだ。

　二人の叫びは別荘の壁を通り抜け、周囲を囲む林の中にまで虚むなしく木こ霊だました。





第一章　人形の恋




「と、いうことで、密室裁判を始めます。弁護士とか情じよう状じよう酌しやく量りようとか被告人の有利になりそうな単語は全部海の底に沈める勢いでよろしく」

　一人掛けのソファーにふんぞりかえり、薄い胸を張って無む闇やみに偉そうに天音が言った。

「法の下もとの平等って言葉を是非とも学んで欲しいと、おれは思うね」

　テーブルを挟んで天音の反対側、板張りの床に正座させられている雪道が苦情を返す。

「古代ローマから現代日本まで、法律は不平等と決まってるのよ」

「なんて言い草だ」

「仕方ないわよ、誰だれだって自分に都合のいい法律を作るもの……って、こんな悪趣味な冗談はいいとして」

　天音はテーブルの上に両りよう肘ひじをついて指を組み、その上に顎あごを乗せる。

「なにか言い訳はありまして？」

　にっこりと、実に愛らしく微笑ほほえんだ。

「言い訳って言われてもな」

　雪道は眉まゆ根ねを寄せて、天音の両サイドを見やる。

「うにゃん？」

　右隣では同じくソファーに腰掛けたシロコがネコミミをぴこぴこと動かしていた。彼女のオッドアイは悪戯いたずらっぽく輝いて、完全に状況を楽しんでいるように見える。

　これはダメだと雪ゆき道みちは逆側に視線を向けた。

　左隣のソファーには瑛えい子ことコッペリアが座っている。

「……」

「──」

　瑛子はいつもどおりの無表情で雪道をじっ、と、見詰めていた。

　コッペリアも同じく無表情で雪道をじっ、と、見詰めていた。

　黒とエナメル、四つの瞳ひとみに見詰められ妙な後ろめたさを感じて雪道は顔を背そむける。

「そもそも……おれ、別に何も悪くないと思うんだが」

　言い訳するような声こわ音いろだったが、冷静に考えれば確かに雪道に非はない。ドアを開けたらいきなりコッペリアがいた、それだけの話だ。

「ええ、わたしもそう思う」

「にゃーもそう思うにゃ」

「ちょっと待てい、そこ二人！」

　思わず立ち上がって、だん、と、テーブルを叩たたく。

「じゃあ何だったんださっきまでのは！」

「ん……そりゃあ、ね」

「そりゃあ勿もち論ろんその方が面白、じゃにゃくて……」

　天あま音ねの金の瞳が、シロコのオッドアイが、それぞれにコッペリアを見る。

「イエス、コッペリアはコッペリアが原因であることは理解しています」

　エナメルの瞳には少しの揺らぎもなく、声には感情の欠片かけらも混じらない。

「探りを入れる時間が欲しかった……んだけど、ね」

　金の瞳を細め唇の端に苦笑を浮かべて天音が漏らす。ネコミミをピコピコと動かしているシロコも同じような苦笑を浮かべていた。

「さっぱり何考えてるのかわからないから諦あきらめたにゃ」

「だからいっそ単たん刀とう直ちよく入にゆうに聞こうかな。ねえコッペリア──あなた」

　天音の言葉を遮さえぎるように、音もなく瑛子が立ち上がる。

　天音は言葉を切り、雪道とシロコも瑛子の方を向く。

「お茶を、淹いれてくる」

「ん？　それならおれが淹れて来るから座ってろよ」

「瑛子にゃん瑛子にゃん、にゃーにはぬるめの紅茶をお願いするにゃ」

「わかった。芦あし原はらはそのまま正座」

「……了解」

　腰を浮かしかけた雪ゆき道みちは、瑛えい子この一いち瞥べつに再び正座する。

　流れるような黒髪を揺らして瑛子は静かにキッチンの方へと歩いていった。

　去っていく瑛子を見送り、雪道は小首を傾かしげる。

「……何でだ？」

「いや、あんた、気付きなさいって」

「瑛子にゃんは気を利かせてくれたにゃーよ」

「すまん、よくわからん」

「つまり、にゃ」

　ぴこぴことネコミミを動かしながら、シロコが人差し指を立てる。

「瑛子にゃんは一般人、戦闘能力のない普通の人。このリビングに残ってるのは大なり小なり、普通じゃない人たちにゃ」

「知ったら、巻き込まれちゃうでしょ。今、以上にさ」

　シロコの声には皮肉の色が、続いた天あま音ねの呟つぶやきには自じ嘲ちようの色が、それぞれ混ざっていた。

「なるほどな」

　苦々しげに、雪道は顔をしかめた。立ち上がって、そのままソファーに座る。

　こちら側が気を利かせるべきところを、瑛子はわざわざ気を使ってくれたのか。

「敵かなわないな」

　雪道がぼそりと呟く。

　天音は一度目を伏せると、気を取り直したように顔を上げる。

「ねえ、コッペリア──あなたを作ったのは、『誰だれ』？」

「ノウ、その情報は所持していません」

「あなたの目的は？」

「ノウ、その情報は所持していません」

　無機質なコッペリアの答えに、天音は眉まゆをひそめた。

　床の上からシロコの隣に移動した雪道は、シロコの脇わき腹ばらを軽く肘ひじで突っつく。

「なあ……天あま川かわの奴やつ、何言ってんだ？　作ったのは『誰』とか」

「そのまんまにゃーよ。あれ、人間じゃないにゃ」

「あれっておまえ、コッペリアだろ？　どっからどう見ても人間なんだが」

「目を見ればわかるにゃーよ。あれは機械人形にゃ」

「人形？」

　雪道が素すっ頓とん狂きような声を上げる。

　自然と、その場の視線が雪道に集まった。

「イエス、コッペリアは自動学習型機械人形・タイプαであり、構成物質は人間のそれとは大きくことなります」

「……自動学習型？」

「イエス、コッペリアは学習機能を有しています」

「ふぅん……いや、でも、どっからどう見ても人形っていうか……」

　まじまじと、コッペリアを上から下まで見下ろす。

　独特の光沢の長い髪、白い肌と虚うつろなエナメルの瞳ひとみは確かに人形のようだと思ったが。

　立ち上がり手を伸ばす。

　虚ろな瞳が雪ゆき道みちを見る。

　その白い頬ほおに手を触れる。

　冷やりとした陶器のような感触。

　コッペリアは表情を変えず、そのエナメルの瞳で雪道の瞳を見詰め返す。

　触覚以上に、その瞳の温度が冷たさを伝える。

　ああ、なるほど、これは少なくとも『生きてはいない』。

「『領りよう域いき』なら、これぐらいのものは作れるにゃ」

「作る理由はともかく、できるでしょうね」

「『領域』の、人形か」

　雪道は頬に触れたまま呟つぶやく。

　確かに、彼女は人形なのだろう。

　人間にはあるべきものが、コッペリアには欠けているように見えた。

「なんで、あの部屋にいたんだ。哲学的な意味じゃなくてな」

　後半は下へ手た糞くそなジョークのようだ。

「イエス、コッペリアは自己保存コードに従い当建築物に退避していました」

　彼女はきっと、ジョークを解さない。

「退避って……誰だれかに狙ねらわれてたりするのか？」

「イエス」

「誰に？」

「ノウ、その情報はコッペリアのメモリから喪失しています」

「じゃ、理由は？」

「ノウ、その情報はコッペリアのメモリから喪失しています」

「ちょっと待て、狙われてるけど、相手も理由もわからないって、なんだ」

「イエス、セルフチェックの結果によるとコッペリアのメモリに一部破損の痕こん跡せきが見られます。メモリ破損により所有情報に齟そ齬ごが存在しています」

「要するに……記憶喪失みたいなもんか」

　ふむと一つ唸うなり、雪道は天あま音ねとシロコに視線を向けた。

「どうする？」

　いまいち、よくわからない話だと雪ゆき道みちは思った。

　現実感がないというのが正解かもしれない。

「おれは、まあ、困ってるっていうなら……助けてやりたいけどよ」

「かくまうに決まってるじゃない」

　あっさりと、天あま音ねが言った。

「本気か？」

　顔を上げ、雪道が聞き返す。

「見捨てたいの？」

「いや、そういうわけじゃない」

　首を振り、慌てて否定する。

「冗談よ。あんたみたいなお人ひと好よしに『見捨てる』なんて行動できるわけないもの」

「……おれ、そこまでお人好しか？」

「議論の余地もないわね」

　同意を求めるように、天音は金色の瞳ひとみをシロコに向ける。

　オッドアイを細め、シロコが小さく肩をすくめて賛意を示す。

「折せつ角かくの夏休みだもの、近場で面倒ごと起こされたらたまらないでしょ。どうせ『領りよう域いき』の連中なんてろくでもないことばっかり企たくらんでるんだから」

　天音はソファーの背もたれに体重を預け、大おお袈げ裟さに肩をすくめる。

「それに『領域』の機械人形って秘書的な役割を果たすことが多いのよね。なにか情報が手に入ったら儲もうけものでしょ」

「……意外にしたたかだな、おまえ」

　チェシャ猫のように笑う天音に苦笑しつつ、雪道はちらとコッペリアを見た。

「て、ことで、かくまう方向で話はまとまりそうなんだが」

「イエス、コッペリアをかくまうならば、コッペリアの安全度は増加します。コッペリアに拒否する理由は存在しません」

　淡々とした無機質な回答。無機質なエナメルの瞳はじっ、と雪道を見詰める。

　雪道が時折、瑛えい子こに思う『人形のような』ですらない、人形そのものの美び貌ぼう。

　ああ──そうか。

　少し瑛子に似ているのか。

　じっ、と見詰めてくるエナメルの瞳に妙な照れ臭さを感じて、雪道は目を逸そらした。

「あー、ところで天あま川かわ、かくまうって具体的にどうするんだ？」

「普通に過ごすのよ。友だちが一人増えた、ぐらいのつもりでね」

「そんなのでいいのか？　もっとこう……なんかしないのか？」

「いらないわよ。木を隠すには森って言うでしょ。周囲から浮いて目立つのが一番危険なの。だから何もしない。普通に過ごすのが一番──だから」

　ツーテールの髪を大きくかきあげて、天あま音ねが立ち上がる。

「ちょっとコッペリアを奥に連れてくわよ。シロコ、あんたもね」

「折せつ角かく雪ゆき道みちにゃんと主従的に爛ただれた大人の夏を過ごそうと思っていたにゃーに」

　ネコミミをぴこぴこさせながら、冗談なのか本気なのかわからない台詞せりふを吐くや、ひょいと飛び上がるようにしてシロコも立つ。

「ほら、コッペリアも立って」

「イエス、移動します」

　独特の光沢を放つ長い髪を揺らしコッペリアは腰を上げた。

　そのまま、天音とシロコに続いて奥へと消えていく。

「あ、そうそう」

　くるりと、途中で一度、ツーテールの髪を揺らして天音が振り返る。

「瑛えい子こもちょっと借りるから。雪道は適当に時間潰つぶしてて」

「ん、まあ、よくわからんが任せるよ」

　雪道は彼女たちが見えなくなるまで背中を見送り、

「やれやれ」

　肩をすくめて、天を仰いだ。

　無ぶ愛あい想そうな木製の天井と、照明があるだけだった。




　特にやることもなく、雪道はリビングでぼんやりとしている。

　ベランダに続くガラス戸を開けて、山から吹いてくる涼しい風に吹かれながらソファーの上で目を閉じていた。

　眠っているような体勢だが、眠ってはいない。彼は眠らない。

　リビングの奥、キッチンやら浴室やら、天音たちの寝室やらがある方からはかしましい声が聞こえて来る。

　目を閉じて感じる闇やみの中ではその声すらもひどく遠い。

「雪道ー！　いるー？」

　奥から天音の声がした。

　雪道はゆっくり目を開ける。

「いるぞー、どうかしたか？」

「いるならいいの。ちょっと待っててね、もうすぐ行くから！」

「わかった」

　ちらと、一度ガラス戸の向こう、別荘の外に広がる林を見やる。

「……これなら、散歩に出かけるぐらいしてもよかったな」

　別荘近くにあるという温泉の位置を確認しておくのも悪くない。どうせ夕食後には行くのだから。

　自分の間抜けさに雪ゆき道みちが溜ため息いきをついた数分後、奥から天あま音ねたちがやって来る。

　雪道はガラス戸の向こうから、天音たちのほうへと顔を向ける。

　最初に天音、次に瑛えい子ことシロコ、最後にコッペリア。前の三人に遮さえぎられて、コッペリアの姿はほとんど見えない。

「お待たせ……って、あんた、もしかしてずっとそこで待ってたの？」

「そうだけど、よくわかったな」

「いや、なんか殆ほとんど動いた気配みたいなのがなかったから……」

　そんなものかと、感心したように雪道が唸うなる。

「まあそれはともかく、何してたんだ？」

「ふふん、まあ、この天音さんたちの見事な腕前にびっくりしなさいよ」

　薄い胸を張って天音が勝ち誇ったように──無意味に偉そうに──言う。

「腕前？」

　怪け訝げんそうに、雪道はコッペリアの方を見る。

　前を塞ふさいでいた天音たちが横に避よける。

「イエス」

　小さく告げ、コッペリアが一歩前に進む。

「へぇ……」

　雪道が素直に感嘆の呟つぶやきを漏らした。

　入浴して汚れを落としたのだろう、葉の絡まっていた髪は丁寧に梳すかれ最上の絹糸のように僅わずかな光にすらきらきらと輝いている。

　服装も司祭衣めいた白い服ではなくプリーツスカートとブラウスという組み合わせで、ぱっと見はどこかの学校の制服のようだ。

「変装って言うにはちゃちだけどね。どう、見違えたでしょ。本当は毛染めとか伊だ達て眼鏡めがねが欲しかったんだけどね」

「ああ……いや、確かに、凄すごい」

　雪道は感心したようにまじまじとコッペリアを見る。

　じっ、とこちらを見詰めるエナメルの瞳ひとみ、しゃらしゃらと流れる長い髪。

　身なりを整えて少し髪型を変えただけなのに、驚くほどに『普通の少女』だった。

「女は化けるっていうが……」

　驚くほどに可か憐れんな、普通の少女だった。

「可愛かわいいな」

「可愛かわいい？」

　コッペリアは首を傾かしげると数歩進んで雪ゆき道みちの前に立ち、エナメルの瞳ひとみで覗のぞき込こむ。

「可愛いとは、どういう意味ですか」

「……なん、だと？」

「繰り返します。可愛いとは、どういう意味ですか」

「ああ、うん、可愛いは」

　雪道は少し考える。可愛いもの、ということで何となく猫を思い描えがいた。

　猫はまあ、問題なく可愛い。自然と口元に柔やわい笑みが浮かぶ。

「撫なでたくなるな、可愛いと」

「定義しました」

　コッペリアが頷うなずく、長い髪がしゃらりと流れ石せつ鹸けんの匂においが零こぼれる。

「では」

　顎あごを上げて、エナメルの瞳が見上げる。

「どうぞ」

「……なにが？」

「イエス、『可愛い』とは『撫でたい』と定義しました」

「……そうですね」

「アシハラ・ユキミチは先ほど、コッペリアに対して『可愛い』と発言しました」

「……そりゃ、しましたけど」

「どうぞ、撫でてください」

「あ、はい。わかりました。じゃあ失礼して」

　おもむろにコッペリアの頭に掌てのひらを乗せる。

　コッペリアは抵抗しない──だが喜びもしない。

「もう、終わりなのですか？」

「ん、ああ」

　撫で撫で。

　妙に不思議なものを感じて首を傾げながらも、雪道はコッペリアの頭を撫でた。

　滑る髪が指に絡んで、心ここ地ちのよい──毛並みの良い猫を撫でているような感触だ。

　妹や娘を慰めるような光景に見えなくもないが、無表情のコッペリアと困惑顔の雪道という組み合わせでは少し無理があるか。

　撫で撫で。

「……」

　撫で撫で。

「……」

　撫なで撫なで。

「……これ、いつまで続けるんだ？」

　この辺で、雪ゆき道みちは冷静さを取り戻した。

　そして自分に視線が集中していることにも気付く。

　雪道は視線の主ぬし──天あま音ねたちの方を向く。コッペリアの頭を撫でたまま。

　天音が何か凄すごく怖い顔をしていた。

　いや、見た目は笑顔なのだが、何な故ぜだか凄く怖かった。

　目が全く笑っていない。金色の瞳ひとみの奥に炎が浮かんでいる。

「あの、天あま川かわ、さん？」

「なんでしょうか、雪道さん」

　見事に猫を被かぶって、優雅に微笑ほほえむ。

　その間もしっかり撫で撫で。

「……いえ、なんでもないです」

　これ以上喋しやべったら絶対蹴けられると思ったので口を閉じ、瑛えい子ことシロコを見た。

「なに？」

　絶対零れい度どの瞳と声で瑛子が言う。

　この場に雪女がいたら、多分びびって逃げる。












　雪女より弱い雪ゆき道みちはもちろんびびった。

「……いえ、その、なんでもないです、すいません」

　早口で言い、雪道は視線を逸そらし、コッペリアを撫なで撫なでしながら今度はシロコを見る。

「にゃー、雪道にゃんも色々大変にゃーね」

　ネコミミをぴこぴこさせながら、けらけらと笑う。

　まともに話ができそうだった。

「いや、あのさ、おれ、なんかしたか？」撫で撫で。

「それがわからねーってのが、もはや末期症状にゃ。一回ぐらい刺されてきやがれってガチで思うにゃー」

　シロコは実に清すが々すがしい笑顔で実に刺とげ々とげしい言葉を吐く。

　まともに話ができそうで、できなかった。

「コッペリア、離れて」

「イエス、エイコ」

　瑛えい子こが言い、コッペリアが素直に従って雪道から身を離す。

　つかつかと、天あま音ねが代わりに雪道の前に立つ。

「ねえ、雪道さん」

「えーとだな、とりあえず落ち着け天あま川かわ」

「大丈夫です、わたくし、とても落ち着いてますから──可愛かわいいですか？」

「はい？」

　唐突な問いに、疑問符を浮かべる。

「わたくし、可愛いでしょうか？」

　花開くような笑顔のくせに、有無を言わせぬ圧力があった。

　かくかくと、機械的な動作で雪道は頷うなずいてしまう。

「でしたら」

　天音の手が肩に伸びる。

「わたくしの頭を撫でたりするんでしょうか」

「あー」

　ちょっと考えた。

「それはないな」

「どういう意味だこのバァカァァァァァァア！」

　金色の目を怒りで見開く。天音は怒鳴りながら、被かぶった猫をかなぐり捨てて強烈な回まわし蹴げりを放つ。

「そういうことやったら蹴られると思ったからだよぉぉぉぉぉ！」

　まあ、どっちみち蹴られるわけだが。

　ツーテールの長い髪が弧こを描えがき、天あま音ねの爪つま先さきは雪ゆき道みちの脇わき腹ばらに強くめり込む。

　雪道はぶっ倒れて呻うめく。

「くっ、ううっ、何でおれがこんな目に。理不尽だ、もう嫌だ、不ふ貞て寝ねしてやる」

「ユキミチ」

　倒れた雪道の顔を、コッペリアはエナメルの瞳ひとみで覗のぞき込こむ。

「床の上での睡眠は、疲労回復に効果的ではありません」

「うん、わかってるよ」

　疲れた顔で、雪道は立ち上がり、脇腹を押さえて遠い眼まな差ざしで天井を見る。

「ユキミチ？」コッペリアが首を傾かしげる。

　ぽん、と、その肩を瑛えい子こが叩たたく。

「大丈夫、すぐ立ち直るから」

「そうなのですか」

「そう」と瑛子が頷うなずき、

　じっ、と、黒い瞳で雪道を見詰めた。

　真ま似ねるように、じっ、とエナメルの瞳でコッペリアも見詰める。

　ガラス戸から吹く風が、二人の長い髪を僅わずかに揺らす。

　天井を見上げていた雪道の視線が水平に戻り、

「ま、いいか」

　瑛子の予測どおり、割合あっさりと雪道は復活した。

「ほら、立ち直った」

「イエス、エイコ」

　傍そばで見ていた天音とシロコも感心したように声をあげる。

「うわあ、何か今の、ちょっと凄すごかった」

「相変わらず瑛子にゃん侮あなどれないにゃ。雪道にゃんのこと理解しまくりにゃ……っていうか、あれだけ理解しててどうして関係が前に進まないにゃ」

「相手が雪道だからでしょ」

　絶妙にひどい言い草だったが、シロコと──瑛子ですら頷いた。

「いまいちわからんが、何かひどい扱いをされてることだけはよくわかった」

　溜ため息いき交じりに雪道がぼやき、ふと、携帯を取り出す。

「あ、やばい」

「どうかしたの、鈍感大王」

「天あま川かわ、おもむろに喧けん嘩か売るな。つうか、会話を成立させろ。最後に誰だれが鈍感大王だ」

「……ああそう、もういいわよ、今のは冗談ってことで」

「なんなんだおまえは。まあいいよ、夕食の準備でもしようかと思っただけだ」

「え？　もうそんな時間？」

　驚いたように天あま音ねも携帯電話で時間を確認した。

　別荘に到着した時点で午後三時近かったが、その後のどたばたで思った以上に時間が過ぎていた。

「おれもさっき気づいたんだけど、もうそんな時間だよ。じゃあ、おれはキッチン行くから、コッペリアの相手でもしててくれ」

　ぽんぽん、と子どもにするように天音とシロコの頭を叩たたき、キッチンへと向かった。




　茜あかね堂どうにある雪ゆき道みちの部屋と違い、さすがは長なが月つきの別荘。キッチンはかなりの余裕を持たせて作られていた。

　二、三人で同時に調理しても全く邪魔にならないだろう。

　雪道はまず業務用かと思うようなサイズの冷蔵庫を開ける。瑛えい子こによると、管理人が事前に多少の食料を用意してくれているとのことだ。

「……多少か、これ？」

　頭より大きな牛肉の塊かたまりが普通に入っていた。

　基本的な野菜も揃そろっていたし、冷凍だが魚介類もたっぷりある。

　何でも作れそうだった。

「何でも作れると逆に困るんだよな。材料費を気にせず料理できるのは嬉うれしいんだが」

　冷蔵庫を閉めて、雪道が腕組みをして考えていると天音がやって来た。

「やほっ、天音さんですよー」

　ひらひらと、天音が手を振る。

　応じて雪道も軽く手を上げた。

「台所に天あま川かわとは珍しい、夕食の手伝いでもしようってのか？」

「はっ？　わたしが？　手伝い？　料理の？　んなわけないじゃん」

　いちいちツーテールの髪をかき上げて、薄い胸を張って天音が言う。

　金色の瞳ひとみは挑発的に、無意味なぐらいに偉そうだ。

「オーケイ、実に天川らしいダメッ娘こ回答だ。いっそ素晴らしい。むしろそういう反応に慣れてきたおれが悲しい」

「ダメッ娘言うな……って、なんかわたしもダメッ娘扱いにちょっと慣れてきた」

　雪道は肩をすくめ、天音はくすりと笑う。

「何か飲み物ある？　喉のど渇いちゃって」

「確か、オレンジジュースがあったぞ」

　言いながら、雪道は背を向けて冷蔵庫を開けて、ペットボトルに入ったオレンジジュースを掴つかむ。

「うわ、凄すごい、沢たく山さん詰まってるね」

　雪ゆき道みちの肩に顎あごを乗せるようにして、天あま音ねが背後から冷蔵庫を覗のぞき込こむ。

「これは夕食に期待できる雰囲気？」

「任せとけ、つうかな、天あま川かわ、あんまりくっつくな」

「んー」

　にやにやと、天音はチェシャ猫のような笑みを浮かべた。

「なに、ついにこの素敵に最高にビューティフルでプリティでコケティッシュでクールな天音さんにやられちゃったわけ？　夏休みの勢いで告白とかしちゃう？　すっごい残酷にふってあげるから期待していいわよ」

「まず自分で自分を褒め称たたえるその癖を直してから出直して来い。それと、だ」

　背中で、天音の鼓動を感じる。

　薄い胸の感触、体温、仄ほのかな石せつ鹸けんの香りに混ざった、ミルクのような天音の匂におい。

「この際だから言っておくけどな」

　硬い声で告げ、天音を押し戻すように振り返る。

「な、なによ……珍しく真面目まじめな顔して」

「いいか、男相手にあんまりべたべた体を引っ付けるな！　そういうのは女の子同士でやりなさい！　おまえ自分で思ってるより隙すきが多いから気をつけろ。そのうち変なのに騙だまされても知らんぞ！」

　蹴けられるのを覚悟で雪道が叫ぶ。

　が、天音は、

「……う、うん……じゃあ、気をつける」

　珍しくしおらしく、頷うなずいた。

　金色の目が少し潤み、頬ほおが赤い、ぽうっと熱に浮かされたみたいな顔だった。

「あれ？　おれ、何か地雷踏んだか？　もしかして言いすぎた？」

「いや、別に、そうじゃないんだけど……」

　心配顔の雪道に顔を覗き込まれて、もじもじと照れくさそうに天音が目線を逸そらす。

「その、何だか、お父とうさんに叱しかられた、みたいで……」

「………」

「ちょっと……その……ね……」

「………………」

「うん、気をつけます。心配してくれてありがと……」

　はにかんで、でも、少し嬉うれしそうに上目遣いで天音が言う。

　雪道はくるりと背を向けて、

「せーのっ！」

　がつん！

　冷蔵庫のドアに頭を叩たたき付つけた。

「よーし、冷静になれ芦あし原はら雪ゆき道みち。一瞬ちょっと天あま川かわが可愛かわいく見えたな。あれは夢だ！　イッツ、ア、ドリーム！　天川があんなに可愛いわけがない！　騙だまされないぞ！」

　くるりと振り返る。

「こ、ここ、このバァカァァァァァァァァァァア！」

　金の瞳ひとみを吊つり上あげた天あま音ねが足を振り上げツーテールを振りまわして蹴けり飛とばす。

「バァカ！　バァカ！　バァカ！　その言い草はなによ！　地獄に落ちろこのバァカァアアアアア！」

　蹴られた拍子に雪道が手から落としたペットボトルを奪い取り、涙目の天音がどたばたと走り去る。

　冷蔵庫にもたれて蹴りのダメージを癒いやしていた雪道は天音の姿が見えなくなると、何な故ぜかほっとしたように息を吐いた。

「あー、よかった。いつもの天川だった。一瞬天川が壊れたのかと思って本気で現実逃避しちまったぜ」

　何もかもが間違えている気がする台詞せりふを吐いて、改めて冷蔵庫に向き直る。

「しまった、天川に夕食のリクエストを聞いて……ん？」

　ふと、冷蔵庫の上に一枚のチラシが乗っていることに気付いた。

「へえ、明後日に夏祭りがあるのか」

　別荘地の中央の大通りを挟んで、丁度この別荘の逆方向にある山の神社で行われるらしい。例年にない大きな花火をあげるので是非ご覧下さい、とあった。

「後で、天川たちを誘ってみるか」

　呟つぶやいてチラシをポケットに収め、夕食の準備にとりかかった。




　天音はオレンジジュースを手に、リビングに戻る。

　オレンジジュースをテーブルに置いて、そのまま一度別荘を出た。

　夕焼けの空は周囲を赤く染め、山から下りて来るそよぐような風が天音のツーテールを流れるように揺らす。

　別荘の外階段に腰掛けて、携帯電話を取り出し電話をかける。

「──はい、鹿しか沼ぬまです」

　相手は二コールで出た。粘るような、暗い女性の声だ。

「お久しぶりです鹿沼さん」

『領りよう域いき』内部の、天音の協力者が彼女、鹿沼だ。

「聞いてください天川さん、今日の朝の星占い、私わたしの星座は最下位だったんです」

「そうですか」

「会社へ行こうとしたら下げ駄たの鼻緒が切れてました。カラスが私わたしの頭上で輪を描かいて飛んでいました。おまけに道路を歩いてると十三匹の黒猫が私の目の前を通り過ぎていったんです」

「なんで、下駄で通勤を……」

「車は故障するし、バスは目の前で出るし、電車には一秒差で乗り遅れました」

「あの、鹿しか沼ぬまさん」

「やっと出勤したら会社が夜逃げしてました」

「……」

　もはや天あま音ねは沈黙するしかない。

　胸中で嘆たん息そくして、ツーテールに括くくった髪を指先で弾はじく。

『凶運』の鹿沼。その二つ名どおり、とても運が悪い。

　鹿沼は一時期、天音の父親の助手をしていたこともある優秀な女性だが──このやたらに長い愚ぐ痴ちには慣れなかった。

　外見こそ沖縄の太陽が似合う褐かつ色しよくの美女で笑顔が似合うのだが。滅めつ多たに笑わない。

　おまけに口を開くとどんどん暗くなって周囲の雰囲気を暗くする『傍はたで見てるのが一番いい』タイプの女性だ。

　悪い人じゃないんだけどな……胸中で天音は思い、黙って愚痴を聞く。

「うふふふふふふふ──それで、どうしました天あま川かわさん」

「えっとですね」

　天音は簡単に状況を説明する。

　別荘に来たこと、コッペリアをかくまっていること。

「なるほど──つまり、その機械人形の情報が欲しいということですね」

「はい、できますか？」

「できますが、少々時間がかかります。ふふっ──『領りよう域いき』は今、大騒ぎなんです」

　天音は金色の目を険しく細める。

「大騒ぎ？　何か『領域』内部で大きな動きがあったんですか？」

「『原げん初しよ式しき』の情報が出てきました、突然に」

「──ッ！　大変じゃないですか！」

　携帯電話に向かって、思わず怒鳴った。

　二万と四つの『否ひ定てい公こう式しき』の最初──否定公式〇〇〇〇一──の仮か称しようが『原初式』。

　正確な名前は不明。断片はなく、どんな現象を否定したのかすら不明。

　言ってしまえば、否定公式のルーツ。

　そんなものが出てきた。

「うふふふふ、原げん初しよ演えん算ざん装そう置ち『銀ぎん天てん使し』もそっちに労力を割さかれているせいで情報の入手に時間がかかってしまうんです。どさくさに紛れればいいので難易度自体は下がっているんですけどね」

「……わかりました。なら、しばらく待ってます」

　運がよければ、コッペリアの追っ手も『原げん初しよ式しき』の方に力を注ぐかもしれない。

　待ちは悪い手ではないと天あま音ねは判断する。

「なにかわかったら、連絡を下さい」

「もちろんですよ、天あま川かわさん。そちらも、無理はしないで下さい」

「はい、ありがとうございます」

　通話を終えて、天音はツーテールの髪をかき上げた。

　天音は沈黙し、夕焼けの空を見上げて何事かを考える。

「『原初式』か……興味は、あるんだけどな」

　そよぐ風が、かき上げた髪をゆるりと流す。

　夕食ができたと雪ゆき道みちが呼ぶ声がして、別荘の中に戻っていった。




　ホタテたっぷりクリームソースのパスタ、柚ゆ子ずと醤しよう油ゆのドレッシングのサラダ、コンソメスープ。

　リビングを赤く染める窓越しの夕焼けと、満ちるクリームソースとコンソメの香り。

　匂においだけで、腹の虫が鳴いてしまいそうだ。

　テーブルを囲んで順番に、天音、瑛えい子こ、シロコ、雪道、コッペリアと並んでいた。

「ホッタテー、ホッタテー、美お味いしそうなホッタテーにゃー」

　シロコは両手にフォークを握ってかちゃんかちゃんと打ち鳴らし、満面の笑みを浮かべていた。見ている方も幸せになるような、幸せそうな笑みだ。

「あー、食べる前にちょっといいか」

　言いながら、雪道はポケットから夏祭りのチラシを取り出してテーブルに置いた。

　自然と、全員の視線がそこに集まる。

「明後日らしいんだけど、行ってみないか？」

「ふぅん、面白そうね」

「イエス、コッペリアに断る理由は存在しません」

「別に構わないにゃーよ？　ただ浴衣ゆかたがないにゃ」

「それなら、明日あした買いに行けばいい。明日はここの名物のソフトクリームを食べに行く予定だったから、そのついでに」

　麦茶を注ついだコップを全員に配りながら、瑛子が言った。

「決まりみたいだな」

　コップを配る瑛えい子この動作を目で追いながら、雪ゆき道みちは言った。

　ガラス戸の向こうから吹いてくるそよ風に長い黒髪が僅わずかに揺れていた。

　最後に、瑛子は雪道の隣に座るコッペリアの前にコップを置いた。

　コッペリアの前にも同じメニューが並んでいて、コッペリアはエナメルの瞳ひとみでじっ、とパスタを見詰めている。

「そういえば」

　思い出したように雪道は言う。

「ノリで用意したけど。食べられるのかコッペリア」

「問題ありません。コッペリアは炭水化物、糖類、蛋たん白ぱく質しつ等からエネルギーを得ることも可能です」

　表情のないエナメルの瞳で見詰めて答える。

　凄すごく回りくどいが、要するに食事はできるということなのだろう。

「へぇ、まあ、そいじゃ、皆揃そろったことだし──いただきます」

　雪道の後を追うように、

「いただきまーす」

「いただきます」

「いただくにゃー」

「──いただきます」

　それぞれ続いて、フォークを取りパスタを口に運ぶ。

「……くう」

　一口食べて、天あま音ねが呻うめいた。

「相変わらずむかつくぐらいに美お味いしいわね」

「褒めてくれるのはありがたいが、なんだその微妙な形容詞は」

「美味しいのよ！　クリームたっぷりで濃厚なくせに、舌に残らないからいくらでも食べられそうなの。わかる？　これがどういうことか」

　何な故ぜか怒ったように金色の目を吊つり上あげながらも天音はフォークを動かす手を止めず、パスタを巻いては口に運ぶ。

　食欲をそそるクリームソースの匂においと、その味が天音の手を動かしている。

「つまり、ダイエットの天敵ってことよ！」

「それこそおれの責任じゃねえだろ！　つうか、そもそもダイエットなんてしているのかおまえは！」

「うるさい、バァカ！　別にしてないわよ、でもちょっとカロリーとか気になるのよ！　雪道のせいでわたしの食事量どんどん増えてるんだからね！」

「罵ののしるか、食うか、どっちかにしろ……それと」

　天あま音ねの顔を見詰めて、雪ゆき道みちは肩をすくめる。

「ダイエットいらないだろ、おまえ」

「へ？」ぴたりと天音の動きが止まる。

「そのままが一番だよ、天あま川かわは」

　何ということもなさそうに言って、雪道もパスタを口元に運び、ふと眉まゆ根ねを寄せる。

　天音がどういうわけか恥ずかしそうに顔を隠して俯うつむいていた。

　僅わずかに覗のぞく頬ほおは、真まっ赤かに染まっていた。

「……天川？　どしたよ」

「……うるさい、バァカ」

　妙に弱い声で言われて、雪道は首を傾かしげる。

　ちらと、天音以外の女性陣に視線を向ける。

「……」

　楚そ々そとしてパスタを食べていた瑛えい子こは、槍やりでも握っているようにフォークを握り締めてじっ、と雪道を見詰めていた。

　表情がないのに、よくわからないが危険な雰囲気が漂っている。

「……雪道にゃんはたまにさらっと、恐ろしい台詞せりふ吐くにゃ」

　両手に持ったフォークでパスタを拳こぶしよりも大きなサイズに巻いたまま、シロコがじと目になって呟つぶやいていた。

「恐ろしい？」

「やれやれにゃ」

　ネコミミ帽子の耳をぴこぴこと動かして、わざとらしく大きな溜ため息いきを吐ついて再び拳よりも大きく巻いたパスタに齧かじりつく。

「むう、何か変なこと言ったのか、おれは……」

　雪道は唸うなり声ごえを上げて少し考えるが、すぐにそれもやめる。

　諦あきらめたように肩をすくめ、先ほどから無言のコッペリアを見た。

　一人、コッペリアだけは我われ関せずとばかりに、淡々とパスタを口に運んでいた。

　機械的という言葉があまりに正しすぎた。同じペースで、同じ量を口に運ぶ。時折、長い髪をかき上げて後ろに流すのが唯一のアクセントだ。

「美う味まいか？」

　思わず、不安になって聞いてしまった。

「イエス。ノウ。コッペリアに味覚は存在しますが、好こう悪おの判断基準は存在しません」

「そりゃまあ、そうか」

　何を聞いているのだろうかと、雪道は自分に苦笑して食事に戻る。

　気になって、もう一度天音を見たが、未いまだに恥ずかしげに顔を伏せたまま、妙に楚々とした動作で少しずつパスタを口に運んでいた。

　妙な気分になる。




　雪ゆき道みちが夕食の後片付けをして、リビングに戻る。

　天あま音ねたちは全員揃そろってリビングに座っていた。テーブルの上にはそれぞれのタオルや着替えを入れた洗面器が置いてある。

「温泉の準備か？」

　雪道は問い、ガラス戸の外を見た。

　丁度、空の色が夕方の茜あかね色いろから夜の黒へと切り替わろうとしていた。

　山から吹き下りる風も、さらに温度を下げて冷たいものになっていく。

「そ、温泉の場所は瑛えい子こが確認しといてくれたから、雪道もさっさと準備して」

「後片付けしてたおれに無茶言うな」

　すっかりいつもどおりの天音の物言いに肩をすくめながらも、雪道は素直に二階の自室へと向かう。

　簡単な着替えだけ取り、リビングに戻り天音たちと一緒に温泉へ向かった。

　その温泉は、別荘からほど近い、だが林の奥へと入り込むためちょっとわかりづらい場所にあった。

　出入り口が二つあり、それぞれに男湯女湯と暖の簾れんがかかっている。

　雪道と天音たちは、ここでお別れだ。

「じゃ、また後でな」

「覗のぞいたら殺すからね」

　金色の目を細め、からかうような笑みを浮かべて天音が言う。

「しねえよ」

　雪道は軽く肩をすくめて男湯の暖簾に手をかけた。

「ならばむしろ逆ににゃーが男湯を覗いてやるにゃ」

「やめて」

　ネコミミをピコピコ動かしながらシロコが元気よく手を挙げる。間かん髪はつをいれずに瑛子がぺしりとシロコのでこを叩たたいた。

「うにゃー」

　オッドアイを細めて、シロコは大おお袈げ裟さに肩をすくめる。

　瑛子が長い黒髪をかきあげて、溜ため息いきを吐つく。

「おまえら、本当に仲がいいな」

　感心したような顔で言い、雪道は暖簾を潜くぐって脱衣所へ入った。

　脱衣所で服を脱ぎ、タオルだけ持って浴場へ続く引き戸を開ける。

　まず目に入るのは温泉から立ち上る湯気の白さ。

　透き通った湯から立ち上る白い湯気が星と月の夜空に消えていく。

「……へえ、貸切か」

　十人程度が同時に入ってもまだ余裕がありそうな浴場を見渡して、雪ゆき道みちが呟つぶやく。

　他ほかに客の姿はない。

　浴場には周囲を囲むように高い板塀が巡らされ、男湯と女湯の境目も同じ板塀で遮さえぎられていた。その板塀の向こうから、

「うわっ、凄すごい！　温泉広い！　貸切だよ！」

　天あま音ねの叫ぶ声が聞こえた。

「やべえ、おれあいつと同じ思考回路してる」




　一人寂しく雪道が温泉に浸つかっている頃ころ、女湯では。

「……いいお湯」

　露ろ天てん風ぶ呂ろに浸かった瑛えい子こが、気持ち良さそうに呟いた。

「イエス。人体にとっての適温です」

　瑛子の隣ではコッペリアが無表情で湯に浸かっている。

　二人とも服を脱いで、髪をアップにしている。

　同じ髪型にしたせいだろうか、二人の顔つきはどことなく似通って見えた。

　体型のほうは残念ながら似てはいない。

　瑛子と比べるとコッペリアは……とても、天音寄りの体型だった。

　胸も腰もぺたんと薄い少女的な体で、エナメルの瞳ひとみに感情はなく、アラバスターの肌は湯に浸かっても白く冷たく──幻想の空気を纏まとう。

「……ふぅ」

　気持ち良さそうに瑛子が溜ため息いきを吐ついた。

　瑛子の肌は温泉で温まって微かすかに赤みを帯び、こめかみから一筋、水滴が頬ほおの線を通って零こぼれ落ち、鎖さ骨こつの窪くぼみに流れていく。

「……うん、来てよかった」

　まばらに落ちた黒髪を指先で掬すくい上あげて、瑛子は艶つやっぽい溜め息を吐く。

　流すような眼まな差ざしで、男湯と女湯を遮る板塀に視線をやり、もう一度溜め息を吐く。

「ところで、天音」

　瑛子が天音に視線を向けた。

　ツーテールを解ほどいてアップにまとめた天音は鼻の下まで温泉に浸かり、金色の目を不機嫌な猫のように吊つり上あげて瑛子を睨にらんでいる。

「その妙に恨みがましい目で胸を見るのはやめて欲しい」

「胸部の大きさに、アマカワ・アマネは何らかのこだわりを持っているのですか」

　天あま音ねは何も言わず、コッペリアが問うた。

「多少、そういうものがある……らしいけど、私わたしにはわからない」

「コッペリアには理解できません。胸部の大小は能力の優劣には影響せず、無意味です」

　コッペリアの発言に、天音は眉まゆ根ねを寄せて視線の圧力を強めた。

　気恥ずかしくなったのか、瑛えい子こは両手を組んで胸を隠す。

「推察するに──胸部の大きさが一種のステータスシンボルである、ということですか」

　大変答えづらい問いだった。

　つい、と瑛子が目線を逸そらす。

　ぶくぶくぶくと、天音の口元から泡が浮かぶ。

　ぎゅっ、と、目を閉じた。

「正解ですか、アマカワ・アマネ」

「正解だけど地獄に落ちろバァカァァアアアア！」

　がばりと、勢いよく立ち上がる。

　お湯を撒まき散ちらし、アップにまとめていた髪は弾はじけ解ほどけた。

　当人は怒りに我われを忘れ、コッペリアに負けず劣らず細い体を隠しもせず、飢えた虎のような目で瑛子の胸を睨にらみつけて仁王立つ。

「ノウ、地獄に落ちません」

　コッペリアが涼しい顔で絶妙に天音の神経を逆さか撫なでする。

　何な故ぜかその矛ほこ先さきは隣にいる瑛子──の胸──に向かう。

「うわああああああ、むかつく、心底むかつくぅ。笑えるぐらいにこっちの胸は育たないってのに、瑛子のそのサイズがわたしを苦しめるぅううううううううう！」

　天音は絶叫するや、瑛子にとびかかった。

「あ、天音！　ちょ、ちょっと、待って、やめて！」

「この胸が、この胸があああああああ！」

　怒りの衝動に突き動かされた天音は瑛子の胸を揉もみしだく。

　珍しく瑛子が叫び声を上げたが、それすら天音を止められない。

「うわ、ふにょんって手て応ごたえがする！　すっごい柔やわらかい！　なにこれ、マシュマロ？　お餅もち？　どっちなのかはっきりしなさいよ！」

「天音！　お願い、落ち着いて！」

「大丈夫よ瑛子！　わたしはとっても落ち着いてるから！」

　目が血走っていた。

　どう考えても落ち着いてない。叫びながらも激しく瑛子の胸を揉みしだいている。

「ただ！　ただ憎いの！　このふにょんが憎いの！　どうしようもなく憎いの！」

　コッペリアは相変わらず無表情に天あま音ねの狂きよう態たいをエナメルの瞳ひとみでじっ、と見詰めていた。

　そして、遠巻きにこの様子を眺めていたシロコは思う。

　……これはもう駄目かもしれない。

「やっ、あ、天音、やめて、お願い、んっ、だから」

「嫌！」

　……いや、これはもう駄目だ。

　湯当たりでもしたんじゃないかと思うほどに赤くなった瑛えい子こを哀れに思ったのか、シロコは小さく溜ため息いきを吐ついて口を開いた。

「天音にゃん」

「何！　シロコ！　あんたも揉もむの！」揉み揉み。

「そーじゃないにゃ」

「じゃ、なによ！」揉み揉み。

「雪ゆき道みちにゃん、胸のサイズとか気にしてないっぽいにゃーよ」

「だからなに！」

「天音にゃんにも、勝ち目はあるって話にゃー」

　一瞬、天音の動きが止まる。

「ななななななななな、何言ってんのよシロコ！」












　ぐおんと、風を切る音さえ聞こえそうな速度で振り返り、モーゼもびっくりの勢いで温泉を突き進んでシロコの傍そばまで距離を詰めた。

「なんでそこで雪ゆき道みちが出るのよ、あいつは関係ないでしょ、全然関係ないでしょ、わたしはあいつのことなんて全然欠片かけらもこれっぽっちもどうでもいいわよ！」

「天あま音ねにゃん」

「なに！」

「顔真まっ赤か」

「うそっ！」

　天音は慌てて自分の頬ほおに触れ、硬直した。

「うそにゃー」

　オッドアイを細めてシロコがにやにや笑う。

　嬉うれしそうにネコミミがぴこぴこ動いていた。

「……天音」

　温泉が冷たくなりそうなぐらいに怖い声で瑛えい子こが呟つぶやく。

「ちょ、ちょっと待って、おかしい、おかしいから。別に雪道のことなんてどうでもいいんだから！」

　わたわたと両手を振ってアピールするが、目は泳いでいて、おまけに顔はどんどんと赤みを増していく。

「ないないない、そんなことないってば！」

　否定するほど説得力がなくなることぐらい、天音本人にだってわかるだろう。

「別に雪道のことなんて好きじゃないってば！」

　最後は半泣きで、どぼんと、勢いよく温泉の中に沈んだ。

　天音の自爆っぷりに、瑛子すら呆あきれたように首を振る。

　コッペリアのエナメルの瞳ひとみは温泉の中に沈んだままの天音をしばらく眺めていたが、やがて納得したように頷うなずく。

「イエス、アマカワ・アマネはアシハラ・ユキミチのことが嫌いなのですね」

「やれやれにゃ」

　シロコが大きく肩をすくめて、ちらと、板塀の向こう側の男湯に目線を向けた。

「ま、どうせ雪道にゃんのことだからクラゲみたいにぷかぷか浮いてて何も聞いてないに決まってるにゃ」

　正解。板塀の向こうで、雪道はぷかぷかクラゲみたいに温泉に浮いている。

「……あー、クラゲの気分」

　貸切だからってやりたい放題だ。




　温泉から別荘に戻ると、後はもう何もやることはない。寝るだけだ。

　しかし、いくらなんでも寝るには早かったため雪ゆき道みちたちは寝巻きに着替えてリビングに集まっていた。

　この別荘にはテレビすらないので、部屋に閉じこもったところでやることはない。

　ソファーに腰掛けた雪道の対面には瑛えい子ことコッペリアが並んで座り、右手側には天あま音ねがいた。

「いいお湯だったわ……まあ、色々恥ずかしかったけど」

「何やったんだ天あま川かわ……いやまあ、いい湯だったけどな」

　湯上りでつるつるになった肌の感触を楽しむように天音は自分の頬ほおを撫なでながら言う。

　その仕草を見るのが気恥ずかしく、雪道は答えながら視線を逸そらした。

　会話を聞いていた瑛子は何を思い出したのか頬を赤く染めた。

　脳裏に過よぎった光景を振り払うように、湿り気を微かすかに残して深みの増した長い黒髪をかき上げた。

「……ん」

　雪道はふと気付いたように、瑛子とその隣に座るコッペリアを交互に見た。

　頬の赤い瑛子と、その隣に座る無表情のコッペリア。

「……ふぅむ」

　雪道はコッペリアの顔を見詰めて、小さく呻うめいた。

「どうしました、アシハラ・ユキミチ」

　エナメルの瞳ひとみで雪道を見詰め返してコッペリアが問うた。

「いちいちフルネームじゃなくていいぞ。雪道でいい」

「イエス、ユキミチ」

　こくりと頷うなずく顔をしげしげと眺め、次に、瑛子を見た。

「なに？」

　黒い瞳と目が合う。頬を染めた瑛子の顔に妙にどきりとする。

「いや……たいしたことじゃないんだ。微妙に瑛子とコッペリアって顔が似てるなと思っただけだから」

「……そう」

　照れ臭げに頬を掻かきながら雪道が言うと、瑛子はぷいと視線を逸らした。

　何かまずいことでも言ったのかと、雪道は内心で首を傾かしげる。

　本当に女心は難しい。

　なんとも微妙な空気がリビングに漂い、意味もなく雪道はリビングを見回す。

「あれ？　そういやシロコどこ行った？」

　いつのまにかいなくなっている。

「さっき、部屋に戻ったわよ。何か取ってくるって」

　手て持もち無ぶ沙さ汰たに、長い髪を弄もてあそびながら天あま音ねが言った。

「何かって？」

「さあ？」

　天音が肩をすくめる。

　とてとてと軽い足音がして、リビングの奥からシロコが戻って来た。

「ウノ持ってきたにゃー。暇だからみんなでやるにゃ……って、何か微妙な空気にゃ？」

　オッドアイを細めて、雪ゆき道みちと瑛えい子こを見た。

　困ったような雪道と、拗すねたような瑛子。

　と、いっても瑛子の方は無表情に近いためわかり辛づらいのだが……多分、間違えてない。

「いつものことだから、気にしなくていいじゃない」

　頬ほお杖づえを突いて雪道を見ていた天音がぼそりと呟つぶやく。

「確かにいつものことにゃ」

　ネコミミをぴこぴこと動かしながら、あっさり流した。

「て、ことでウノにゃ。トランプとどっちにするか迷ったけど、旅行っていえばウノ、ウノといえば旅行にゃ」

　シロコは空いた席に座り、ぴこぴことネコミミを揺らしながら新品らしいウノのカードを取り出し手早くシャッフルをする。

「ついでに言えば、この微妙な空気の原因の雪道にゃんはもう地獄に落ちればいいにゃー。ぶっちゃけた話、他人の青春ラブコメをすぐ傍そばで見なきゃいけないとかどういう拷ごう問もんかと主張するにゃ」

　堂々と毒を吐きながら、問答無用でコッペリアを除いた全員にカードを配っていく。

　聞かされている側は、コッペリアを除いて苦笑するしかない。

「青春ラブコメ、ねえ……そんな羨うらやましいものやってないけどな」

　雪道がぼやくように反論したのが精せい々ぜいだ。

「ユキミチ、シロコの言動の意味が理解できません」

「……頼む、説明させないでくれ」

「イエス、説明を求めません」

「ありがとう」

　雪道は苦笑を深め、配られたカードを手に取った。

「コッペリアは、ルールわかるか？」

「ノウ、その情報は持ち合わせていません」

「だよな、じゃあ説明しながらやるから、おれのカードを見ててくれ」

「イエス、了解しましたユキミチ」

　コッペリアは雪ゆき道みちに身を寄せ、手を肩に回し肩越しに覗のぞき込こむようにしてカードを視界に入れる。

　長くさらさらとした髪が雪道の頬ほおを掠かすめ、雪道はくすぐったそうに目を細めた。

　不必要なくらいの密着具合で、コッペリアの胸が雪道の肩にもろにあたっていたりするが雪道の方はあんまり気にしていないようだった。

　──代わりに、天あま音ねと瑛えい子こが反応する。

　特に瑛子は凄すごい殺気を放った。一瞬だけだが。

「ねえ雪道、わたしもルール知らないんだけど」

　不自然に明るい声で、対面の天音が言う。

「ほれ」

　雪道が無む造ぞう作さにルールブックを放ほうり投げた。

「うわあ、殺したい」金色の目に剣けん呑のんな光を宿す。

「芦あし原はら、私わたしもルールを知らない」

「随分前の修学旅行でやってただろ……」

　つい、と瑛子は目線を逸そらした。

「余計なことだけ、覚えてる」

「そりゃ覚えてるよ、瑛子のことなんだから」

　ばさりと、瑛子が手に持っていたカードが落ちる。

「……そう」

　真まっ赤かになった顔を隠すように慌ててカードを拾い上げて顔の前に広げた。

「……うわあ、超殺したい」

　天音が不自然極まりないぐらいに明るい声で物騒な台詞せりふを吐いた。

「やれやれ、それじゃあゲームを始めるにゃーよ」

　シロコが肩をすくめる。オッドアイを細めてテーブルを見回し、全員がカードを手にしたのを確認して、山札の一枚目のカードをめくる。

　ゲームスタート。

「因ちなみに、順位と同じ枚数だけ脱衣の特別ルールにゃ」

　同時にさらっと、シロコが言った。

　言いながら、一枚目のカードを捨てた。

「ちょっと待たんかい！」

　次の雪道がカードをテーブルに叩たたき付つけて叫ぶ。

「うにゃん？」

　ネコミミをぴこぴこさせて、円つぶらなオッドアイを輝かせて、無邪気な顔で首を傾かしげる。

「なんだその特殊ルール！　女三人男一人でそのルールはどうなんだ！　何なに気げに一位取っても脱衣じゃねえか！　ビリで四枚も脱いだらいきなり全裸じゃねえか！　そういうことは先に言え！　そもそも脱ぐな！」

「先に言ったらゲーム始められないにゃ？」

「は、じ、め、る、な！」

「もう始まってるにゃ」

「うわああああ、シロコはシロコで絶妙に会話を成立させる気がねえ！　こんなんばっかりだ、こんなんばっかりおれの周りに集まる！　プリーズ！　プリーズ・ギブ・ミー会話が成立するまともな女性！」

　ついに立ち上がって頭を抱えた。

「雪ゆき道みちにゃんは我わが侭ままが過ぎるにゃー。何が不満なのにゃ？」

「なにもかもが不満じゃああああああ！」

「にゃ！　まさか雪道にゃん、脱衣じゃ足りないにゃ？　いったいどんな変態的欲求を抱いだいてるにゃ」

「誰だれも脱衣じゃ足りねえなんて言ってねえよ！」

「じゃあ問題ないにゃ」

「ああ、そうだ……そうじゃねえよ！　危なく丸め込まれそうになったぞおい！」

「ちっ、もうちょいだったにゃ」

「ったくもう、冗談にしてはちょっと質たちが悪いぞシロコ」

　溜ため息いきを吐つきながら、疲れたようにソファーに腰を下ろす。

「冗談じゃないにゃーよ？　ファッキンヘタレ・ザ・『釣った魚は飼い殺す』・鈍感大王の雪道にゃんを相手にするにはこれぐらい必要だと思ってるにゃ」

「鈍感大王の前に何か増えてるぅぅぅぅううう！」

「天あま音ねにゃんも瑛えい子こにゃんもそう思うにゃー？」

　雪道を無視して、シロコは二人に同意を求める。

「……まあ、釣った魚は水槽に閉じ込めて飼い殺すタイプだなーとは思うわよ」

「ノーコメント。しかし否定はしきれない」

　天音は面白がるように、瑛子の方はいつもの無表情で答えた。

「あれ？　おれの味方ゼロじゃね？」

「孤こ立りつ無む援えんにゃ！」

　ネコミミをぴこぴこと揺らしながら、シロコはソファーの背もたれに体重を預け、

「雪道にゃん」

　不意に柔やわく微笑ほほえむ。

「こういう騒がしいのも悪くないにゃ？」

　雪道は右手で両の瞳ひとみを隠し、背もたれに体重をかけて天井を仰ぎ見る。

「訂正。おれの周りにいるのは、おれには勿もつ体たい無ないぐらいに最高な女性ばかりです」

「素晴らしい答えにゃ」

「なにを当たり前のこと言ってんのよ」

「気付くのが遅い」

　くすくすと、誰だれからともなく笑っていた。

　雪ゆき道みちは天井を仰いだまま、唇の端に笑みを浮かべて、顔から右手を外す。

「中断させて悪かったよ。始めようぜ──」

　顔を戻す。瑛えい子こを、天あま音ねを、シロコを、コッペリアを順番に見て、叩たたき付つけたカードを拾い上げる。

「ただし、脱衣はなしな」

「そこだけ残念にゃーけど、譲ってあげるにゃ」

　そして雪道がカードを切り、ゲームは続く。

　因ちなみに、最終的に最も勝利数が多かったのは二回目から参加のコッペリアだった。

　まあ、普通に考えて機械には勝てない。

　ただコッペリアはゲームというよりも、

「──わかりません」

　雪道たちの表情や言葉の方に、意識を向けているようだった。




　深夜。

　ゲームが終わり、それぞれが夜よ着ぎに着替えてベッドに入ったその後の時間。

　雪道は二階の部屋で、カッターシャツ姿のままベッドに寝転んで目を閉じていた。

　だが眠りは訪れない。

「……すげえな。徹夜何日目だよ、おれ」

　皮肉気げに呟つぶやき、雪道は目を開ける。

　雪道は眠れなくなっていた。

　浅あさ闇やみシロコの作り上げた『妖よう精せい』の世界の中、自分の中にいるもう一人の存在を自覚したときから、ずっと眠っていない。

　今も胸の奥で、魂の最も深い場所で、黒い風が吹いているのを感じる。

　一人ぼっちの部屋は、別荘地の夜だというのを差し引いても尚なお寒々しく氷のように静かだった。

　静か過ぎて、夜よ毎ごとに考えてしまう。彼女たちのことを。

　無ぶ骨こつな大剣を肩に担いで不敵に笑う、ツーテールの長い髪の女を。

　人形のように乏しい表情と優しい手をした黒髪の女を。

　猫と人の狭間はざまにあるオッドアイの女を。

「……」

　しばらく、雪ゆき道みちは暗い天井を眺めていた。

　夜の闇やみを眺めていた。

　やがて、立ち上がる。

　ドアを開け、一階、リビングに下りる。

「……コッペリア」

「イエス、ユキミチ」

　リビングのソファーに一人、コッペリアが座っていた。

　夜よ闇やみの中、窓から差し込む淡い月光を浴びて、ただそこにいた。

　しゃらしゃらと流れる長い髪は淡い月光の中に輝き、エナメルの瞳ひとみとアラバスターの肌は闇の中から浮かび上がるようだ。

　月光の世界の住人のように──彼女は闇に映える。

「眠れないのか」

「ノウ、コッペリアは眠りを必要としません」

「……そりゃ、そうか」彼女は機械だ。

　きまずさを誤ご魔ま化かすように、雪道は一つ咳せき払ばらいをする。

「眠れないから散歩でもしようと思うんだが、コッペリアも来るか？　朝までそのままってのは退屈だろ？」

「ノウ、退屈ではありません。しかし、ユキミチの散歩には同行します」

　言って、コッペリアはソファーから立ち上がった。

　二人はドアを開けて、別荘から出る。

　一歩、別荘から出た瞬間に、冷えた夜風が二人に吹く。

　コッペリアの長い髪が、しゃらしゃらとなびいて揺れる。

　夏の花のような匂においがした。

　瑛えい子この髪と同じ匂いだった。




　別荘地の夜は今が八月だということを忘れてしまいそうなほど冷たい風が吹いている。

　空気も澄んでいるのだろう、星も月もひどく高く、鮮やかに見えた。

　目の前には緩やかに下る道があり、それに沿って歩けば林の外へ、もう少し歩けば色々な店が並ぶ通りに出るが、夜中にそちらへ行くのは意味がない。

　夜の林の中へと二人は足を踏み入れる。

　月明かりで茂る木々が落とす影の中を歩くたび、土と木の匂いが鼻をくすぐる。

「ユキミチ」

　コッペリアが雪道の袖そでを引く。コッペリアの視線の先を雪道も見る。

　木々の向こう、闇やみの向こうに無数の、そして、小さな灯りが舞っていた。

　星空がそのまま目の高さに降りてきたように、灯りが舞っていた。

「……なんだ？」

　その舞に誘われるように、雪ゆき道みちの足は動く。

　そこは幅二メートルぐらいの小さな川のほとりで、舞う灯りの正体は、

「蛍、か……」

　感動にも似た静かな驚きに目を見開き、雪道は呟つぶやいた。

　きらきら、きらきらと、地上の星のように蛍が舞う。

　そっと雪道は川辺に腰を下ろす。その目は蛍の群舞に奪われていた。

　コッペリアはその隣に静かに立ち、感情のないエナメルの瞳ひとみで蛍を見詰める。

「ユキミチ、これらは何ですか？」

「蛍だよ」

　改めて言い、ユキミチは隣に立つコッペリアを見上げた。

　アラバスターの肌とエナメルの瞳の横顔、長い髪はしゃらしゃらと夜風に揺れている。

　人間を模した人間でないもの、呼吸すらしない人間のような人形にはどうしようもなく夜の闇が似合う。

「蛍──ですか」

　白い掌てのひらを、コッペリアは虚こ空くうに差し出す。

　掌に一匹の蛍が止まり、二、三度瞬またたいて、また、ふわりと舞い上がった。

「綺き麗れいだろ」

　コッペリアは答えない。

　ただ彫像のように掌を差し出したままだ。

　蛍たちは吸い寄せられるようにコッペリアの周囲をくるくると巡るが、その掌に止まる蛍はいない。

　舞う蛍の中で、ぼんやりとした光に照らされてコッペリアは静せい謐ひつを体現する。

　闇に沈むのではなく、闇の中にあっても輝くものとして、ただ。

「綺麗だ」

　もう一度、雪道が言った。

　もしも彼女が永遠にこの静謐にいたいならば、そうしてやりたいとさえ思えてしまう。

　そのままで、彼女の願うままにさせたいと思う。

　見み惚ほれるように、雪道は彼女から視線が離せない。

「ユキミチ──何な故ぜ、蛍は光るのですか」

「……ああ、確か、求愛活動、だったかな」

「交尾の相手を探しているのですか」

「身も蓋ふたもない言い方だな」

　雪ゆき道みちが苦笑する。

「イエス、ではユキミチ、身も蓋もあるのならば何と言うのですか」

「そうだな……恋人探し、か？　この沢たく山さんの蛍の中で、自分の恋人になってくれる相手を探してるんだ。人間みたいにな」

「恋人──恋、単語としての意味をコッペリアは知っています」

　エナメルの瞳ひとみが、雪道を捉とらえる。しゃらしゃらと長い髪は風に揺れる。

「コッペリアにはわかりません。恋とは、どんな感覚なのですか」

　雪道はエナメルの瞳を見詰めて、柔やわく微笑ほほえむ。

「難しいな、そういうのは詩人に聞いてくれ」

　そう言いながらも、するりと言葉は零こぼれる。

「全すべてだ。喜びも、悲しみも、怒りも、楽しみも全てある。幸福があれば不幸もある。祝福されれば、呪のろわれもする」

　似合わない台詞せりふだと、雪道は自分で思った。

　誰だれかの言葉を借りているようだった。

「正直、おれにもよくわからん」

　最後にそう、自分で否定した。

「イエス、しかしノウです。つまるところは、それは『不合理』なるものとしてコッペリアには理解できました」

　なにか、歯車が噛かみ合あったかのようにコッペリアが喋しやべりだす。

「ユキミチ──人間というのは、不合理を好むのでしょうか？　コッペリアにはわかりません。現在から約六時間前の夕食でも、約五時間前の入浴でも、約四時間前のカードゲームでも、ユキミチたちの言動、行動には不合理な点が散さん見けんされました。特にアマネとエイコの両名にその傾向は顕けん著ちよです」

「不合理、か……まあ、いちいち、考えちゃいないだろうから……不合理といえば不合理なのかもしれないな」

「イエス、今のユキミチの発言も不合理なものです。人間とは『不合理』的存在であるとコッペリアは仮定します」

「……コッペリア？」

　コッペリアの態度に、雪道は奇妙なものを感じる。

　だがエナメルの静せい謐ひつはぶれない。

「ユキミチ、あれはなんですか」

　ふと、コッペリアが右手側、何メートルか離れた場所を指す。

　同じ川のほとり、夏草が少し長く伸びている。

「……あれ？」

　特に何も見えず、雪ゆき道みちは目を凝らす。

　少し長く伸びた夏草が風とは逆の方向に揺れる。

　雪道は目を細めたが、それでも夏草の内までは見えない。

　仕方なく直接覗のぞこうと腰を浮かせた。

　コッペリアが、先んじて歩き出していた。

　数歩の距離、少し長く伸びた夏草をコッペリアの手が掻かき分わける。

　長い耳、もふもふの真っ白な体毛、赤い円つぶらな瞳ひとみ。

「へえ、ウサギもいるのか」

　一歩遅れて、コッペリアの背中越しに雪道はウサギと目が合った。

　同じタイミングで、コッペリアが上から抱えるようにしてウサギを捕まえようと両手を伸ばす。

　ぴくん、と、ウサギの耳が動いた。

　コッペリアの手は空くうを切った。

　ウサギは素早くコッペリアの手を逃れて、逃げてい──




　チク、タク、と、時計の音が聞こえた。




「へえ、ウサギもいるのか」

　一歩遅れて、コッペリアの背中越しに雪道はウサギと目が合った。

　同じタイミングで、コッペリアが上から抱えるようにしてウサギを捕まえようと両手を伸ばす。

　ぴくん、と、ウサギの耳が動いた。

　コッペリアは、ウサギが気付いて逃げるのを知っていたかのように先回りする動きでウサギを捕らえた。

「捕まえました──ユキミチ」

　ウサギを抱えて、コッペリアが言う。

　よく見たら、ウサギは脚を怪け我がしているようだ。

　だから、コッペリアが簡単に捕まえてしまったのだろう──雪道は急に襲ってきた頭痛に顔をしかめながら、そう思った。

「……ああ、捕まえてるな」

　何もおかしなことはない。

「怪我してるみたいだし、手当てしてやらないと」

　頭痛に顔をしかめて、雪道は言う。

「イエス、清潔な布と清潔な水が最低限必要です」

　淡々と告げるコッペリアの腕の中のウサギは案外と大人しく、じっとしていた。

　人間ならば、観念した、とでも言うのだろうか。ぐったりしているようにも見える。

「別荘まで戻れば、両方あるな」

「イエス、ユキミチ。戻りましょう」

「そうするか」

　雪ゆき道みちは覚えた違和感に蓋ふたをする。ウサギを腕の中に抱えたコッペリアと並んで別荘へと引き返していく。

　微かすかに湿った青草を踏む音、夜風が林の木々の枝を揺らす音、葉がさざめく音。

　しゃらしゃらと揺れる長い髪に、感情のないエナメルの瞳ひとみ。

「ユキミチ──ウサギも、恋をしますか？」

　コッペリアがそんなことを問うた。

「する……のか？」

　曖あい昧まいに答え、雪道は隣を歩くコッペリアを見下ろす。

　アラバスターの横顔、エナメルの瞳は腕の中のウサギをじっ、と見詰めていた。

　その視線が奇妙に熱い気がして、雪道は小首を傾かしげる。

「どうしたコッペリア？」

「蛍は恋をします」

「……？」雪道の困惑を無視して、彼女は続ける。

「ウサギも恋をします」

「……コッペリア？」

「人間も恋をします」

「……そりゃ、するだろうけど」

「恋とは、それほど重要な感覚なのでしょうか」

「さあ？　いや、多分、そうなんじゃないかな……よく考えたらおれには恋をした経験がないからわからないんだが」

「イエス、コッペリアもまた同様に恋の経験はありません」

「うん、それは何となくわかる」

「イエス、コッペリアは恋という感覚を理解していません」

　話が妙な方向に転がる予感がした。

「コッペリアは学習機能を有しています。故ゆえにコッペリアは『恋』についての学習を希望します」

「はい？」

　コッペリアが雪道を見る。

　エナメルの瞳ひとみの中に、困惑顔の雪ゆき道みちが映っている。

「何か問題がありますか、ユキミチ？」

「いや、その、恋なんてしようと思ってするもんでも……それにほら、相手がいるだろ、相手が」

「ユキミチがいます」

「はい？　いやちょっと待て、おれ？」

　何がどうしてこうなったのだろう。

　雪道は急に暑さを感じて、だらだらと汗をかく。

「コッペリアはユキミチに恋をします。ユキミチもコッペリアに恋をしてください」

「いやいやいやいや！　ちょっと待ちなさい！　どうしてそうなりますか！　そもそもおれの意思とか意見は無視ですか！」

　展開についていけず、思わず叫んだ。

　叫ぶ雪道とは対照的に、コッペリアはあくまで静かなまま、

「ダメでしょうか」

　エナメルの瞳で、じっ、と見詰めて問う。

　見詰める瞳の中に、吸い込まれてしまいそうになる。

　強烈に、別の誰だれかの印象がそこに被かぶる。

　夏の花の匂においがして、気付けば、

「いや、ダメじゃない、と思うけど……」

　そんなことを言ってしまった。

「イエス、感謝します。早速ですがユキミチ」

「は、はい、なんでしょうか」

　やっちまった！　おれのバカ！

　胸中で絶叫しながら、雪道は妙に緊張して続きの言葉を待つ。

「『恋』とは具体的に何をすればいいんでしょうか」

「おれに聞く……いや、おれに聞かれても困る」

　反射的に怒鳴りそうになったのを何とか堪こらえて、そう答えた。

「イエス、ではまずそこから始めるべきだとコッペリアは判断します」

「……そうだな」

　何かを諦あきらめたような遠い目をして、雪道は頷うなずいた。

　二人はそれきり黙りこんだまま、別荘へと戻っていった。

　エナメルの瞳、アラバスターの肌、流れるような長い髪。

　恋を知らないと告げた人形は、その全すべてがひどく静かだった。

　腕の中の傷ついたウサギが、赤い瞳でコッペリアを見上げていた。





第二章　壊さない日常




　別荘に戻っても、眠れはしない。

　コッペリアも眠らない。雪ゆき道みちと、コッペリアと、ウサギ。眠るのはウサギだけだ。

　ウサギの脚の手当てをした。そう深い傷でもなかった。消毒をして包帯を巻いた。

　ソファーに腰掛けたコッペリアの腕の中で、ウサギは眠っている。

　雪道はその正面に座っている。

「ユキミチ、ウサギは温かいのですね」

　不意に、コッペリアが言った。

「まあ、生きてるからな」

「ユキミチ──『生きてる』とは、なんですか」

「そういうのは哲学者にでも聞いてくれよ」

　思わず頭を抱えそうになった。実際には抱えず、代わりに腕組みをして苦笑する。

　答えは多すぎて、そのどれもが、厳密な意味で正解ではないだろう。

　わからない、そう答えようとした。

　エナメルの瞳ひとみがじっ、と、雪道を見ていた。

「熱だ」

　唇から、言葉が零こぼれ落ちた。思わず自分の口元に触れる。

「熱ですか、ユキミチ」

　エナメルの瞳に、戸惑ったような雪道の顔が映っている。

「生命体は熱によって自らを維持する」

　らしくもない言葉が口をつく──コッペリアに引きずり出されるように。

「イエス、では、このウサギは温かい。それが生きているという証あかしなのですね」

「……ああ、いや、多分」

　誰だれかから借りてきたような言葉だったが、コッペリアが納得しているなら、まあ、いいだろうとも思い曖あい昧まいに答える。

　コッペリアは静かに頷うなずいた。

「イエス、では──」

　そっ、とコッペリアが手を伸ばして雪道の首筋に触れた。

　陶器のような冷やりとした指先の感触。

「な、なんだ、急に」

　突然の行動に驚いた雪道は反射的に後ろに逃げようとする。

　それを阻はばんで、コッペリアは口付けでもするように身を乗り出し、顔を近づけた。

　間近から見詰めるエナメルの瞳ひとみに、雪ゆき道みちは思わず息を呑のんだ。

　コッペリアの長い髪から零こぼれる夏の花の残のこり香がが柔やわく鼻をくすぐり、鼓動が速まる。

　言葉が出ないのか、雪道は金魚のように口をぱくぱくさせる。

「ユキミチも温かい。つまり、ユキミチも生きています」

　手を離して、コッペリアは再びウサギを両腕で抱きかかえた。

「……ははっ」

　コッペリアが離れて、ようやく平静を取り戻した雪道は乾いた声で笑った。

　ウサギはそんな二人のやり取りを知りもせず、コッペリアの腕の中で静かに眠る。

　何をするでもなく、二人は静かに夜を過ごす。

　そのうち、窓から光が差し込み始めて、朝が訪れたことに気がついた。




　清すが々すがしい朝の空気が開け放ったガラス戸から吹き込み、昇る太陽の光はまぶしく体に染み渡るよう。

　しかし、眠らない雪道には意味がない。

　長い髪をなびかせて膝ひざにウサギを乗せたコッペリアを残し、キッチンへ向かう。

　半ば習慣的に、冷蔵庫を開けて中身を確認する。

　相変わらず食材は山ほどあった。

「まあ人数いるし、サンドイッチぐらいでいいか」

　決めれば、後は早い。食材を取り出し、湯を沸かす。卵、レタス、ハム、チーズ、シーチキンとサンドイッチの材料にはことかかない。

　雪道は慣れた手つきでサンドイッチを作り、最後に冷蔵庫からペットボトルのオレンジジュースを取り出す。

　オレンジジュースとコップを手に、サンドイッチを盛った大皿はキッチンに置いたままリビングへ戻る。

　コッペリアとウサギに加えて、サマードレス姿の瑛えい子こがいた。

　口元に優しい笑みを浮かべて、テーブルの上のウサギをそっと撫なでていた。

「おはよう芦あし原はら。このウサギはどうしたの？」

　ガラス戸から吹く風に揺れた髪をかき上げて、瑛子が言う。

「おはよう、瑛子。そのウサギは昨日の夜拾って、怪け我がしてたから手当てした」

「そう」

　黒い瞳でじっ、と見詰めて瑛子は静かに頷うなずく。長い黒髪がほんの僅わずかに揺れる。

　それ以上何も聞きはしなかった。

　雪道はテーブルの上にペットボトルとコップを置き、瑛子の隣に座る。

「可愛かわいいね、ウサギ」瑛子が言った。

「ああ、可愛かわいい……そういえば、今日はソフトクリームと浴衣ゆかただったな」

　背もたれに体重を預けて、雪ゆき道みちが息を吐く。

　長い黒髪をかき上げて、瑛えい子こは横目でちらと雪道の顔を見た。

「退屈？」

「いや、あの冗談みたいに暑い部屋からこんな涼しい場所に逃げられただけでおれにとっては最高だよ。瑛子こそ、退屈じゃないのか」

「わたしは、芦あし原はらと一緒にいるだけで、充分、楽しい」

「……おおむね同意するよ」

　雪道が答える。コッペリアがそんな二人の会話する姿をエナメルの瞳ひとみでじっ、と見詰めていた。興味深い、という感じだろうか。

「ユキミチ──」

　コッペリアが何かを言おうと口を開いたのと同時に、リビングの奥からパジャマ姿のシロコがふらりと姿を見せた。ネコミミ帽子だけはしっかり被かぶっているが、隙すき間まから覗のぞく髪は寝起き丸出しで好き放題にはねていた。

「おはようにゃー……今日の朝ごはんは生のウサギにゃー？」

「違う、食うな」

　眠い目を擦こすりながら近寄ってきたシロコは、即座に全否定された。

「うにゃー……？」

　ネコミミ帽子の耳をぴこぴこと動かしながら、ソファーに座り、とろんとしたオッドアイでテーブルの上を見回す。

「朝ごはん、まだにゃ？」

「一応、天あま川かわが来るまで待てよ」

「はいにゃー」

　眠たげに細めたオッドアイを擦り、シロコが大あくびをして、すぐ。

「おはよー、雪道、朝ごはんまだー」

　やっぱり眠たそうな天あま音ねがふわふわした足取りでリビングに現れた。

　こっちも半分ぐらいまだ頭が夢の中にあるようだ。

　髪は解ほどいたままで所々がはねている上にパジャマのボタンを一個掛け違えて、隙間から肌が覗いていた。

「もうできてるよ、ちょっと待ってろ取ってくるから」

　寝ね惚ぼけ眼まなこのシロコと天音を一度ずつ見て、雪道は肩をすくめソファーから立ち上がる。

　キッチンからサンドイッチを盛った大皿を持ってきても、天音とシロコの二人はぼんやりとしたままだった。

「ま……半分寝てる奴やつらもいるけど、一応全員揃そろったことだし」

　ソファーに腰を下ろした雪ゆき道みちは順繰りに、天あま音ね、シロコ、ウサギを抱いたコッペリアに瑛えい子こと視線を巡らし手を合わす。

「そんじゃ、いただきます」

　雪道に続いて、天音たちもいただきますと言った。

　瑛子がペットボトルを取りジュースをコップに注つぐ。シロコの首がかくんと垂れてすぴょすぴょという寝息が聞こえる。コッペリアはウサギを撫なでつつ、じっ、とサンドイッチが山盛りの大皿を見ている。

　天音はふらふらとした動きでサンドイッチを一つ掴つかんで口に運ぶ。

　たまごときゅうりのサンドイッチだった。

　小さな口でもごもごと咀そ嚼しやくし、ごくりと飲み込むや、

「あ、雪道のごはんだ」

　味に反応して、半分閉じていた金色の目がぱちりと開いた。

「……餌え付づけされた猫かおまえは」

「仕方ないでしょうが、美お味いしいんだから」

　天音は拗すねたように頬ほおを膨らませながらも、またサンドイッチを手に取り口元に運ぶ。

「うん、やっぱり雪道の作る料理って美味しいわね」

「たまには自分で作れよ」

「いいのよ、わたしは一生食べるの専門で」

　しれっとした顔で図ずう々ずうしいことを言って、ぱくりとサンドイッチを食べる。

「一生って……嫁にでも来る気かおまえは」

「よよよよよ、嫁って、あんたバァカじゃないの！」

　いきなり顔を真まっ赤かにした天音が、何な故ぜかテーブルに身を乗り出して叫ぶ。

「嫁って、あんた、嫁って、バァカ！　バァカ！　バァカ！　わたしがあんたの嫁になるわけないでしょうが！」

「知ってるから、わめくな。パン屑くず飛ばすな。そもそもおれには縁のない話だよ」

「ノウ、ユキミチはコッペリアの恋人です」

　空気が凍った。

「うにゃん？」

　ぴこっ、と一度大きくネコミミが動くや、シロコは一瞬で覚かく醒せいしオッドアイを細める。

　コッペリアはハムサンドを手に取り、丁寧にパンをはがして中からレタスを取り出し、足元に座っているウサギに食べさせる。

「アハハ、ハ、ハハ、そ、そうなんだ。ところでそのウサギどうしたの？」

　引ひき攣つった顔で天音が言う。

「イエス、昨晩、ユキミチと一緒に拾いました」

「さ、昨晩？　一緒？　一緒にいたの？　一晩中？」

「イエス、一晩中一緒でした」

「雪ゆき道みちぃいいいいいいいいいいいい！」

　ずだん！

　激しい踏み切りの音と共に天あま音ねが跳んだ。

　テーブルを乗り越え、ソファーに座る雪道の膝ひざの上に乗り、胸倉を掴つかみ上あげる。

「あんた何やってんのよ！」

「待て、話を！　話を聞いてくれ！」

　ぐらぐらと揺さぶられて舌を噛かみそうになりながらも、懸命に訴える。

「──天音、やめてあげて」

　静かだが鋭い調子で、瑛えい子こが言う。

　天音は手を止める。助かったと、雪道はほっと息を吐く。

「糾きゆう弾だんするのは話を聞いてからでも遅くはない」

　にっこりと、実に見事な笑みを浮かべて瑛子が笑った。

　獲物に襲い掛かる直前の虎を思わせるような見事な笑みだった。

「まったく、その通りにゃ」

　少し前に目を覚ましたばかりのシロコも、瑛子と同種の笑みを浮かべて同意した。












「それもそうですわね」

　天あま音ねまで、同じようににこやかな笑みを浮かべる。

　三人の笑みに、雪ゆき道みちは妙な圧力を感じ嫌な汗が額に浮かぶ。

「いや、そのな、誤解なんだよ、誤解」

「ノウ、コッペリアはユキミチに恋をすることに決めました」

「と、仰おつしやってますけど？」

「だから、そこがちょっと事情があるんだよ！」

　額に浮かんだ汗がだらだらと流れるのを自覚しながら、雪道は叫ぶ。

　ついと、天音の金色の目が細くなる。

「一晩一緒にいて、おまけに恋人宣言。どんな事情があるんでしょうかね」

　同様に瑛えい子この黒い瞳ひとみが、シロコのオッドアイが鋭さを増す。

「私わたしは詳しい説明を求めたい」

「にゃーはもう全力でぶん殴ってやりたいにゃ」

　朝食のシーンから一瞬にして針の筵むしろに座らされた気分で、雪道は口を開く。

「まあ、一応……恋人っていうのは、間違いじゃないんだが」

　その台詞せりふに、三人の発する圧力が増した。

　ウサギがびっくりして逃げようとする。

　コッペリアは怯おびえるウサギを抱きかかえて、またレタスを食べさせた。

　雪道の目には、三人の背後に虎の幻げん像ぞうが見え、

　死を、覚悟した──




　命拾いした。

　説明したら、何とかわかってくれた。怖かったけど。

「……要するに、コッペリアは『恋』が何だか知りたいってことね」

　金色の目を細めて、天音は呆あきれたように言う。

「そう、そういうことだよ」

　こくこく、と何度も頷うなずく。

「……バカ？」

「バカって言うか、お人ひと好よしっていうか、なんだかにゃー」

　じっ、と見詰めながら瑛子が言い、ネコミミ帽子の耳をぴこぴこと揺らしながらシロコがぼやいた。

「イエス、コッペリアは『恋』という感覚についての学習を望んでいます。アマネ、エイコ、シロコにもユキミチと同じ問いをします。恋とはどういう感覚なのでしょうか」

「おお、そうだな。そっちの三人ならおれより詳しいだろ。教えてやってくれ！　そうすれば恋人云うん々ぬんもなしになる！」

　コッペリアの尻しり馬うまに乗り、雪ゆき道みちは勇んで言う。

「──ユキミチ、コッペリアの恋人は嫌なのですか」

　しかし、エナメルの瞳ひとみで、じっ、とコッペリアに見詰めて問われ、

「……いや、別に、嫌じゃないんだが」

　たちまち、しどろもどろになる。

　目線を逸そらしたその顔は困っているというより、照れているように見える。

　雪道とコッペリアの醸かもす初うい々ういしい雰囲気に天あま音ねたちは、顔を見合わせた。

　天音の金の瞳が、瑛えい子この黒い瞳が、シロコのオッドアイが一様に険しい光を宿す。

　天音が瑛子とシロコを手招きする。三人はリビングの端、ガラス戸の方に集合する。

「ねえ、ちょっと何か、あの二人、いい雰囲気じゃない？」

「同意する」

「なんかあのまま、成り行きでくっついてしまいそうな空気にゃ」

　声量こそ控えめだが、その奥にある鋭さは刃やいばに等しい。

　ソファーに取り残された雪道が不思議そうな顔で三人をちらと見た。

　その隣には当たり前のようにウサギを抱いたコッペリアが座っていた。

「やばいって、なんか馴な染じんでる！　どうしよ、あの二人が流れで行くところまで行っちゃったら！」

「行くところまでって何にゃ？」

「え？　いやそれはその……キスとか、その先とかって言わせないでよ！」

　若干頬ほおが赤い。

「要するに交尾にゃ」

「わかってるなら言うな！」

　若干どころではなく頬が赤い。激しく首を振ってツーテールがぶんぶん揺れる。

「……それは、面白くないと私わたしは思う」ごごごごごごごごごごごごごごごごごご。

「瑛子にゃん、冗談だから落ち着くにゃ。そんな殺気撒まき散ちらすのはやめるにゃ」

　コッペリアの腕の中のウサギが急にじたばたと暴れ始めた。

「ユキミチ、ウサギが、ウサギが」

「うおっ、どうしたウサギ！　急に怯おびえだしたぞウサギ！　落ち着けウサギ！」

「ウサギが凄すごいことになっています」

「しっかり押さえてるんだ！　なんでこのウサギこんな必死で逃げようとしてるんだ！」

　とりあえず天音たちは無視して相談を続ける。

「要するにさ、直接付き合う以外に『恋』を勉強する方法があればいいわけよ！」

「それにゃ！」

　ナイスアイデアと、シロコがネコミミをぴこぴこと激しく動かす。

「いい考え……しかし例えば、どんな方法が」

　一瞬、三人とも沈黙した。

「えーと……わたし、基本的に転校ばっかりで長期間一箇か所しよに滞在したのって今回が初めてなんだけど。そういうのは瑛えい子こが詳しかったりしない？」

「詳しいと思う？」

「……ごめんなさい。シロコは？」

「猫に何期待してるにゃ」

　女性陣は女性陣で、案外ダメかもしれない。

　三人は少し困ったように顔をしかめた。

「にゃ！　恋愛小説とかどうにゃ！」

　名案とばかりにネコミミを激しくぴこぴこと動かしながらシロコが叫ぶ。

「あ！　それいい！　でもあるかな？」

「問題ない。置きっ放しにされている本がある。多少、文学色が強いけれども恋愛をテーマにした作品もあったはず」

「決定にゃ！」

「ねえ、雪ゆき道みち。恋愛小説でひとまずお勉強って──」

　言いながら、天あま音ねたちは雪道の方に視線を向ける。

「おお、レタス食べてる食べてる。可愛かわいいなーウサギ」

「イエス、『撫なでたく』なります、ウサギは可愛いのです」

「いいなー、ウサギ。猫もいいけどウサギもいいなー」

「イエス、ユキミチ。質問です。ウサギとコッペリア、どちらが可愛いですか」

「また答え辛づらい質問するなあ……うーん」

　コッペリアの抱えたウサギにレタスをやりながら、雪道が首を傾かしげていた。

「人に無理難題押し付けといて、自分はいちゃいちゃしてんじゃないわよこのバァカカカカカカカカカカカ！」

　天音は振り返る勢いのまま加速し、ツーテールの髪を流星のようになびかせた跳とび蹴げりを放った。

「うっわ、おい、何をいきなり怒──へぶあっ」

　蹴り足は雪道の横っ面をとらえ、ソファーごと後ろにひっくり返す。

　ソファーの背が、床を叩たたく音がやたらに大きくリビングに響き渡り、コッペリアの腕の中のウサギがびくりと身を震わせた。

　慰めるように、コッペリアは腕の中のウサギを柔やわく撫でる。




「これらが、恋愛をテーマにした小説」

　瑛えい子こが言い、荷物運びの雪ゆき道みちが十数冊の本をテーブルの上に置いた。どん、と音がして本特有の匂においが周囲に漂った。

　ほとんどがハードカバーで、かなりの分厚さがある。

「イエス。感謝します、エイコ」

「結構あるのね」

　何なに気げなく天あま音ねが一番上にあった文庫本を手に取り、裏表紙のあらすじに目を通す。

「……へえ、結構面白そうじゃない。わたしもこれ読んでみるわ」

「そういや、最近小説読んでないな。大おお家やが勝手に置いていくのを読むぐらいか」

「よければ、芦あし原はらも」

　つ、と、一冊瑛子が差し出す。

「おすすめ」

「お、ありがと。でも時間はいいのか浴衣ゆかたを買いに行くんじゃなかったか？」

「お昼からでいい」

「ああ、昼からか」

　納得したと頷うなずいて、雪道はハードカバーを受け取りぱらぱらとめくる。

　コッペリアに読ませるために持ってきたはずが、気がつけば、みんな読み始めていた。

　テーブルを囲み、それぞれが好き勝手に本を読んでいる。

　コッペリアが連れてきたウサギは餌えさを貰もらって満腹で、外敵もいないと判断したのかリビングの隅で寝ている。

「……ふにゃー……」

　ついでにシロコもソファーを一つ占領して眠っていた。

　読書は趣味ではないらしく、そういう流れになるやさっさとソファーの上で丸くなって目を閉じ、一瞬で眠りに落ちた。

　ガラス戸の向こうから吹き込む風は涼やかで、読書にも、昼寝にも、ぴったりだ。

　雪道と天音と瑛子、そしてコッペリアが黙々と、ページをめくる音だけがリビングにあった。

「……面白い？」

　不意に、雪道の背中で瑛子の声がした。

　ソファーの背もたれに両手をついて、背中から覗のぞき込こんでいる。

　瑛子の吐息は甘い香りがする。長い黒髪からは夏の花の匂いがする。

　雪道は一瞬だけ目を閉じて、瑛子の匂いを感じて小声で答える。

「面白い。ただ、主人公がちょっとあれだな」

「あれ？」

「優ゆう柔じゆう不ふ断だん過ぎる」

「……そう」瑛えい子こが少し、目を細めた。

「幼おさな馴な染じみと、突然現れた謎なぞの女──さっさとどっちか選んでくっつけと思うよ」

「……そう」

　同じ相あい槌づちだったが、今回の相槌には小さな棘とげのようなものが混ざっていた。

　雪ゆき道みちは内心で少し首を傾かしげる。

「幼馴染みと、謎の女性、芦あし原はらはどちらが好き？」

「ん？　純粋な好みで言ったら、脇わき役やくのこのメイドさんがいいな」

「…………そう」

　瑛子は小さく溜ため息いきを吐ついて、

「芦原の、バカ」

　耳元で囁ささやいた。

　背筋を指先で撫なでられるようなむず痒がゆさを感じ、雪道はわけもなく口元を押さえた。

　瑛子は音もなく体を離す。

　そのまま、瑛子はソファーに戻り、置いていた読み止さしのハードカバーを開く。

　雪道は瑛子の動きを目で追う。揺れた黒髪、ふわりと軽いサマードレスの裾すそ、足音のしない歩み。細い指先がハードカバーのページをめくる。黒い瞳ひとみがページに落ちる。

「メイドはダメだったのか？」

　誰だれにも聞こえない声で呟つぶやいて、雪道は肩をすくめた。

「ふーん」

　文庫本を読んでいた天あま音ねが、いつのまにか顔を上げて雪道を見ていた。

「なんだよ」

「べーつーにー」

　金色の目を細め、ツーテールの長い髪を揺らし、そっぽを向いた。

　不機嫌そうに唇を尖とがらせている。

「なんなんだよ」

　やはり誰にも聞こえない声で呟いて、雪道はもう一度肩をすくめる。

　ぱたんと、傍かたわらで本を閉じる音がした。

　コッペリアが読み終えたらしきハードカバーを閉じる音だった。

　ハードカバーをテーブルに置き、コッペリアが言う。

「ユキミチ、コッペリアはこの本にあるように『デート』というものをしたいです」

「デ、デート？」

　素すっ頓とん狂きような声を上げる雪道。

　がばりと、天音が瑛子が、眠っていたシロコが顔をあげる。

「うおっ、な、なんだ！」

　天あま音ねたちは一様に強く鋭い眼まな差ざしで、雪ゆき道みちを睨にらんでいた。

　三人を代表するように、天音が口を開く。

「するの、デート？」

　押し殺したようなその声に、雪道の第六感が激しく危険を訴える。

　気をつけろ、答えを間違えたら蹴けられるぞ！

「いや、別に……その、決めてるわけじゃ」

「ユキミチ。コッペリアと『デート』は嫌ですか」

　エナメルの瞳ひとみがじっ、と、雪道を見詰めて問う。

「いや……そのな」

　板挟みの状況に、雪道の胃がきりきりと痛む。

　ガラス戸の向こうから吹く風は、涼しく爽さわやかだというのにだらだらと汗が流れる。

「雪道」

「ユキミチ」

　天音たちと、コッペリアの視線は逸それず容赦がない。

　おれにどうしろってんだ！

　心の中で叫ぶが、当たり前のように誰だれも聞いちゃくれない。

　何かまた、面倒くさいことになったような予感がした。




　結局、デートをすることになった。

　昼食（本日はトマトソースのパスタ。瓶詰めのトマトを見つけたから）を食べ終えて、雪道はコッペリアと一緒に別荘を出た。

　当たり前のように、コッペリアは例のウサギを抱えている。

　昼食を相しよう伴ばんしたウサギは満腹なのか、眠そうな顔をしているようにも見えた。

　別荘の目の前の緩やかな下り坂に沿って、林の外へ行く。

　そのままもう少し道路を歩いて、この別荘地の大通りに出る。

　車両進入禁止の広い煉れん瓦がの道の両りよう脇わきには数々の店が並び、店と店の隙すき間まには葉を茂らせる木が立ち並んでいる。

　景観に気を使っているのだろう、並ぶ店のいずれも風景に溶け込むような落ち着いたデザインの平屋で、所々には蔦つたを絡ませたようなデザインの洒落しやれたベンチも置かれていた。

　涼しげな木陰と、街路樹を揺らす涼しい風の中を家族連れやカップルなどの人々が通り過ぎていく。

「ふぅん……結構、人が居るな……うん、それにしてもだ」

　背中にちりちりとしたものを感じている。別荘を出てからずっとだ。

　くるりと振り返る。

　少々離れた街路樹の幹の後ろから、天あま音ねと瑛えい子ことシロコが団子のようにひょいひょいひょいと顔を覗のぞかせこちらを見ていた。

「……監視つきって、どんなデートだよ」

　盛大に溜ため息いきを吐ついてぼやいた。

　デートするのは許可。しかし、後ろからついて行く。

　と、言うのが天音たちの出した条件だった。どのみち午後からは大通りまで来て名物のソフトクリームを食べるという話だったから、わからなくもない。

　しかし、そもそもを考えれば、そんな条件を出される理由はないんじゃなかろうか──雪ゆき道みちが誰だれとデートしても天音たちには関係ないような気がする──と内心思いつつも、逆らう気力はなかった。妙に怖いし。

　もう一度、雪道は盛大に溜め息を吐く。

「ユキミチ、どうしました」

　隣にいるコッペリアが問うた。

「なんでもない」

　気持ちを切り替えるように、首を振り、笑顔を浮かべた。

「ところでコッペリア、『デート』って何をすればいいんだ？」

「イエス、ユキミチ。わかりません」

「……なん、だと？」

　思わず、コッペリアを見る。

　通り過ぎる風に長い髪を揺らしてエナメルの瞳ひとみでこちらをじっ、と見詰めていた。腕の中のウサギもコッペリアを真ま似ねるように雪道を見上げていた。

「男性にお任せするものだと、コッペリアは書籍より学習しています」

「素晴らしいな。今すぐ別荘まで引き返してその本を火にくべたい」

　が、そんなことを言っている場合でもない。

　手を額に当ててひと声唸うなる。

「とりあえず、ぶらぶらするか……なにかあるだろ」

「イエス、ウインドウ・ショッピングですね」

　物は言いようである。

「そうそれ。んじゃ行くか」

「イエス、ユキミチ」

　雪道が歩き出そうとすると、コッペリアは両腕で抱えていたウサギを片腕に抱えなおし、空いた腕を絡めて身を寄せた。

「ちょ、いきなりなんだ！」

　急な行動に戸惑いの声を上げる。触れた肌はどこか冷たく、肩を掠かすめる長い髪からは夏の花の匂においがし、エナメルの瞳ひとみは上目遣いに雪ゆき道みちを見る。

「イエス、書籍より、恋人同士は腕を組むものである、と学習しました」

「……なるほど」

　背中に突き刺さるような視線を感じながら、雪道は溜ため息いきを吐つく。

「ダメですか？」

　じっ、とエナメルの瞳に見詰められて、

「いや、いいよ」

　柔やわく微笑ほほえんだ。

「イエス！」

　コッペリアが珍しく、弾はずんだ声を上げた。




「……監視してればブレーキも利くだろうし、最悪邪魔しちゃえばいいし、とりあえずコッペリアを満足させればおさまるだろうし、いいアイデアだと思ったのよ」

　街路樹の後ろから顔を出し、腕を組んで歩き出した雪道たちを睨にらみながら天あま音ねが言う。

「確かに、にゃーもいい考えだとは思ったにゃ」

　同じく街路樹の陰ではシロコがオッドアイを細めて威い嚇かくするように喉のどを鳴らす。

「……」

　瑛えい子こだけは沈黙したまま、じっと、雪道を見詰めている。

　多分、三人の思うことは一緒だ。

「今すぐ飛び出して行って、雪道を蹴けり倒たおしてやりたいぐらいむかつくんだけど」

　独ひとり言のような天音の呟つぶやきに、シロコと瑛子が頷うなずいた。




　コッペリアと腕を組み、雪道は左右の店を眺めながらのんびりと大通りを歩いている。

　この真夏にべたべたと腕を組んで歩く二人というのは目立つものがあった。

　片割れが、人形めいた（人形なのだが）美少女とウサギつきで、しかもそれを堂々と尾行している美少女三人までいるとあれば目立ち具合も一段と凄すごい。すれ違う人々は大概、どういう集団なのかと不思議そうに首を傾かしげていた。

　まあ、コッペリアは気にしていないようだが。

　まあ、雪道は突き刺さる三つの視線に耐えるのに精一杯で気付く余裕がないわけだが。

「……胃が痛い」

　ぼそりと呟いた。

　山から下りて来る涼しい風に吹かれているのに、嫌な汗が流れて気持ち悪い。

「ユキミチ、あれは何ですか？」

　腕を組んだまま、コッペリアが目線だけでそれを示す。

　土産みやげ物ものの並んだ店先から、店内の壁にある地名入りのペナントを視線は指していた。

「多分、部屋に飾る……んじゃないかな」

　自信なさ気に答える。

「本当に飾ってる奴やつがいるのかどうかはともかく、そういう用途だと思う」

「イエス、コッペリアは理解しました」

　満足した、あるいは興味を失ったように長い髪を揺らして頷うなずいた。

「ユキミチ、あれは何ですか？」

　コッペリアにとっては珍しいものが多いのか、一つ終わってはまた次という具合に──まるで子どものように──あれは何？　と、コッペリアは問う。

「あーあれはな」

　雪ゆき道みちのほうも律りち儀ぎに答えながら、冷やかしを続ける。

　デートにしては随分と微笑ほほえましい。

　やり取りだけを見れば幼い娘と父親のようだ。

「やっぱ、動くと暑いな……背中の視線も痛いし」

　歩きながら雪道は額の汗を拭ぬぐい、ちらと背後を見る。

　相変わらず殆ほとんど隠れる気もなく、街路樹の陰から天あま音ねたちがこちらを見ていた。

　心なし、顔が怖かった。

「……落ちつかねえ」

「ユキミチ」

「ん？」

　くいっ、と、コッペリアが組んだ腕を引き、雪道はそちらを向く。

　ログハウス風の小さなスタンドが、並ぶ街路樹の隙すき間まに隠れるように立っていた。

　店先に数組のカップルと親子連れが並び、列を作っていなければ見逃していたかもしれない。よく見れば店名に覚えがあった。

　当初というか本来の目的のソフトクリームを売っている店の名前だ。

「へえ、ここだったのか」

　近くの牧場から直送される新鮮な牛乳で作ったソフトクリームが目玉だと、スタンドの傍かたわらに立っているブリキ製の立ち看板にも書いてある。

「ユキミチが暑いのでしたら、冷却の意味も含めてソフトクリームの摂取を勧めます」

　回りくどい台詞せりふに一瞬、意味を考えた。

「……『暑いならソフトクリーム食べたらどう？』ってことか」

「イエス」

　長い髪を揺らしてこくり、とコッペリアが頷く。

「まあ、元々食べるつもりだったし丁度いいか」

　言って、店の列に並んだ。

　前に並んだ数組がはける間に、雪ゆき道みちたちの後ろにも数組並んでいた。

　二組置いて、天あま音ねたちがいたりもする。

　妙に落ち着かない待ち時間を過ごし、順番が回ってきたときはほっとした。

「いらっしゃい、なににします」

　にこにこと愛あい想そのいい小柄なおばさんが、スタンドのカウンター越しに聞く。

「バニラソフトを二つ、でいいよな」

「イエス」

　ちらと隣のコッペリアを見る。コッペリアが頷うなずく。

「はい、五百円になりますね」

　雪道が財布を取り出して代金を払う。

　差し出されたバニラソフト二つを受け取り、そのうち一つをコッペリアに渡す。

「落とすなよ」

「イエス。ユキミチ」

　さすがに組んだ腕は解いた。

　ウサギを抱えて、腕を組んで、ソフトクリームを食べるのは無理だ。

　カウンター向こうのおばさんは微笑ほほえんで二人に声をかける。

「恋人さんと一緒に旅行ですか、楽しんでいってくださいね」

「……いや別に恋……あ、はい、楽しんでます」

　恋人じゃないと否定しようとした瞬間、エナメルの視線を感じて言葉を濁した。

　軽くおばさんに頭を下げて、店の前を離れる。

　二つ後ろに並んでいる天音たちの傍そばを通るときは恐ろしく緊張した。

　三人とも揃そろって、胡う散さん臭くさいぐらいに綺き麗れいな笑みを浮かべているのが怖かった。

　街路樹の落とす木陰の中、大通りを逃げるような早足で歩き出す。

「美う味まいな、これ」

　歩きながらソフトクリームを一口食べた雪道が呟つぶやく。ソフトクリームの甘みとバニラの香りの中に牛乳の味がしっかりと残っていた。

「ノウ、コッペリアには、よくわかりません」

「合わなかったか？　確かにちょっと濃いから牛乳が苦手だときついかもしれないけど」

「ノウ、ユキミチ、コッペリアは味覚情報を理解しますが、それを『味』という形で認識はできません」

　小さな舌で探るようにソフトクリームを舐なめながらコッペリアが言った。

　そういえば、以前にもそんなことを聞いた気がする。

「……つまり、美う味まいとか不ま味ずいとか、そういうのがわからない、ってことか」

「イエス、よくわかりません」

「それは、なんていうか、勿もつ体たい無ないな」

「勿体無い、のですか。イエス、ユキミチはこの味が好きなのですね」

「まあ、好きだよ」

「イエス、ではコッペリアもこの味を好むことにします」

「……コッペリアがいいなら、いいけど、何でまた」

「恋人同士というのは、同一性──『お揃そろい』を好むと書籍より学びました。よって、恋人同士であるユキミチとコッペリアは『お揃い』です」

　エナメルの瞳ひとみにはこれっぽっちの迷いもない。

　百パーセントの本気で言っているのが、雪ゆき道みちにもわかる。

「お揃い、ね」

　なんか照れくさくて、ソフトクリームを大きく齧かじった。

「デートだもんな」

「イエス、デートです」

「楽しいか？」

「恋人同士が一緒にいることを『楽しい』と形容するならば、コッペリアは楽しいです」

「むう……まあ、いいか……」

　ソフトクリームを食べながら、特に目的もなくふらふらと歩く。

　なるほど、ある意味恋人らしいデートかもしれない。

　ただ、

「初デートでこれは、ちょっとな」

　とも思う。元々、別荘でのんびりすることが主目的な行き当たりばったりの旅行だったのが、今になって少し悔やまれた。

　雪道は隣を歩くコッペリアの横顔を見る。

　アラバスターの肌、エナメルの瞳、大通りに吹く風に揺れる長い髪。小さな舌と唇がソフトクリームを削り取っていき、片腕に抱えられたウサギは大人しい。

「どうしました、ユキミチ」

　視線に気付いたコッペリアが、顔を上げる。

「ん、コッペリアはなにか、やりたいことってないか？　初デートの割にはちょっと地味というか……なんか休日に瑛えい子こと街を歩いてる気分になる」

「イエス、あります」

「お、なんだ？　なんでもいいぞ」

「イエス、では、やります」

　やる？

　疑問を抱いだいた刹せつ那な、コッペリアが僅わずかに背伸びをする。

　近付く顔。エナメルの瞳ひとみがすぐ傍そばに、アラバスターの肌の温度すらもわかってしまいそうに近付いて。

　コッペリアの唇が触れた。

「──んっ！」

　雪ゆき道みちが目を見開く、コッペリアは目を閉じもしない。

　バニラ味の口付け。

　あまりの不意打ちに、雪道の思考が止まる。

　手から力が抜けて、ソフトクリームが煉れん瓦がの道に落ちる。

　コッペリアがそっと遠ざかり、ソフトクリームを持った手で自分の唇に触れた。

「──これが、キス、ですか」

「な、なななななななななななななななななんでででででで」

「ユキミチ、ソフトクリームが落ちています」

「あ、あああああ、うん、手がす、すべったからな、うん」

　ひたすらに動揺していた。顔が真まっ赤かなのは別に暑いせいではない。

「どうぞ、ユキミチ」












　すっ、と、コッペリアが自分の食べかけのソフトクリームを差し出す。

　反射的に雪ゆき道みちは受け取った。

「あ、ありがと」

「イエス。恋人同士ですから」

　コッペリアが笑みを浮かべる。

　アラバスターの肌、エナメルの瞳ひとみ、柔やわらかい笑み。

　木陰の中の童女のような、無む垢くな微笑ほほえみ。

　思わず、見み惚ほれてしまって、またソフトクリームを取り落とすところだった。

　飛びつくように、コッペリアがまた雪道に腕を絡める。

「それでは、デートを続けます」

　コッペリアは嬉うれしそうに、絡めた腕を引っ張って歩き出す。




「あの、バァカ！」

「……」

「まーさか、キスとはやってくれるにゃ」

　ばっちり三人とも見ていた。ソフトクリームを手に、街路樹の後ろから。

「これはさ、そろそろ乱入するべきじゃないかな、とわたしは思うわけよ」

「同意するにゃ！　このまま二人っきりで甘ったるい空気に浸らせるなんてことは許せるわけがないにゃ！」

　天あま音ねとシロコの目は完全に据すわっていた。

「瑛えい子こはどう……思……う…………うわ」

「……う、うにゃ、あ」

　瑛子を見た二人が、揃そろってちょっと引いた。

「……」ごごごごごごごごごごごごご──

　ソフトクリームが溶けるんじゃないかと心配になるほどに熱い、怒りの炎が瑛子の背後に見える。

　表情が全くないのが逆に怖い。

「……羨うらやましい」

　凍ったマグマのような呟つぶやきに、天音とシロコは顔を見合わせる。

「やっべえ、マジ怖いにゃ」

「どうしよ、正直こうなっちゃうと瑛えい子こを止める方法が思いつかないんだけど」

　ひそひそと、会話を交わす。

　瑛子はそんな二人に気付きもせずに、じっ、と雪道たちを見詰めている。

「……決めた」ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご──

　溶けかけたソフトクリームを恐ろしく素早く食べ終えるや、つかつかと足音も高く黒髪を揺らして歩き出す。

「あの、瑛えい子こさん？」

「……行っちゃったにゃ」

　ぽかんと見送る二人。

　瑛子は雪ゆき道みちに追いつくや、コッペリアとは逆側の腕に飛びつくように抱きついた。

「うおっ、え、瑛子？　な、なんだ、どうした突然」

「別に理由はない」

「いや、理由はないって瑛子それは……」

「別に、理由は、ない」

　雪道の狼ろう狽ばいを全く無視して瑛子が断言する。

「ノウ、エイコ。ユキミチはコッペリアと『恋人同士』なのです」

「私わたしには関係ない」

　エナメルの瞳ひとみと、黒い瞳が火花を散らす。

　間に挟まれた雪道は目を白黒させて、瑛子とコッペリアの間で視線を往復させる。

　離れた位置で取り残されていた天あま音ねは、はたと気付いた。

「不ま味ずい！　このままじゃわたしたち空気だ！」

「はっ！　突然の瑛子にゃんの暴走に呆ぼう然ぜんとしている場合じゃないにゃ！」

　シロコも気付いた。

「雪道！」

「雪道にゃん！」

　天音とシロコは揃そろって走り出す。

　コッペリアと瑛子に挟まれてうろたえていた雪道は、走り寄って来る天音とシロコを見て悲鳴を上げた。

「うあああああああ、また増えたぁああああああ！　なんだ、何がどうなってるんだ！　何がしたいんだおまえらああああ！」

「自分の胸に聞けにゃ！」

　コッペリアと瑛子に両腕を取られて、シロコが腰に抱きつく。

「このバァァァァァカァァァァァァァ！」

　最後に天音が、雪道を蹴けっ飛とばした。




　四対一で引っ張り回された雪道は、ぐったりと疲れ果て、別荘に戻るや夕食の準備を口実にキッチンへ逃げた。

「……キッチンにいると、妙に落ち着くなあ」

　恐ろしく主婦めいた台詞せりふを呟つぶやいて、雪ゆき道みちは冷蔵庫を開ける。相変わらず食材はふんだんにある。例の雪道の頭より大きい牛肉も手付かずで、食材がふんだんすぎて、何を作るか迷うかも相変わらずだ。

「むう……何にしたものか」

　ひと声唸うなり、冷蔵庫を閉めて腕組みをする。

「芦あし原はら」

　瑛えい子こがキッチンに顔を見せる。手には金属製の網を持っていた。

「え、瑛子！」

　一瞬物もの凄すごく怯おびえた顔をしたのを隠すように、雪道は一つ咳せき払ばらいをした。

「ところで瑛子、なんだそれ？」

「地下の物置にあった、バーベキューセットの網」

「物置なんてあったのか、しかも地下に……」

「元々、ワインセラーのつもりで作ったらしいけれど……夏しか使わない別荘にセラーがあっても仕方がないということに、後で気がついたらしい」

「そこはかとなくダメ感が漂う存在理由だけど、バーベキューセットは助かったな。正直何を作ろうか迷ってたところだ」

「だと、思って、持って来た」

「素晴らしいよ、さすがは瑛子だ！　どっかの天あま川かわ天あま音ねに爪つめの垢あかをせんじて飲ましてやりたいぐらいだ！」

　絶賛し、雪道は満面の笑みで瑛子の手を握りぶんぶんと振る。

　その喜びっぷりは、瑛子がちょっと困惑するぐらいだ。

「そ、そう、喜んでくれて嬉うれしい」

「ああ！　と、なるとあのおれの頭よりでかい牛肉の使い道もできたな！」

　喜び勇んで、雪道は冷蔵庫を開けて牛肉の塊かたまりを取り出し、シンク横に濡ぬらしたまな板を置いてその上にでんと載せる。

「何か、手伝う」

「ありがとう瑛子。なら、適当にバーベキュー用の野菜を取り出して切ってくれるか」

「わかった」

　瑛子が雪道の隣に並び、まな板と包丁を置く。冷蔵庫の野菜室を開けて、野菜を幾つか取り出した。

　キッチンが広い為ために、二人並んで作業しても互いが邪魔になるということはない。

　雪道は牛肉の大きさに苦戦しながらも何とか解体して、大皿に並べていく。

　隣では瑛子も同じく手際よく野菜を切り、別の大皿に並べる。

「そういや、浴衣ゆかたを買うのすっかり忘れてたな」

「ぎりぎりだけど、明日あしたの午後に買いに行くことになった」

「瑛えい子この浴衣ゆかた姿すがた……見るのは始めてか、楽しみだな」

　ふと、瑛子が手を止めた。

「……楽しみ？」

　長い黒髪を揺らして、じっ、と瑛子は雪ゆき道みちを見詰める。

「ん、きっと似合うんだろうなって思ったんだけど……どうかしたか？」

　怪け訝げんそうに雪道は首を傾かしげた。

　瑛子がはにかんだような僅わずかな笑みを口元に浮かべる。

「その……少し、嬉うれしい」

「なんだそりゃ」

　妙に照れ臭くなった雪道は、誤ご魔ま化かすように軽く肩をすくめた。

　くすりと瑛子は小さく笑う。

「ねえ、芦あし原はらはどんな浴衣が──」

「ゆっきみちにゃーん、夕ごはんが待ちきれないにゃーがつまみ食いに来たにゃーよー」

　突然、シロコが割り込んだ。

　瑛子は一瞬、飛び上がるほどに驚いたが即座にそれを隠して振り返る。

　キッチンの出入り口に手を突き、シロコがオッドアイを細めてにやにやと笑っている。

「はいはい、もう少しだから良い子にして待ってなさい」

　苦笑を浮かべて答えると、雪道はそのまま、牛肉に向き直ってバーベキュー用にカットしていく。

「……」

　一瞬、瑛子は不愉快そうに眉まゆ根ねを寄せて、シロコの顔を見た。

「にゃっはっはっ、二人きりのところお邪魔だったかにゃー？」

　チェシャ猫のように意地悪な笑みを浮かべて、シロコが挑発する。

「そんなつもりはない」

　言葉とは裏腹に、憎々しげに瑛子が睨にらむ。

「へー、ほんとかにゃー？」

　二人の眼まな差ざしがぶつかり、火花が散る。

　二人の顔から表情が消え、互いに一歩ずつ詰め寄った。

　何なに気げに瑛子が包丁を握ったままであることは気にしないようにしよう。

「瑛子にゃんは胸が大きくて羨うらやましいにゃ。その胸で何人たぶらかしたにゃ」

「シロコこそ、実年齢より遥はるかに若く見える幼児体型がとても羨ましい」

「でも、雪道にゃんには全然通じてないみたいにゃ、宝の持ち腐れってやつにゃ」

「芦原に一方的に付き纏まとっているけれど、成果はあった？」

　互いに言って、少し黙る。

「年食って垂れろにゃ」

「成長しないあなたよりマシ」

　撒まき散ちらす敵意に空気が揺らぐ。二人の背後にどす黒いオーラが見えそうだ。

「ふーんーんー、ふんーんー（なんか妙な寒さむ気けを感じるな……気のせいか？）」

　だが雪ゆき道みちはこれっぽっちも気付かずに鼻歌を歌いながら牛肉を切っている。

「いやー、瑛えい子こにゃんとは気が合いそうにゃ」

「そう」

　シロコが胡う散さん臭くさいほどに笑みを浮かべて、瑛子は見事な無表情だった。

　そのくせ、二人の間に散る火花は勢いと激しさを増していた。

　互いにさらに詰め寄り、ほとんど鼻先がくっつくぐらいの近さで睨にらみ合う。

　今にも取っ組み合いの喧けん嘩かを始めそうな雰囲気だ。

「……どしたよ、おまえら」

　やっと雪道が気付いた。

　と、いうか、単に大皿がいっぱいになったので振り向いただけだ。

「なんでもないにゃ」

「なんでもない」

　おもむろに瑛子とシロコは肩を組む。特に瑛子は握ったままの包丁を背中に隠す。

「そうか、とりあえず牛肉を切るだけ切ったし、おれはバーベキューセットの方の準備してくるな。瑛子、野菜は頼んでいいか？」

「勿もち論ろん、問題ない」

「シロコも、よかったら瑛子の手伝い頼む。魚介類も冷凍庫にあるから、食べたかったら出して水に浸つけるか電子レンジで解凍な」

「お魚バーベキューにゃ！　了解したにゃ！」

「それじゃ、二人とも頼んだぞ」

　軽く手を振って、雪道がキッチンから出て行った。

　雪道がいなくなった瞬間に、二人は組んだ肩を解き、そっぽを向く。

「まー、今回は引き分けな感じにゃ」

「そもそも、勝ち負けに意味がない。倒す相手が違う」

「……やっべえ、超納得したにゃ」

　盛大に、二人は溜ため息いきを吐ついた。

「では、バーベキューの準備を」

「了解にゃ」

　妙な倦けん怠たい感かんを覚えて、二人は顔を見合わせて、大おお袈げ裟さな動作で肩をすくめた。

　濡ぬれ羽ば色と、雪色の髪が揺れて、同じように二人はもう一度溜ため息いきを吐ついた。

「……芦あし原はらのバカ」

「……同意見にゃ」

　ひょっとしたらこの二人、案外仲が良いのかもしれない。




　準備が全すべて終わる頃ころには、丁度良い時間になっていた。

　空は茜あかね色いろに染まり、緩やかな風が吹いている。強い風で灰が飛び散ることもないのでバーベキューにはよい気候だった。

　別荘の外に組み立てたバーベキューセットの炭に火をいれる。

　既に、全員がその周囲を囲んでいて、網が暖まったところでエプロン姿の雪ゆき道みちが肉を盛った大皿から肉を置いていく。

　ぱちぱちと炭の弾はじける音と、真まっ赤かな肉に火が通り、脂あぶらと肉にく汁じゆうが染み出して食欲をそそる香ばしい匂においが薄い煙と一緒に広がっていく。

　適度に脂の交ざった肉はいかにも柔やわらかそうで、火に炙あぶられていく過程にすらも何な故ぜか目が離せず黙りこくっていた。

　……瑛えい子ことコッペリアは元々無口なだけかもしれない。

　主に天あま音ねとシロコが食い入るように見詰めていた。金の瞳ひとみとオッドアイがぎらぎらとした輝きさえ宿していた。

　雪道がトングで肉をひっくり返す。

「あー、この辺の肉はもう良さそうだ」

　良さそう、の、さそ、の辺りで天音が動いた。

　空くうを裂く朱塗りの箸はしが、猛もう禽きんの如ごとき鋭さで焼けた肉を目掛けて飛ひ翔しようする──

　だが！

　地を這はう蛇の如く機を窺うかがうもう一組の箸が一瞬速く肉を奪い去った！

「あ、こら、シロコ！　それわたしのお肉！」

「早い者勝ちって言葉知っとけにゃー」

「……いや、おまえら、始まったばかりなんだからちょっと落ち着け」

　諌いさめるが聞いちゃいない。

「ふぅん、つまりシロコは、このわたしとやろうってわけね……」

「はっ、生なま温ぬるいことを言ってくれるにゃ天あま川かわ天音──にゃーとおまえが一緒にいるのは利害の一致に過ぎないことを忘れたにゃ」

「そうよねえ、あんた別に友だちってわけじゃあないんだし」

　ゆらり、天音の金色の瞳に力が満ち、ツーテールの長い髪が揺れる。

　シロコの耳が激しく動き、雪色の髪が逆立ちオッドアイは吊つり上あがる。

「『風かぜ鳴なき』の名前にかけて──そのつもりなら、容赦はしない！」

「かかってこい天あま川かわ天あま音ね！　『ライカン・スロープ』浅あさ闇やみシロコの爪つめは風より鋭いことを教えてやろう！」

　アホだ。シロコなんて口調まで変わってる。

　ごく素直に、雪ゆき道みちは思った。

　そういや『全自動オーケストラ』（七十三匹の機械猫）は壊れてたし、二つ名も変わるのかと変な部分に感心したりもしていた。

「くらえ、『かまいたち』！」

「にゃんと！　たった一度の動きで網の上の肉を全部まとめてさらうとは！」

　こいつらはもう駄目かもしれない。

　夕焼けの中、やたらなオーバーアクションで箸はしを振るい、肉を巡って争っている。

　普通に食え。

　っていうか、バーベキューで『かまいたち』ってなんだ。

「全部食べきれるか怪しいぐらい肉はあるんだし、わざわざ争わんでもいいだろうに」

　エプロン姿の雪道がトングで新しい肉を置きながらぼやいた。

「じゃれてるだけだと、思う」

　苦笑を交えて、瑛えい子こが言った。

　一応皿と箸を手にしたコッペリアは、じっ、と、天音とシロコの対決を見ている。面白いのだろうか？

　雪道はちらと、コッペリアを、それから瑛子を見て肩をすくめた。

「そりゃそうなんだが……あいつら、ちゃんと味わかってんだろうな。かなりいい肉だぞこれ。自腹で買えって言われたら白旗あげるぐらい」

「そうでもない。私わたしの家は、いつもこのお肉のはず」

「オーケイ、たった今、おれは階級の差というものを目まの当たりにした」

　喋しやべりながらもトングで肉を網の上に並べる。

　合間に野菜と解凍してきた魚介類も載せる。

　天音とシロコの闘争は第二ターンに突入し何な故ぜか網の上ではなく、互いの皿の上を狙ねらい合っていた。

「必殺、二段フェイント『かまいたち』！」

「笑しよう止し！　身体能力という純粋なアドバンテージの前に技がどれほどの意味を持つ！」

「力に驕おごる者は、すなわち力に溺おぼれる者と知りなさい！」

「滑こつ稽けい！　実に滑稽だとも！　力なき者が謳うたうは驕りに等しい！」

　実にアホだ。

　仲裁するのも馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

　それに結構楽しそうなので邪魔しても悪い気がする。

「……まあいいや、瑛えい子こ、そこの肉がいい感じだぞ」

「そう」

　瑛子は頷うなずいて、焼けた肉を取り、皿の上に載せてタレにつけて、

「芦あし原はら、はい」

　雪ゆき道みちの口元に運ぶ。

「……？」

「あーん」

　淡々と瑛子が言う。

「いや、あの、おれは別に」

「全然食べてないから」

　雪道が引いた分、瑛子が箸はしの距離を詰める。

「あーん」

「ええと、ありがとうございます」

　困惑交じりに礼を言って、口を開けた。

「どういたしまして」

　くすりと、少しだけ瑛子が笑って、雪道も思わず頬ほおを緩めた。

　肉はきっといいもので、味も悪くないはずなのだが、いまいちわからなかった。

「ユキミチ」

　静観していたコッペリアが動く。

「あーんです」

　瑛子の真ま似ねをして、コッペリアが肉を掴つかんだ箸を雪道の口元に運んだ。

「……おまえもかコッペリア」

「イエス、恋人同士というのは、このように相手に向かって食料を差し出すと書籍にもありました」

「うん、別に恋人同士じゃなくてもするけどね。っていうか、その前に一つ言わせろ」

「イエス、なんでしょう、ユキミチ」

「生肉は勘弁してくれ」

　エナメルの瞳ひとみが一度、ぱちくりと、開閉した。

「生肉はダメですか」

「できれば焼いてくれた方がありがたいので、その肉は網の上に置いてくれ」

「イエス、わかりました」

　素直に、コッペリアは網の上に肉を置き、焼けるのを待って改めて箸で取った。

「では、あーんです、ユキミチ」

「はいはい、あーん」

　口を開けて、コッペリアの箸はしを待つ。口の中に入った肉を咀そ嚼しやくして、飲み込む。

「どうですか、ユキミチ」

　コッペリアが問うた。

「どうって……美う味まかったよ」

　雪ゆき道みちは首を傾かしげる。

「──ノウ、違います、質問ですユキミチ。エイコのとコッペリアのと、どちらが美お味いしかったでしょうか」

　がしゃんと、雪道がトングを取り落とした。

「どうしましたユキミチ」

「いや、何か、今、凄すごい殺気みたいなのが」

　全身から汗が噴き出た。

　ちりちりとした焼けるような視線を感じて、振り返るのが無む性しように怖かった。

「そうだ、ぼくは落としたトングを洗ってくるよ、決して、逃げるわけじゃないよ、それじゃあばいばいだよ」

　ぎくしゃくとしたロボットのような動きで落としたトングを拾い、別荘の中へ──

　すっ、と、伸びた手が雪道の肩を掴つかんだ。

「芦あし原はら」

　抑揚のない声が名前を呼ぶ。

　雪道はひどくゆっくりした動作で振り返る。

　瑛えい子こが実に見事な笑顔を浮かべていた。

「……もしかして、怒ってる？」

「怒ってない。ただ、どちらが美味しいか判断できないのならば、できるようにしてあげたいと思ったそんな私わたしの優しさ」

　それは多分優しさじゃない。

　外見的には怒ってないが、それ以外の部分が全すべて怒っているように見える瑛子が焼けた肉を差し出す。

　刃物を突きつけられているような気分だった。

　ごくりと、雪道は唾つばを飲む。

　瑛子の黒い瞳ひとみが一瞬輝き、すかさず雪道の口に焼いた肉を無理矢理ねじ込む。

「イエス、エイコ。理解しました。ユキミチはいわゆる『鈍感な恋人』なのですね」

　何を学習したのか、コッペリアも焼けた肉を雪道の口の中に無理矢理詰め込んでくる。

「おまっ、ちょっ、やめっ、息がっ！」

　抵抗するが、相手は二人。瑛子とコッペリアの動きは咀嚼するよりも余程速い。












　騒ぎを聞きつけ争いをやめた天あま音ねとシロコが、憐あわれみの眼まな差ざしでこちらを見ていた。

「そういえば天音にゃん。明日あしたは夏祭りにゃ」

「浴衣ゆかた買いに行かないとね……明日の昼間に浴衣を買って、夜の夏祭り、かな」

「ここは気合を入れて雪ゆき道みちにゃんを悩殺するような浴衣を選ぶにゃ」

「浴衣で悩殺は無理でしょ……どんな浴衣よそれ」

「はだけた浴衣にゃ」

「それ、全裸ってことじゃない」

「違うにゃ！　全然違うにゃ！　全裸よりもエロティシズム溢あふれる半裸にゃーよ！　天音にゃんはわかってないにゃ！　なんでもかんでも脱げばいいわけじゃないにゃ！」

「……あんたのその熱意はどこから出てくるのよ」

「無論、愛ゆえににゃ」

　とりあえず、助けてくれるつもりはないようだ。




　雪道はあの後、腹を押したら肉にく汁じゆうが耳から噴き出そうなぐらいに食べさせられた。

　バーベキューの片づけをして、昨日のように温泉に行き、ウノをした。夜が更ふけ、自然と足は寝室へと向かう。

　雪道も自室でベッドに寝転がっていた。

　着替えずカッターシャツにスラックスのまま、目を閉じて、骸むくろのように横たわる。

　開け放った窓の向こうから風の声が聞こえる。

　だが眠りは訪れない。

　コン……コン……

　控えめなノックの音がした。

　目を開ける。返事をするよりも早く、ドアが開く。

「ユキミチ。起きていますね」

「……疑問形ですらないのかよ。まあ、起きてるけどよ」

　上体を起こして、ドアの方を向く。すやすやと眠るウサギを腕に抱いたコッペリアが立っている。昼間と同じプリーツスカートとブラウスの姿だ。

「どうした」

　問うと、コッペリアはごそごそとポケットを探り文庫本を取り出した。

「少女小説？」

　受け取って、ぱらぱらとめくる。

　暗いので内容はわからないが、少女漫画風の挿さし絵えが入っているのはわかった。

「恋人同士が、一緒に星を見るシーンがあります」

「へえ」

「屋根の上に上り、手を握って星を見ます」

　想像するとかなり恥ずかしいシーンではなかろうか。

「……おれに、それを、やれと？」

「イエス、ユキミチ」

　じっ、と、エナメルの瞳ひとみが雪ゆき道みちを見詰める。

　その目で見詰められると不思議に抗あらがう気になれない。

「ダメですか？」

「喜んで」

　雪道は軽く肩をすくめて答えた。

　二階のベランダに梯子はしごをかけて、屋根に上る。

　ログハウス風の半分に切った丸太を並べたような屋根の上に、コッペリアと二人並んで腰を下ろす。

　高さ的には二階とさして差はないはずなのに、奇妙に空が近くなったような気がする。

　満天の星空──と、いうには少し地味な夜空。その控えめな輝きもまた悪くない。

　そよぐ夜風がコッペリアの長い髪をしゃらしゃらと揺らす。

　そっと、コッペリアは白い手を差し出す。

　星の光が映りこむエナメルの瞳を見詰めて、雪道は手を握る。

　アラバスターの肌の、冷たい感触──温かいという錯覚。

　小説の真ま似ね事ごと。

「……」不思議に、悪くない。

「……ユキミチ」

　眠るウサギを片手に抱いて、コッペリアは雪ゆき道みちの肩に頭を預ける。

　一つの彫像のように、寄り添い星を見る。

　心臓の音が聞こえそうなほどに、二人は近くにある。

　人形のコッペリアから聞こえるのは心臓の音ではなく、チクタクという時計の音だ。

　星空と時計の音、奇妙な組み合わせだった。

「ユキミチ」

　寄り添うコッペリアの唇が言葉を紡ぐ。

「星が綺き麗れいですね」

「ああ、綺麗だ」

「イエス。コッペリアは、『綺麗』だと、今、思えました」

　雪道は夜空から視線を下ろして、コッペリアの横顔を見る。

「コッペリアは学習しています。だから『綺麗』だと思えました」

　エナメルの瞳ひとみは夜空を見上げ、唇は僅わずかに弧こを描えがいて笑みを作っている。

　機械仕掛けのはずの彼女の顔が、人のようにも見える。

「コッペリアの学習は進んでいます。蓄積された情報、不合理な恋、人間的な思考、これをそう『興味深い』と評するのでしょうか」

　ゆっくりと、コッペリアがこちらを見た。

「ユキミチのおかげです──これからも、コッペリアと恋人同士であってください」

「なんかそう、はっきり言われると照れるな……いや、恋人同士ってのは、うん……」

　困り顔でぽりぽりと頬ほおを掻かく。エナメルの瞳は逸それずに雪道を見詰める。

　覚悟を決めるように雪道は一度咳せき払ばらいをしてコッペリアに言う。

「努力します」

「イエス。ユキミチ」

　人間のように、コッペリアは笑う。

　無む垢くな童女のように、彼女は笑う。

　つられるように、雪道も笑みを返す。

　そして二人は、夜が明けるまでそこで、星を見ていた。

　手を繋つないで、寄り添って、恋人同士のように星を見ていた。




　そして夜が明けて、雪道はいつもどおりに朝食を用意した。

　開け放たれたガラス戸からは朝あさ陽ひと共に爽さわやかな風がリビングに入り込んでくる。今日も晴れ渡った良い朝だった。

　雪ゆき道みち、瑛えい子こ、コッペリアに加えて、寝ね惚ぼけ眼まなこの天あま音ねとシロコの五人でテーブルを囲む。

　ログハウス風の別荘にはあんまり似合わない炊き立てのごはんと焼やき鮭じやけ、豆腐の味み噌そ汁しるという組み合わせだ。ちりちりに焼けた鮭の皮と味噌汁の香ばしい匂においがリビングに漂う。

「はい、いただきます」

　代表して雪道が言い、天音たちが後に続き、箸はしを取る。

　瑛子は行儀よく背筋をぴんと伸ばし、上じよう手ずに箸を使って焼き鮭の身を解ほぐす。隣のシロコはネコミミをぴこぴこと動かしながら、半分寝たまま食事をしている。天音も似たようなものだが一口食べるやぱちりと目を覚ました分だけましだろう。

「ユキミチ」

「ん？　どうしたコッペリア、食べないのか？」

　コッペリアは食事に手をつけず、エナメルの瞳ひとみできょろきょろと周囲を見回していた。

「ウサギがいません」

「ウサギ？」

　言われて、雪道も周囲を見回す、確かにいない。試しにと身を屈かがめてテーブルの下を覗のぞき込こんだがやはりいなかった。

「おかしいな……キッチンに引っ込む前には確かにいたのに」

　身を起こして、雪道は言った。目は自然と、開け放たれたガラス戸に向かう。

　いや、ウサギはまだ別荘の中にいるかもしれない。

「後で、捜してみようか」

　まずは別荘の中を、そして、外を。

「イエス、コッペリアは捜します」

　風にそよぐ長い髪を揺らして、コッペリアが頷うなずいた。

　エナメルの瞳には相変わらず感情らしい感情は見えない。ほんの少し、ウサギを心配しているように見えたのは、果たして雪道の思い込みだろうか。




　朝食後、別荘の中を捜すのは天音たちに任せて、雪道とコッペリアは外へ捜しに出た。

　二人はまず、最初にウサギを見つけた川辺に足を運び、あっけなくウサギを見つけた。

　ウサギは骸むくろとなって、川辺に転がっていた。

　川のせせらぎに耳を澄ませて眠るように、ウサギの骸は横たわっていた。

　ウサギの骸を見下ろし、コッペリアは彫像のように立ち尽くす。

「ユキミチ、ウサギが動きません」

　か細い声が言う。エナメルの瞳がじっ、と骸を見下ろしている。

　川の湿気を含んだ風が、コッペリアの長い髪とウサギの屍しかばねの体毛をかすかに揺らす。

「……あ、ああ」

　雪ゆき道みちは口元を押さえて、しゃがみ込む。

　ウサギの骸むくろには、大きな切り傷のようなものができていた。

「ひどい、な……」

　獣にでもやられたのか？　それにしては傷口が鋭利だ。

　コッペリアも同じようにしゃがみ込み、すっ、と真っ白な両手でウサギの骸を抱える。

　傷の奥から流れた血が、コッペリアの手を汚す。

「怪け我がをしています。手当てが必要です」

「そう……だな、いや、それじゃダメだ」

　静かに首を振った。飲み込んだ唾つばが妙に苦く、胃が重かった。

「ユキミチ？」

「……死んでるよ、もう」

「『死』？　『死』とは、機能停止ということですか」

　ウサギの骸の背を撫なでながら、コッペリアが言う。

「違う、『死』は機能停止じゃない……」

　少し考える。生と死について語るには雪道には足りないものが多すぎる。

「……生きてないことだ」

「生きていないことを、『死』と呼ぶのですね」

「ああ」

「では、このウサギは『死』にました」

「そうだよ、死んでしまったんだ」

「──ユキミチ、質問です」

　コッペリアのエナメルの瞳ひとみに、悲しみはない。

　雪道はじっ、と、コッペリアを見詰めて、胸中に疑問を抱いだく。

「このウサギは、いつになったら『死』をやめるのですか？　夏祭りに間に合いますか」

　ああ、やはりか。

「コッペリア、『死』は覆くつがえらない。終わりだ」

　雪道は目を伏せる。

　まだ若い雪道以上に、彼女は生も死も、正しい意味では理解しない。

「理解──できません。何な故ぜ、終わるのですか」

「おれにもわからないよ」

「ノウ。ではもう、ウサギは二度と動かないのですか」

「ああ、動かない」

「コッペリアは──それが、嫌だと、思います」

「おれだって嫌だよ。でも、仕方ないことなんだ」

「コッペリアは、嫌です」

　いつになく、頑かたくなな響きの声。

　雪ゆき道みちは伏せた目を上げて、コッペリアの顔を見る。

　泣いていた。

「……コッペリア」

　手を伸ばし、優しい手つきで彼女の涙を拭ぬぐう。

　冷たい雫しずくが指先に絡む。

「ノウ。ユキミチ、コッペリアは理解できません。何な故ぜ、『死』などあるのですか」

　拭っても拭っても、エナメルの瞳ひとみからは涙が零こぼれる。




「コッペリアは──終わりなど、いりません」




　その言葉が、何かを、変えた。

　チク、タクと、時計の音が聞こえた。

「……なん、だ」

　ずきり、と雪道の脳のう髄ずいが軋きしむ。

　コッペリアの体が白く輝く。

　アラバスターの肌の上、白い光が文字を描えがく。

　意味を理解しない文字、色々な意味をこめた古い文字。

　長い髪がふわりと浮かんで波打つように空くうに揺れ、プリーツスカートとブラウスの裾すそが、激しくはためく。

　一瞬、光が集束し、







「コッペリアは──否定します」







　爆発的に放出される。




　目を灼やく白い閃せん光こうと膨れ上がる風。

　雪道の視界もまた閃光に覆われる──だがその中で、雪道は別のものを見る。

　瞳だ。

　燃えるような赤い瞳。

　白い閃光の中に浮かび上がる、燃えるような赤い瞳。

「おまえ……は」

　誰だれだ？　雪道はしかし、何故だか、そいつを知っている気がする。

　赤い瞳を──そいつを見詰める。

　それもまた、雪道を見る。







　チクタクチクタクチクタ──クタクチクタクチクタクチクタクチ。







　時計の音が加速する。




　時計の音が巻き戻る。




　ウサギの傷が消える、瞳ひとみが光を取り戻す、白い耳がぴくりと動く。




　光が収まって、コッペリアの腕の中には生きているウサギがいた。




「ユキミチ、ウサギは死んでいません──見てください」

　雪ゆき道みちの鼻先にウサギを差し出して、コッペリアは言う。

「──ユキミチ？」

　ぼうと、雪道は虚うつろな瞳をし、鼻先のウサギすらも見えていない。

「ユキミチ？　どうしましたユキミチ？」

　コッペリアに何度も呼びかけられて、ようやく、目の焦点が合う。

「あ……れっ、ウサギ、うぉっわっ！」

　鼻先のウサギに思わず変な声を上げてしまった。

　エナメルの瞳はじっ、とそんな雪道を見詰めて言う。

「ユキミチ、ウサギです」

「ああ、ウサギ、うん、見つかった…………んだよ、な」

　脳のう髄ずいに鈍い痛みが走り、雪道は額を押さえる。何かが起き、何かを見た気がする。

　だが思い出せない。あるいは、思い出してはいけないのか。

　川辺に吹く爽さわやかな風がコッペリアの長い髪を揺らす、その白い手はウサギを抱いて柔やわく撫なでている。

「……帰ろうか」雪道は言った。

　そのコッペリアの姿に、奇妙な違和感と、鈍い頭痛を覚えていた。





第三章　壊れた花火




　別荘の外で、天あま音ねは電話をしていた。

　険しい顔で、ツーテールの髪を指でくるくると弄もてあそびながら通話をしている。

「突然、どうしたんですか鹿しか沼ぬまさん？」

「うふふふふふふふ、悪いお知らせです。とっっっっっっっても、悪いお知らせです。天あま川かわさんは当然ご存じでしょうが『領りよう域いき』は組織というにはまとまりに欠ける集団です」

「……まあ、我がの強い連中が多いですからね」

「『原げん初しよ式しき』調査のために珍しく結束しました。迅じん速そくに……とは行きません、一か月か二か月か先の話ではありますが、調査隊を編成して現地に送り込むそうですよ」

「はあ、なるほど……でもどうしてそれをわたしに？」

　言い淀むような短い沈黙。電話越しに感じる鹿沼の躊ちゆう躇ちよに天音は眉まゆを寄せた。

「鹿沼さん？」

「『芦あし原はら雪ゆき道みち』」

　急に出た雪道の名に、どきりと天音の胸が鳴る。

「それが、調査対象の名前です。わかりますか、『領域』が、ただの個人相手に全力で牙を剥むくということです」

「なっ……んで…………」

　携帯電話を持つ手が震えていた。驚きよう愕がくのあまりに頭がくらくらする。続く言葉が出てこない。目の前が暗くなるというのはこういうのを言うのだと天あま音ねは理解する。

　いっそ、絶望感すらある。

「逃げてください。一刻も早く、『芦あし原はら雪ゆき道みち』の傍そばから」

「それは……」

　鹿しか沼ぬまの言葉が正しいと、頭では理解している。理解しているのに──

「できません。わたしの……大切な、人なんです」

　そう、答えた。

「それは茨いばらの道ですよ。危険すぎるので、こちらとしても天あま川かわさんとの距離を置かざるを得ません。助けは、なし。本当に独力で生き残らなければなりません」

「わかってます」

　震える手を強く握り締めると、食い込んだ爪つめが薄く皮膚を破り血が滲にじむ。

　金色の目に宿った恐怖は強く、だが、迷いはない。

「やはり……そう答えてしまうんですね。変な言い方ですが、天川さん、やっぱり、あなたはまともな、普通の人間です。お父とうさまには怒られるかもしれませんが『領りよう域いき』などに関わるべきではない人間ですよ」

「……すいません。今まで、お世話になっておいて」

「いいんですよ。こっちも楽しかったのですから」

　互いに、電話越しに微笑ほほえみを浮かべ、

「それでは天川さん」

「じゃあ、鹿沼さん」

「御ご武ぶ運うんを」

「さようなら」

　互いに、別れを告げて、通話を終える。

　携帯を収める天音の顔は険しさを増し、括くくった髪を絡めた指で苛いら立だたしげに弄もてあそぶ。

「あのバァカのために孤立するなんて……ああもう、どんだけ頭悪くなってるのよわたしは、っもう、全部あのバァカのせいだ！」

　苛立ちを隠しもせずに土を蹴ける。同時に、林の中から雪道とコッペリアが姿を見せた。

　嫌な場面を見られたと天音は一瞬だけ顔を歪ゆがめた。

「おかえり二人とも。ウサギは……見つかったみたいね」

　一瞬前の自分を隠すように、天音は早口で言いながら雪道たちに近寄る。

「ああ、見つかったよ」

　雪ゆき道みちは目線でコッペリアの抱くウサギを指す。天あま音ねは安あん堵どの笑みを浮かべて頷うなずく。

「よかった。これで、安心して浴衣ゆかたも買いにいけるわね」

「そうだな」

「雪道は留守番だけどね」

「そうだ……何な故ぜだ？」

　きょとんとした雪道に向けて、天音は呆あきれたように肩をすくめた。

「夏祭りの前にどんな浴衣選んだのか知ってたら、あんただって面白くないしこっちも張り合いがないでしょ。わかる？」

「むう……わかるような、わからんような。別に何が減るわけでもないだろ」

「減るわよ！　感動とかそういうのが色々減るわよ！」

　むう、と雪道はもう一度唸うなり、首を捻ひねった。

「本番を楽しみにしてなさいってことよ。それじゃちょっとコッペリア借りるわね」

　天音は一度盛大に溜ため息いきを吐つき、強引にコッペリアを引っ張っていく。

「アマネ、コッペリアは──」

「いいからいいから、雪道に綺き麗れいな姿を見せてやりなさいって」

「イエス、わかりました」

　あっという間に話をまとめて、天音は軽い足取りで階段を上り、ドアに手をかける。

「おっと、その前に」

　ドアの前で、くるりと天音が振り返る。長いツーテール、ショートジャケットとミニスカートの裾すそがふわりと揺れる。

「雪道、お昼ごはんの準備よろしく！」

「……はいはい、わかったよ」

　下にいた雪道は礼儀正しく目を逸そらして答えた。




　可哀かわい想そうなことに、雪道は見事に蚊か帳やの外に置かれた。

　昼食後に出かけた天音たちが戻ってきて、軽めの夕食をとった後、

「それじゃ、先に夏祭りの会場行って私わたしたちの浴衣姿でも想像して待ってなさい」

　チェシャ猫のように、にやにやと笑う天音に背中を押されて別荘の外に押し出された。

「お、おい、天あま川かわ？」

「じゃーねー」

　バタン、と、雪道の目の前でドアが閉まる。

　雪道は世にも情けない顔で閉まったドアを見て、一つ溜め息を吐いて歩き出した。

　夜の帳とばりは既に降り、空には淡い月が浮かぶ。頬ほおをくすぐる風はひやりと冷たく夜の匂においがする。

　別荘の目の前の緩やかな坂を下り林から出て、コッペリアとのデートで行った大通りを通り過ぎたさらに向こうの山が夏祭りの会場だった。

　夏祭りは既に始まり、山の麓ふもとの大きな鳥居から、中腹に立っている神社まで続く長い道の両りよう脇わきには数々の屋台が並び無数の提ちよう灯ちんが吊つるされている。

　どこからか祭まつり囃ばや子しが聞こえ、浴衣ゆかた姿すがたのカップルや親子連れ、地元の人から観光客まで沢たく山さんの人々が行きかい結構な賑にぎわいを見せていた。

　雪ゆき道みちは麓の鳥居にもたれて、通り過ぎる人を眺めて待ちわびる。並んだ提灯の光がどこかぼんやりとして思考を鈍くする。

　引き戻すように、不意に雪道を呼ぶ声がした。

「芦あし原はら」

　雪道は声のほうを振り返る。

「ああ、瑛えい子こか」

　瑛子の浴衣姿、薄桃色の浴衣が普段とは違う少し幼い印象を与える。

　だがその本質は変わらない。淡い提灯の灯りに照らされた彼女は月の浮かんだ夜空のようだ。

　黒髪は夜風になびき、白い肌が浴衣の裾すそから覗のぞいて夜に溶ける。

　目の前に立って瑛子は問うた。

「浴衣、似合う？」

　じっ、と見詰める黒い瞳ひとみ、見み惚ほれるような、柔やわい微笑ほほえみ。

「ああ、似合うよ」

　雪道は答えて微笑み返す。

「ありがとう」

　満足そうに、心なしか照れたように頬ほおに朱が差す。

　雪道はふと、瑛子以外の姿が見えないことに気付いた。

「ところで、天あま川かわたちはどうしたんだ？」

「もうすぐ来る。わたしだけひと足早く来た」

「なんかあったのか？」

「別に……なんでもない。ただ」

　言う瑛子の頬は赤さを増し、目を伏せる。

「一番最初に、浴衣を見てもらいたかった、から……」

　消えそうなほどに小さな声は、祭囃子の音に紛れてよく聞こえず、雪道は首を傾かしげた。

「悪い、聞こえなかったからもう一回──」

「……恥ずかしいから、嫌」

「……まあ、瑛子が言うなら」

　雪ゆき道みちはもう一度不思議そうに首を傾かしげる。

「あっ、いたいた。おーい、雪道ー、瑛えい子こー」

「ん、天あま川かわたちも来たか」

　大きく手を振りながら天あま音ねがやって来る。その隣にシロコとコッペリアの姿もあった。

　水色の浴衣ゆかたを纏まとった天音、橙だいだい地にデフォルメした猫柄の浴衣のシロコ、白地にかざぐるまをちりばめた浴衣のコッペリア。

　ツーテールを揺らして、見慣れたネコミミの帽子の耳をぴこぴこと動かして、長い髪を夜風に揺らして、彼女たちは歩く。

　無邪気なあるいは無む垢くな笑みがその顔にはある。

　羨せん望ぼうさえ覚えるそれは綺き麗れいというより、可か憐れんというより、愛らしい。

　三人並んで歩く今の姿が、何な故ぜか姉妹のようにだ。

「ねえ雪道──」

　大きく手を振る天音は水色の浴衣の打ち合わせが乱れて、細くて白い首筋が覗のぞいている。

「雪道にゃん、この──」

　足あし早ばやなシロコは橙の浴衣の裾すそが僅わずかにめくれてむき出しの白い踝くるぶしが垣かい間ま見える。

「ユキミチ、浴衣は──」

　静かに歩むコッペリアのかざぐるま模様は開いた花のよう。

　提ちよう灯ちんの淡い光が彼女たちを輝かせる。

　三人が同時に、何かを期待するような光を目に宿して口を開く。

「似合うな、浴衣」

　一瞬早く、感心したように雪道が言った。

「イエス、ありがとうございますユキミチ」

　素直に、そして嬉うれしそうにコッペリアは言う。当たり前のようにその胸に抱かれているウサギも白い耳をぴくりと揺らす。

　コッペリアが素直に喜んだ一方で天音とシロコは虚を突かれたみたいに言葉を飲み込んだ。お互いに顔を見合わせ大きな瞳ひとみをぱちくりとさせて、また、雪道に向き直る。

「……あ、ありがと」

「ど、どうもにゃ……」

「なんだその微妙な反応は」

「いや、その、あはは、何かあんたがストレートに褒めてきたから、ちょっと、ね？」

「予想外すぎて、一瞬何言われたのかわからなかったにゃ」

　天音が照れたように目線を逸そらして、僅かに赤く染まった頬ほおを掻かく。シロコは橙地の浴衣に包まれた肩を小さくすくめた。

「何か、変なものでも、食べたの？」

　瑛えい子こですら少し驚いたような顔で言う。

　唯一コッペリアだけが例外だったが、彼女は単によくわからなかったのだろう。

　胸にウサギを抱きしめて、小首を傾かしげていた。

　雪ゆき道みちは何かを諦あきらめたように首を振る。

「……もういいよ。全員揃そろったんだし、行こうぜ」

　言って、鳥居を潜くぐり、天あま音ねたちと一緒に中腹の神社へと続く長い道を歩き出した。

　いや、もうちょっと正確に言うなら、道中に並んだ屋台を楽しみ出した。




「あ、わたあめだ！　わたあめ！　雪道、わたあめ買って！」

「引っ張るな！　そもそもなんでおれが奢おごらにゃならんのだ！　そんな金ないぞ！」

「雪道にゃん雪道にゃん、イカ焼きマジ美う味まいにゃ！」

「嬉うれしいのはわかるが振り回すな、散る、タレが散る！」

「ユキミチ、金魚を沢たく山さんすくいました」

「水槽一つ空にするのはやりすぎです！　返しなさい、店のおじさん泣いてるだろ！」

「……カキ氷、美お味いしい。芦あし原はらも、はい」

「ありがと……なんかほっとする」

「雪道！　ほら、あれやろ射しや的てき！　ルールよくわかんないけど撃ちまくろ！」












「おれはカキ氷を食べて、こら、人の話を聞け！」

「雪ゆき道みちにゃん、フランクフルトと焼きソバとリンゴ飴あめと鈴カステラとフライドポテトがマジ美う味まいにゃ！」

「食べすぎだろ！　あと、口の周りに色々ついてる！　ほらハンカチあるから！」

「あ……たこ焼き、美お味いしそう」

「待ってろ瑛えい子こ、すぐ買って来る！」

「雪道雪道雪道！　スーパーボール凄すごい、凄い弾はずむよ、ほら！」

「人ごみの中でスーパーボール投げるなぁ！　しかもおれに当たっ、いてえ！」

　……道に並んだ屋台を遠慮なく全力で楽しみ出した。

　ただし雪道は除く。




　しばらく屋台の道を進むと、神社に続く石段に出る。この上の境けい内だいにも屋台があるのだが、疲れ果てた雪道は石段の隅に腰を下ろした。

　石段の両りよう脇わきに並ぶ提ちよう灯ちんの灯りの下で、雪道は盛大に溜ため息いきを吐ついた。

「つ、疲れた……」

「だらしないわね、まったく」

　隣に腰を下ろした天あま音ねはチョコバナナを咥くわえたまま、金色の目を細めて言う。

「誰だれのせいだと思ってんだよ」

　恨みがましい目を向けるが、天音は気にした風もない。

「ふふん」

　むしろちょっと誇らしげに笑って、薄い胸を張った。

「……おつかれさま、芦あし原はら」

　逆ぎやく隣どなりに立っている瑛子は、少し身を屈かがめて自身が摘つまんでいたたこ焼きを一つ、楊よう枝じに刺して雪道に差し出した。

「あげる。はい、あーん」

「ありがとう……くうっ、瑛子の優しさが身に染みる」

　天音たちに振り回されてぐったりとして疲れた雪道には、提灯の淡い灯りを浴びた瑛子が女神みたいに見えた。

　そんな二人を眺めて、天音は唇を尖とがらせて詰まらなさそうな顔をすると、

「てりゃっ」

　ぱくり、身を乗り出して瑛子の差し出したたこ焼きを食べた。

「なん……だと……？」雪道は目を疑う。

「天音、行儀が悪い」

　さすがに瑛子もたしなめる。

「う……ごめん。なんか体が自然に動いちゃって。ほら雪ゆき道みちお詫わびにチョコバナナあげるから、食べかけだけど」

「ありがとうよ……」

　天あま音ねから食べかけのチョコバナナを受け取り、溜ため息いきを一つ吐ついて食べようとする。

「……間接キス」

　ぼそりと瑛えい子こが言った。

　黒い瞳ひとみがじっ、と雪道を見詰めていた。

　静かに、雪道はチョコバナナを天音に戻した。

「おれ、結局、何も食べてねえじゃん……」

「あははははは……ごめん、ちょっとはしゃぎすぎた」

　原因その一である天音はさすがに気まずそうに目線を逸そらす。

「いいよ、なんか慣れて来たよこういう扱い……って、あれ？　シロコ何ど処こ行った？」

　石段にいるのは雪道と天音と瑛子だけだ。無論、境けい内だいと屋台道を移動する人を除いて。

「シロコなら、食べ足りないらしく屋台を回りに行った」

「いつのまに……じゃあ、コッペリアはどこだ？」

「……えっ？」

「……」

　三人は顔を見合わせた。

「もしかして……はぐれたのか？」

「そういえば、随分前から姿を見ないような」

「私わたしも見ていない……金魚すくいをしていたところまでは覚えているけど」

「仕方ない、捜して来る、か」

　雪道は立ち上がり、軽く伸びをする。

「もし、コッペリアがこっちに来たら携帯で連絡してくれ。おれはとりあえず鳥居のところまで戻ってみるから」

「ん、わかったわ」

「任せて」

　頷うなずく二人に、軽く手を振り、雪道は屋台の並ぶ道に戻った。




　石段が何かの境界であったように、屋台の道は音に満ちている。

　祭まつり囃ばや子しの響きに人々の喧けん騒そう、無数の足音、調理する屋台。

　人の波を縫うようにして、雪道はコッペリアの姿を求めて左右に視線を走らせる。

「……あんなところにいたのか」

　雪道が見つけたとき、コッペリアはかざぐるま柄の浴衣ゆかたの胸元にウサギを抱き、熱心にとある屋台を覗のぞき込こんでいた。

　丁度真上の提ちよう灯ちんの光に照らされて、夜の暗さから浮かび上がるように彼女は白い。

　エナメルの瞳ひとみと長く伸ばした流れるような髪、静かな横顔。

　どこか瑛えい子こに似ている気がして、奇妙な気分だ。

「おーい、コッペリア」

　雪ゆき道みちが声を掛ける。

「ユキミチ！」

　雪道の姿に気付くと、コッペリアは嬉うれしそうに微笑ほほえんで小走りに駆けて来る。

　しゃらしゃらと長い髪がなびき、浴衣ゆかたの裾すそから真っ白な踝くるぶしが覗く。

　腕の中のウサギは、物珍しげにぴょこぴょこと赤い瞳を動かしていた。

「ああ、はぐれたって聞いたんだが……心配なかったか」

　苦笑しながら目の前のコッペリアを見る。

「イエス、ユキミチ」

　コッペリアが微笑む。雪道は何な故ぜかずきりと、脳の奥に痺しびれるような痛みを覚える。

「まあ、花火が始まる前に見つかってよかったよ。今からだとゆっくり出店を見てる時間もないけど……まあ、それは花火の後にでもするか」

　頭痛を隠して、無理矢理に微笑む。何かを思い出しそうだ。

「イエス、わかりました」

　ちら、と、コッペリアがさっきまで覗き込んでいた屋台に視線を向け頷うなずいた。

　名な残ごりを惜しむような仕草に雪道は問う。

「何か、気に入ったものがあったのか？」

「イエス、とても」

「ふぅん」

　雪道は携帯で時間を確かめる。少しぐらいの余裕はありそうだ。

「それじゃ、プレゼントしようか」

「イエス！　本当ですかユキミチ！」

　きゅっ、と、ウサギを抱く手の力が僅わずかに増して、胸元のウサギが身を捩よじる。

「ああ、あんまり高いのは無理だけどな」

　少しだけ道を戻り、コッペリアが熱心に覗いていた屋台に戻る。

　ガラス細ざい工くの屋台だ。赤い布を敷いた台の上に色々なガラス細工が並んでいる。

　ガラスの金魚、ガラスの鳥、ガラスの指輪、ガラスの猫などが、赤い布の上に丁寧に並べられて提灯の光を受けてきらきらと輝く。

　祭りの喧けん騒そうから切り取られたような小さな世界がそこにはあった。

　幻想の匂においを宿した、小さな屋台だった。

「いらっしゃい」

　皺しわだらけの老人が、二人に向けて言う。

「どうも」

　雪ゆき道みちは軽く頭を下げる。

「ユキミチ、これが欲しいです」

　コッペリアが手を伸ばし、赤い布の上に並んだガラス細ざい工くの一つを取る。

　小さな指輪だ。

「また、随分と可愛かわいらしいな」

　雪道は指輪を受け取り、皺だらけの老人に代金を払った。

「まいどありがとう」

　皺だらけの顔をさらにくしゃくしゃにして、孫を見るような優しい笑みを浮かべて老人が言う。

　雪道は何な故ぜかもう一度、軽く頭を下げた。

「はい、コッペリア」

「イエス、ありがとうございます」

　雪道が指輪を渡そうとする。

　コッペリアが掌てのひらではなく手の甲を差し出す。しかも左手。

　はにかんだ笑みを浮かべて、コッペリアが何かを待っている。

「……恋人同士、だったな」

　雪道は照れくさそうな顔で、コッペリアの手を取り、その薬指に指輪をはめる。

「イエス、ユキミチ、とても、嬉うれしいです──」

　エナメルの瞳ひとみで見詰めて、とても無む垢くに微笑ほほえんで、

「コッペリアはずっと、大切にします」

　彼女は言った。

　つられるように、雪道も穏やかに微笑む。

　コッペリアが人形であることを、忘れてしまいそうだ。

「行こうか、コッペリア」

「イエス、ユキミチ」

　ガラスの指輪をはめた手を、雪道は自然にとって天あま音ねたちが待つ方へと戻っていく。

　もうすぐ、花火が始まる。




　境けい内だいに上り、そこからさらに神社の裏手に回る。隠れるような細く暗い道を通って進む。

　立ち並ぶ木々の落とす影の隙すき間まから零こぼれる、微かすかな月と星の光が足元を照らす。

　夜目の利くシロコとコッペリアに先導されて暗い山中を歩く。

　突然に開ける視界。

　足元に神社の境けい内だいを見下ろす小さな高台に出た。

「へえ……これは、なかなか」

　高台から空を見上げる。花火を見るにはきっと悪くない場所だ。

「だね、見晴らしもいいし」

「意外に、穴場」

「時間も丁度ぐらいにゃ？」

「イエス。世界標準時で予定時刻まで残り一分と八秒です」

　ツーテールの長い髪と水色の浴衣ゆかたの天あま音ね。

　艶つやのある黒髪と薄い桃色の浴衣の瑛えい子こ。

　ネコミミを模した帽子と白い髪、橙だいだい地に猫柄の浴衣のシロコ。

　かざぐるまをちりばめた白い浴衣、エナメルの瞳ひとみのコッペリア。

　雪ゆき道みちたちは横に並んで、空を見上げた。

　きっちりと、一分八秒後。

　祭まつり囃ばや子しが止まり、しんと静まり変える。

　そして一瞬の空白と共に静寂を破り、花火が打ち上げられた。

　風を切るような音と共に尾を引く光が一筋昇り、どぉん、と鳴って花が咲く。

　赤く、白く、青く、文字通りに花を描えがく無数の火。

　宝石を一ひと掴つかみ、夜空に向けて放ほうり投げるように。

　夜空に花開いて、刹せつ那なに消える。

　音の余韻だけが残る。

「……」

　言葉はなく、ただ静かに、次の花火を待つ。

　ふと、雪道の手を誰だれかが握る。

「瑛──」言いながら、ちらと横を見た。

　違う、天音だ。瑛子はそのもう一つ向こうにいる。

　隣にいるのは天音で、彼女の金色の瞳は夜空を見上げて動かない。

　きっと、手を握ってきたことにすら気付いていない。

　雪道はまた、夜空を見上げた。

　また花火が上がる。

　逆さの彗すい星せいのように昇って、咲いて、散って、終わる。

　そして、また、次の花火。

　何度も繰り返されて、その繰り返しすらも、また終わる。

「星みたいだな」一瞬だけの、夏の星。

　ぽつりと、雪ゆき道みちが呟つぶやく。

「なーに似合わないこと言ってんのよ」

　最後の花火が、空に上がった。

　ひと際大きく、白い光の花が咲いた。

　地上から見上げる全すべての人を照らし出す。

　残ったのは静寂だけ。

　いつのまにか、握ったはずの天あま音ねの手は離れて遠い。

「──ユキミチ」

　逆ぎやく隣どなりのコッペリアが呼ぶ。

「花火は終わったのですか」

「ああ、今ので終わりだよ」

「コッペリアはもっと、花火を見たいと思います」

　チク──タクと、時計の音がした。

「──ッァ！」

　脳のう髄ずいに直接釘くぎを打ったような痛みが走る。

　雪道は思い出す。死んだウサギと、蘇よみがえらせたコッペリアの『式』の情景。

「イエス──コッペリアは、終わりを否定します」

　長い髪を夜風に揺らし──エナメルの瞳ひとみは妖あやしく輝く。

　時計の音がする。

　狂くるった時と計けいの音がする。




　意識の空白。




「イエス──世界標準時で予定時刻まで残り一分と八秒です」

　きっちりと、一分八秒後。

　花火が昇って、咲いて、散る。

　天音が手を握る。

「なーに似合わないこと言ってんのよ」

　最後の花火が、空に上がる。

　チク──タク。

「終わりなど、なければイエス──世界標準時で予定時刻まで残り一分と八秒です」

　きっちりと一分花火が昇って咲いて散「なーに似合わないこと言ってんのよ」最後の花火が、空に「終わりなど、予定時刻まで残り一分と八秒」時計の音天音が手を握る「なーに似合わない」──

　天あま音ねが手を握る。

　チクタクチクタクチクタク──

　雪ゆき道みちはガラス細ざい工くの屋台の前でガラスの指輪を手にしている。

「……おれは」

　目の前ではエナメルの瞳ひとみのコッペリアが手の甲を差し出して指輪を待っている。

「そうだ、この指輪を……」

　チクタクチクタク──

　ガラス細工の屋台の前で、ガラスの指輪を手にしている。

　雪道はコッペリアの手を取って、その薬指に指輪をはめる。

「イエス。ユキミチ、とても、嬉うれしいです──だから」

　チクタク──狂くるった時と計けいが動き出す。

　エナメルの瞳で見詰めて、人形はとても無む垢くに微笑ほほえんで、

「この瞬間の終わりを、コッペリアは否定します」

　終わりを否定して巻き戻る。




　夏休みに入ったある日のこと、とある避暑地の林の中、涼しげな風が吹くところ。

　雪道は二階建てのログハウスを見上げて言った。

「長なが月つきの別荘って聞いたから、どんな建物なのかと思ったが、意外に普通だな」

「だね、わたしも何か凄すごいのを想像してた。こう、メイドがいて、殺人事件とか起こりそうな怪しい舘やかたっぽいものを」

「確かに普通にゃーね」

「……だから、何度も普通だと言った」

　雪道はふと首を傾かしげた。

「なあ、こういう会話、前にもしなかったか？」

「はい？　あんた何言ってんの？」

『風かぜ鳴なき』を包んだ布袋を肩に担いだ天音。薄手のシャツとショートジャケットとスカート。金色の目を細めていぶかしげに雪道を見る。

「そんな会話をした記憶はないし、そもそもこの四人でこの別荘に来るのは初めて」

　長い黒髪とレモンイエローのサマードレスの裾すそを風に揺らし、瑛えい子こが言う。

「日射病とかにやられちゃったにゃ？」

　小柄な体にカットジーンズとタンクトップで、いつものネコミミ帽子の耳をぴこぴこと動かしながらシロコが肩をすくめた。

「全否定かよ……いや、おかしいな」

　納得いかないのか、雪道は唸うなり、別荘に近寄る。

「そうだよ、確か、二階の部屋に──」

　二階の窓が開く。

　妖あやしく輝くエナメルの瞳ひとみの少女が姿を見せる。

「終わりの否定を、終わりの否定を、コッペリアは終わりの否定を──助け──」

　チクタクチクタク──時計の音がする。




　電車の中にいた。

「……あれ？」

　雪ゆき道みちが首を傾かしげる。

　向かい合った二人掛けの座席に天あま音ねたちと座り、荷物は網棚の上に置いてある。

「芦あし原はら、どうかしたの？」

　正面の瑛えい子こが、じっ、と黒い瞳で見詰める。

「ん……あれ？　おれ、なんで電車に乗ってるんだ」

　いまいち状況が理解できていないように困惑した声で雪道は周囲を見回した。

「は？　あんたバァカじゃないの。瑛子の家の別荘にみんなで行くんでしょ？」

　隣に座っている天音が、ポッキーチョコレートを口に咥くわえたままじと目で睨にらむ。

「寝ね惚ぼけちゃってるにゃ？」

　ネコミミをぴこぴこと動かして、シロコが言った。

「いや、これはもう、終わってたような」

　一度目を閉じて、こめかみをほぐす。

　目を開ける。

　正面に妖しく輝くエナメルの瞳の少女が座っている。

　他ほかには誰だれもいない。

「コッペリアは終わりを否定し──ユキミチ──時計が──助けて──」

　チクタクチクタク。狂くるった時と計けいの音がする。




　プールサイドに立っていた。

「……あれ？」

　雪道が首を傾げる。

「あっ、いたいた、雪道ー」

　フリルをあしらった赤のセパレートの水着を着た天音が、大きなシャチ形の浮き輪を手にぶら下げて、残った方の手を振りながらやって来る。

「どう、可愛かわいいでしょ」

　ツーテールの髪をかき上げて、自慢げな顔で、薄い胸を張りグラビアアイドルめいたポーズをとる。

「……天あま川かわ、おまえ、なんで、水着？」

「は？　プールだからでしょ？　まさか全裸で泳げって言うの？　あんたそういうタイプの変態でもあったの？」

　急に不機嫌そうな顔をして天あま音ねが言う。

「いやいやいや、待てよ。そういう意味じゃない」

「じゃあどういう意味よ」

　ずい、と天音が顔を寄せた。

「いや、これはもう、終わってたような」

　気け圧おされるように雪ゆき道みちはちょっと視線を逸そらす。

　視線を戻すと、天音ではない少女が天音と同じ水着を着て立っていた。

　妖あやしく輝くエナメルの瞳ひとみの少女が口を開く。

「終わり──否定──ユキミチ──助け──」

　狂くるった時と計けいの音がする。




　学校の屋上を駆けている。

　目の前には、天音と同じ顔をした天音ではない女が両手を広げて待っている。

「ドッペルゲンガー！」

　雪道が叫ぶ、足は止まらない。

「これはもう、終わったことだ！」

　ドッペルゲンガーの姿が変わる。

　エナメルの瞳の少女。がくがくとその全身が痙けい攣れんするように揺れている。

「否定──ユキミチ───」

　狂った時計の音がする。




　夜の学校、グラウンドに倒れている。

　上から天音が落ちてくる。

　天音ではない、エナメルの瞳の少女が落ちてくる。

「ユキミチ──助け──テ──時計が──」

　時計の音がする。




　無む明みようの闇やみに沈む。




　目の前に、高く長い塀があった。塀の上には長い木の枝が張り出していた。

　空に満月が浮かび、周囲に人ひと気けはない。

「……ここは、どこだ？」

　白い塀に触れて撫なでる。思い出せない。

「待て、そもそも、おれは誰だれだ」

　目を閉じて、一度首を振った。

「……いや、覚えている。おれの名前は芦あし原はら雪ゆき道みちだ」

　自分の姿を見下ろした。どこかの学校の制服を着ている。

「これは、おれが入学した中学校の制服だ。両親が海外に行って、おれは一人暮らしをすることになった。茜あかね堂どうとかいう古本屋の二階に下宿している。大おお家やはかなり妙な奴やつだ」

　己に言い聞かせるように雪道は呟つぶやく。

「ここは……そう、長なが月つきの屋敷だ。なんで長月の屋敷の前にいるんだ」

　脳裏に浮かぶ少女の姿。

　長い黒髪、深い黒こく瞳どう、他人を遠ざける冷たい空気。

　一人ぼっちの、寂しげな少女。

「……オーケイ。思い出した」

　塀の上に張り出した木の枝を見上げる。

「瑛えい子こがもう何日も学校を休んでいる。おれはこれから長月の屋敷に忍び込んで瑛子に会いに行くつもりだ。そして──」

　道の幅ぎりぎりまで下がり、

「これはもう終わったことだ」

　駆ける。

　助走をつけ、跳躍、壁を蹴けり、手を伸ばし、枝を掴つかむ。

　逆上がりの要領で、枝を軸に回って体を持ち上げる。

　そのまま、塀の内側に飛び降りてさらに走る。

　庭を抜けて、屋敷の中へ。

　奥にある瑛子の部屋を目指す。

　長い廊下を走り抜けて襖ふすまの前で立ち止まった。

　この向こうが、瑛子の部屋だ。

　勢い良く、襖を開ける。

「やっぱり、おまえがいるわけか」

　皮肉に笑い、名前を呼ぶ。

「なあ、コッペリア」

　妖あやしく輝くエナメルの瞳ひとみの少女が座っている。

　当時の瑛子がそうだったように和服を着て、長い髪を肩に流したまま窓辺に座って夜空を見上げている。

「ユキミチ──助けて──時計が──止まらな──イ──巻き戻る──」

　チクタクチクタクチクタク──コッペリアの中から時計の音がする。

　狂くるった時と計けいの音がする。




「おれは、過去に遡さかのぼっている」

　中学時代の制服を着た、中学時代の雪ゆき道みちが呟つぶやいた。

　ある春の日、柔やわらかい日差しの下、見慣れた道路。

「……今度はどこだよ」

　周囲を何度も見渡して、何か起こるのかとしばらく待つが何も起こらない。

　どういうシーンなのだろうと軽く首を傾かしげ、ふと、道路の隅にダンボールがあることに気付いた。

「ああ、あの時か」

　納得したように呟いて、雪道はダンボールの中を覗のぞく。

　雪道の予想ではそこに二匹の子猫がいるはずだった。

　しかし子猫はいない。

「あ、やっとこっち見たわよ、あのバァカ」

「……気付くのが遅い」

　子猫サイズの天あま音ねと瑛えい子こが段ボール箱の中に入っていた。

　ちゃんとネコミミと尻尾しつぽが生えている。あと、手も猫で、ぷにっとした肉にく球きゆうがある。

「なんだこの可愛かわいい生き物！」

　和なごんだ。

　いい意味で、気が抜けた。

「か、可愛いなんて当たり前のこと言われたって嬉うれしくないわよ！」

「今はそれどころではない」

　二匹とも、凄すごく嬉しそうに耳をぴこぴこさせていた。

「そうよ！　それどころじゃないのよ！」

「話がある、聞いて」

　びしりと、ミニ天音が雪道を指す。

　じっ、と、ミニ瑛子が雪道を見詰める。

「よっしゃ、何でも聞いてやる。なんだ、さあ言え！」

　無駄にガッツポーズなんて決めながら叫んだ。

「一回しか言わないんだからね！」

「……現状を話す」

　ミニ天あま音ねとミニ瑛えい子こは互いに目め配くばせし、同時に語りだす。

　歌うような節回しで教えてくれる。

「狂くるった時と計けいの狂った時間。人形紡ぐ狂った時間。クタクチクタクチ、狂ってる」

「狂った時計の狂った時間。人形紡ぐ狂った時間。クタクチクタクチ、狂ってる」

「チクタクチクタク、正しい時間、正しい時計、正しい人形」

「チクタクチクタク、正しい時間、正しい時計、正しい人形」

「調和、調整、調律、狂った時間と時計と人形が」

「調和、調整、調律、狂った時間と時計と人形が」

「待っている、にゃおーん」

「待っている、にゃおーん」

　最初は人形劇でも見ているようだった雪ゆき道みちも、最後は真剣な顔つきになる。

「コッペリアがおれを待っているんだな」

　ミニ天音とミニ瑛子が頷うなずく。

「どこで？」

「狂った時間の狂った迷宮で」

「狂った時間の狂った迷宮で」

「……どこだよそれ」

「目を閉じて沈む時間、渦うずの向こう、白のお城の中央で」

「目を閉じて沈む時間、渦の向こう、白のお城の中央で」

「わけがわからん……まあ、とにかく目を閉じればいいのか？」

　溜ため息いきを吐ついて、雪道は目を閉じた。

　どこからともなく狂った時計の音が聞こえてくる。

　意識が闇やみに沈んで遠ざかる。

　狂った時間に流される。




　ある雪道は広大な図書館で一人、鎖に繋つながれ終わりのない物語を読んでいる。

　ある雪道は黄おう金ごん樹じゆの枝を手た折おり自らの胸を刺した。

　ある雪道は十字架を背負って歩く男に石を投げた。

　槍やりを手にして道を行く剣を枕まくらに棺に眠る書物の為ために胃の腑ふを捧ささぐ両手両脚を失い這はいずり回る翼を得て地の果てを行く雷を浴びて泡に変える神の衣に絶望──意識が溶ける。

　燃えるような赤い瞳ひとみが雪道を見ている。

　自分のものであるかすら定かではない過去に流される。

　辿たどり着つくべき場所に辿り着けないでいる。

　誰だれかが手を掴つかんだ。

「天あま川かわ？」

　誰だれかは答えず、彼を引き上げた。




　ブラックアウトする意識。

　一瞬後の覚かく醒せい。

　気がついたとき、両側に扉が並んだ、果てのない廊下に雪ゆき道みちはいた。

　廊下も扉も全すべてが白だった。

　壁にもたれた雪道の前には、天あま音ねが立っていた。

　ツーテールにくくった髪、金色の瞳ひとみ、長なが月つき学園の制服、見慣れた天音の姿だ。

「……今度は、さっきみたいに暢のん気きな展開じゃなさそうだな」

　険しい目つきで、天音を睨にらむ。

「一応、助けたことには礼を言うけどな」

「なによ雪道、随分な言い草じゃない」

　じと目で天音が睨んでくる。

「黙れ。天川のふりをする、おまえは誰だ」

「はあ？　可愛かわいく可か憐れんで素敵に無敵な天川天音さんに決まってるでしょ」

　偉そうに腕組みし、薄い胸を張って宣言する。

　あまりにも天音そのものの仕草だ。

　しかし雪道は首を振る。

「違うな、おまえは天川じゃない。天川がここにいるはずがない」

「いるじゃない」

「だから、おまえは天川じゃない」

「なによもう、折せつ角かくわたしに会えたのに、それとも──」

　薄く、天音が笑う。

「芦あし原はらはこのほうが、よかった？」

　天音──今はもう瑛えい子この姿をしている。

　瑛子そのままの抑揚のない声で告げて黒い瞳でじっと見詰める。

「よりにもよって、その二択か」

「仕方がない。芦原の中には、他ほかに、誰もいないから」

　答えず、雪道は立ち上がる。

　正面に立つ瑛子のような誰かを無視して、周囲を見回す。

　白い扉、白い廊下、廊下の果ては見えず、同じ光景が延々と続いている。

　試しに、廊下の向こうに向かって歩いてみた。

　瑛子のような誰かの姿が見えた。

　振り返ると、自分の背中が見えた。

　……どうやら、空間がループしているらしい。

　雪ゆき道みちは一つ唸うなり、再び彼女の前に立つ。

「おかえりなさい」

　皮肉のつもりだろうか。

「ここ、どこだよ」

　うんざりした顔で問うた。

「時間の狭間はざま、狂った時間の形けい象しようたる『時じ間かん迷めい宮きゆう』の内部、全すべての時間への道にして全ての時間の墓『時じ間かん回かい廊ろう』」

「……おれは、コッペリアを捜している。どこにいるか知らないか」

「私わたしは知らない。けれど、知っているものを知っている」

　言って、彼女は両手を差し出す。

　その手に白い子猫がいる。

　いつその子猫が現れたのかはともかく、とにかくいる。

　雪道は猫の鼻先まで顔を近づけて、しげしげと見詰める。

「……シロコ？」

「みー」

「……違うのか？」

「みー、みー」

「……だめだ、何を言ってるのかわからん」

　そのやり取りに、彼女がくすりと笑った。

「猫だから、仕方ない」

「で、この猫がどうしたって？」

「その猫が、人形の居場所を知っている」

「……猫が？」

　胡う散さん臭くさそうに、雪道は一つ鼻を鳴らす。

　鼻先の猫がみー、と鳴く。雪道は彼女に問いかけるような眼まな差ざしを向ける。

「本当に知ってるのか？」

「問題ない」

　あっさりと彼女は保証するが、信じられるかというと微妙なところだ。

　無表情な彼女の顔からは、冗談なのか本気なのかすらわからない。

「ダメだ、なまじ瑛えい子この顔してるだけにやり辛づらい……おまえは、なんなんだ」

「名前を既に忘れ去られた、ただの『終しゆう焉えん』」

　言って、前触れなく子猫を手放した。

　子どもでも猫は猫。軽やかな身のこなしで白い廊下に着地し、すぐさま走り出す。

「追って、そして、あなたの役割を果たして」

　彼女が言う。雪ゆき道みちは走り行く猫と、静かに立つ彼女を交互に見る。

「おれの役割は、コッペリアを助けること──そうだな」

「そう」

「わかった」

　子猫を追って、走り出した。

　彼女は雪道の背中を見送り、やがて、雪道が見えなくなる。

　ループは起こらない。

　彼女は独ひとりぼっちになると、天あま音ねの姿になった。

　そして彼女は、何かを待つように、一人、白い廊下に佇たたずむ。




　子猫を追って走る。

　ループは起こらない。

　だが白い扉の並んだ白い廊下は続く。

　どれほど走ったか、子猫が一つの扉に向かって突進する。

「お、おい、ぶつかるぞ！」

　雪道の叫びを余よ所そに、子猫は白い扉をすり抜けその向こうに消える。

　雪道は子猫の後を追って、白い扉にぶちあたり、すり抜けた。

　扉の向こうは、馬ば鹿かみたいに広い草原だった。

　遮しや蔽へい物はまったくなく、地平線の向こうまで見える。

　子猫は草の上で足を止めて、

「みー」

　と、鳴いた。

「……ここに、コッペリアがいるのか？」

　周囲を見渡すが、草原が広がっているだけで何もない。

　いや、遥はるか遠くに巻き上がる土煙のようなものが見える。

「んー、なんだありゃ？　こっちに向かって来て……ん？」

　土煙を巻き起こしているのは一匹のウサギだった。

　ウサギはこちらへ向けて、進んでいる。

　何な故ぜか、二足歩行で。

「なんだありゃ、ってか、あのウサギ、なんか……」

　むう、と、唸うなり首を傾かしげた。

　違和感を覚える。二足歩行以外の部分に。

　ぽん、と、雪ゆき道みちが手を打つ。

「そっか、普通、ウサギが一匹走ってるだけで土煙なんて起きるわけないわな」

　だが起きている。

　つまり、どういうことだろうか。

　段々と、ウサギが近付いてくる。

　遠くにいたころは小さかったウサギも、近付くにつれて大きく見えてくる。

　ちょっと、大きすぎる。

「……これはねーよ」

　思わず、ぽかんとしてしまった。

　二足歩行するウサギの全長は、軽く十メートル以上あった。

「って、やばいじゃねえか！」

　もろにウサギの進行方向に自分がいることに気付き、草の上でみーみーと鳴いているだけの子猫を引っつかんで逃げ出す。

　ウサギは正確に雪道の後を追ってくる。

「うおおおおおおおお、まさか二足歩行のウサギに追いかけられる日が来るとは思わなかったぁああああああああ！」

　懸命に逃げるが、速度はウサギの方が僅わずかに上のようだ。

　当たり前だが全く無表情に、ウサギはじわじわと迫る。

「って、ウサギ速い！　速すぎる！　草食動物のくせにぃいいい！」

　必死の形ぎよう相そうで足を動かし、抱えた子猫に向かって聞く。

「なあおい、これ、どうすりゃいいんだ！　コッペリアどこだ！」

「みー」

　子猫は暢のん気きに鳴くだけだった。

「や……役に立たん」

　愕がく然ぜんとしながらも、雪道は走り続ける。

　しかし、結局は、ウサギに追いつかれてしまう。

　雪道に追いついたウサギは、ひょいと器用に雪道の襟えり首くびを掴つかんで持ち上げると、

　ばくん。

　丸まる呑のみした。

「……まさか二足歩行のウサギに丸呑みされる日が来るとは、って、そんなこと言ってる場合じゃねーだろうが、おれぇぇぇぇぇぇぇぇぇえ！」

　真っ暗な縦穴を落ちていくような感覚。

　底は知れず、底は見えず、雪道は子猫を抱えたまま落ち続ける。

　いくら巨大二足歩行ウサギといえども、これは少し落ちる時間が長すぎないかと雪道が疑問を抱いだいた頃ころ、不意に、目の前に白い扉が現れた。

「なんで、こんなところに扉があるんだ？」

　最もな疑問はとにかく、扉──出口か入り口は現れ、それは雪ゆき道みちと同じ速度で落下していく。

「そんなこと言ってる場合でもないか」

　空中を泳ぐようにもがいて手を伸ばし、扉に触れる。

　自然と扉が開き、雪道と子猫はその中へと吸い込まれた。




　扉の向こうにあったのは、広大な空間。

　太陽も雲もない青空が広がり、延々と広がる白い大地には何もない。

　白い大地に座り込んでいる雪道の背後で、扉が閉まる。

　閉まった扉は消えてなくなる。

　雪道に抱えられた子猫が身を捩よじって抜け出し、また、歩き出す。

　立ち上がって、雪道は子猫の後に続いた。

　目印らしい目印など存在しない白い大地を、子猫は何かを目指すように進む。

　そしてそれはようやく、そして忽こつ然ぜんと目の前に現れた。

　あるいはここが、天あま音ねと瑛えい子この姿をした誰だれかの言う『時じ間かん迷めい宮きゆう』の中央か。

　身長の三倍はあろうかという大時計。

　何の支えもなく、三次元的な厚みもなく、虚こ空くうに浮かぶ。

　十八本の長針と、九十七本の短針と、六百五十二本の秒針が勝手気ままにアラビア数字の刻まれた文字盤の上を回る。

　その中央に、コッペリアは組み込まれていた。

　磔たつ刑けいに処せられたかのように十字に手を広げて、指先に光るガラスの指輪を除いて何一つ身に纏まとわずアラバスターの肌を晒さらす。

「コッペリア」

　時計の前に立ち、見上げて呼ぶ。

　エナメルの瞳ひとみに宿る僅わずかな光。ふるふると人形の唇は震えて言葉を紡ぐ。

「コッペリアは見ました──無数の終わりと無数の続き、幾万の昼に眠り幾億の夜、歩き続ける影の辿たどり着つけぬ幻」

　エナメルの瞳が雪道を見る。

　チクタクと、時計の音が急に大きく響きだす。

「時計が止まらないのですユキミチ、巻き戻って巻き戻って何度も繰り返して終わらないのですユキミチ、コッペリアの制御を離れて繰り返すのですユキミチ──」

　雪道は目を伏せて小さく頷うなずく。

「そんなものに手を出しちゃいけなかった。誰だれかが止めなければいけないし、何ど処こかで止めなけりゃいけない」

　伏せた目を上げて、静かに、コッペリアを安心させるように微笑ほほえむ。

「今、ここで、おまえを止めるのはおれの役割なんだろう」

「助けて──ください──雪ゆき道みち」

「ああ──」

　雪道は強く頷うなずく。

「助ける」

　チク、タク──時計の音が聞こえる。

　コッペリアが埋め込まれた奇妙な時計の音がする。

　雪道の中から、何かを引きずり出そうとするような、そんな音だ。

　目を閉じる。音に身を委ゆだねる。ひどい頭痛がする。

　頭痛と一緒にこみ上げてくる──叫び。

「グッ、うううううあああああああああああ」

　自分の魂を切り裂くような苦痛と共に、魂を切り裂いたその道を通り過ぎて行く風。

　制御を離れて荒れ狂おうとするその風を、雪道は意思の力で抑おさえつける。

「狂え──」

　噛かみ締しめるように言葉を紡ぐ。

「『始し原げんノの風かぜ』」

　剣の形をした『黒の風』。

　十字を模した『黒の剣』。

　右手に握り、切っ先を天へと掲げる。

　荒い息を飲み込んで、強い眼まな差ざしでコッペリアを捕らえる大時計を見据すえる。

「おれが、おまえを助ける！」

　宣言にも似た咆ほう哮こうを上げ、雪道が剣を振り下ろす。

　十字に切り裂かれた大時計は光の粒となって崩壊し、解き放たれたコッペリアが長い髪をなびかせ白い大地に落ちて行く。

　雪道は両腕を広げてコッペリアを抱きとめる。

　落ちてくるコッペリアを腕の中に受けとめる。

「ユキミチ──コッペリアは、間違えていたのですか」

「……」答えられなかった。

「終わらなければ、ずっと──」

　雪道は抱く手に力を込め、裏腹に優しくその背を撫なでる。

　コッペリアの問いに、どう答えればいいのか。

「帰ろう、今は」

「イエス──」

　コッペリアの動きが、突然、停止した。

「あ──あああああああああああああああああ！」

　壊れたテープレコーダーのように罅ひび割われた声を上げながら、体が仰のけ反ぞり痙けい攣れんする。

「な、なんだ！」

　驚く雪ゆき道みちを、コッペリアの両腕が乱暴に突き飛ばす。

　大きく後ろに下がり、雪道は何とか転倒を避けて体のバランスを保つ。

　突き飛ばしたコッペリアの方もぐらりと一度大きくよろめいて、バネが戻るような動きで体勢を戻し──がくりと、首を垂れた。

「助け──ユキミチ、なにかが、コッペリアの中に──入って──」

「──状況適合、最優先命令発令、制御権移い譲じよう」

　コッペリアの口が同時に二つの言葉を発する。

　目を見開いて、雪道は息を呑のむ。

　ゆらりと、コッペリアが顔を上げる。

　そこにあった全すべての感情を消し去ったように虚うつろなエナメルの瞳ひとみが雪道を見る。

「──最終プログラム『狂くるった時と計けい』開始──」

　ただの人形に戻ってしまったような声で、彼女は告げる。

　チクタクと、時計の音がコッペリアの中から響く。

　破壊したはずの時計が、コッペリアを拘束していた巨大で狂った時計が、

　時間を巻き戻すかのように全ての破片がコッペリアの背後に浮かんで再生した。




「歪ゆがめ、歪め──狂った時計

　刻め、刻め──狂った時間

　紡げ、紡げ──狂った意図を」




　人形は詠うたい、そして、毒どく蛇へびのように、




　笑った。





第四章　不屈の悪




　境けい内だいを見下ろす高台に立ち、花火を見ていた。

　天あま音ねと、瑛えい子こと、シロコ。

　花火が終わっても余韻を感じ、しばし夜空を見上げていた。

　足元の境内もまた、しん、と静まり返り、淡い提ちよう灯ちんの光がなければ夏祭りであることを忘れてしまいそうだった。

「……綺き麗れいだったね」

「うん、とても」

　天音と瑛子が、互いに呟つぶやく。

「天音にゃ、いや、やめよう」

　シロコが口調を変える。

「天音、瑛子……ご主人さまとあの人形がいない」

　厳しいシロコの声に、余韻が吹き飛ぶ。

　二人は周囲を見回す。

　確かに、いない。雪ゆき道みちとコッペリアが忽こつ然ぜんと消えていた。

「……あのバァカ、また、なんかにやられたわけ？」

「『妖よう精せい』じゃあ、ないな。『全自動オーケストラ』を失ってはいるが、『妖精』ならばわかる。空間隔離じゃあない」

「じゃあ何よ」

　苛いら立だたしげに、天音はツーテールの髪を掌てのひらではね上げて後ろに流す。

「少しは冷静になれ天あま川かわ天音。どう考えても一緒に消えた人形が怪しい」

「そりゃ、まあ……そうよね」

　オッドアイを細めたシロコにひどく冷たい目を向けられ、天音はきまりが悪そうに目線を逸そらす。

「……携帯は通じないみたい」

　瑛子が携帯を耳に当てて言う。

　んー、と、唸うなりながら天音は腕組みをして考え込む。

「ねえ、この状況で打つ手って、なんかある？」

「思いつかない」

　あっさりとシロコが言った。

「どこに消えたのかも、何が起きたのかすらわからない。私わたしは『全自動オーケストラ』を失い白はく兵へい戦せん能力以外は残っていない。長なが月つき瑛子はただの人間で、天川天音は『風かぜ鳴なき』を別荘に置いてきたままだ」

　冷静になるほど絶望的な気分になる。

　シロコは皮肉げに肩をすくめ、瑛えい子こは黒い瞳ひとみを静かに逸そらす。

　足元の境けい内だいから立ち上るように、再び祭まつり囃ばや子しの響きが聞こえ、雑多に交ざった人の声が聞こえる。花火の興奮が交ざっているように、いかにも楽しげだ。

　人が一人消えたところで、何も変わらず時間は流れる。

「だからって、何か、あるでしょ」

　天あま音ねは言う。だが、その声には迷いが含まれ、いかにも弱い。

「例えば、何が？」

「それは……」

　問い返されれば、言葉に詰まる。

「……多分」

　瑛子が、じっ、と、上空を見上げて呟つぶやく。

「あの人が知っていると思う」

　言葉に触発されるように、天音とシロコが瑛子の見ている方を向く。

　その男は、理由もなく空に浮いて、天音たちを見下ろしていた。

　全身に包帯を巻いたタキシードの男、手にはステッキ、頭にシルクハット──エピメテウスは切り込みのような口を歪ゆがめて僅わずかに笑う。

「然しかり、この私わたしは知っていましょう」

　ふわりと、彼は地面に舞い降りる。

　シルクハットを手に取って、道化のように大仰に礼をする。

「そして天あま川かわ天音、あなたならば、その場所に連れて行くこともできます」

「……どうして天音だけなんだ。私も連れて行け」

　誰だれよりも速く、忌いま々いましげにシロコが割り込んだ。

「否いな、浅あさ闇やみシロコ。あなたには資格がない」

　エピメテウスは皮肉をまぶして告げ、瑛子に視線を向ける。

「無論、あなたにも」

　瑛子は意味がわからないと言いたげに眉まゆ根ねを寄せ、つかつかとエピメテウスに近付くや、

「私は行く。あなたに邪魔をされる理由はない」

　いきなりエピメテウスの胸倉を掴つかみ上あげた。

　だが、幻に触れたように瑛子の手はエピメテウスをすり抜ける。

　そのくせ、勢い余った瑛子をエピメテウスの白手袋に包まれた手は支えるのだ。

　瑛子が目を見開いて驚きよう愕がくし、警戒するようにエピメテウスから身を離す。

　エピメテウスはシルクハットのつばを引き、ありもしない目元を隠して口元に冷笑を浮かべる。

「あなたはその強さ故ゆえに、我わが手を取ることはできない」

「……」

「長なが月つき瑛えい子こよ理解なさい。強さには常に、代償が付き纏まとうという厳然たる事実を」

　瑛子は沈黙し、エピメテウスを一度睨にらみつけた。

　エピメテウスは一段と冷笑の度を深め、天あま音ねに向き直る。

「しかし天あま川かわ天音よ、あなたが望むならば、私わたしはあなたの道を開きましょう」

　天音は両隣に立つ瑛子とシロコに視線を投げかける。

　瑛子が静かに頷うなずく。シロコが不満そうにそっぽを向く。

「オーケイ、行くわ」

　挑むような眼まな差ざしでエピメテウスに告げた。

「よろしい、なれば──」

　くるり、ステッキを大きく一度回す。

　ステッキが『風かぜ鳴なき』の形を取る。

　エピメテウスは『風鳴き』の刀身を持ち、柄つかの部分を天音に差し出す。

「あんた、本気で何者よ。できないことってあるの？」

　浴衣ゆかた姿すがたのまま『風鳴き』を受け取りながら、天音がぼやく。

　試しに軽く『風鳴き』を振るった。

　しっくりと手に馴な染じみ、本能的な部分が、これが天音の『風鳴き』と同じだと告げる。

「この私に、できることなど何一つありませぬとも」

　大仰な仕草で肩をすくめて、いつのまにやら再び手にしていたステッキで地面を叩たたく。

　緑の夏草が生えた地面から黒い扉が現れる。

「さあ、お行きなさい天川天音」

　絹の手袋に包まれた手が、扉を示す。

　天音は扉の前に立ち、そっと手を触れ、一度振り返った。

「なんかよくわからないけど、行ってくるわ」

「天音……芦あし原はらを、お願い」

「さっさと行け、おまえはどうでもいいが、ご主人さまだけは無事に返せ」

　瑛子が告げ、シロコも言う。

　二人らしい答えに、天音は唇の端に苦笑を浮かべて、黒い扉を潜くぐった。

　天音の姿が扉の向こうに消える。

　そして扉自体が消える。

「『愛する者と生くることは、愛する者と死ぬ次に幸い』──長月瑛子よ、あなたはきっと芦原雪ゆき道みちに出会うべきではなかったのでしょう」

　借り物のような言葉を詠うたい、エピメテウスの姿が闇やみに溶ける。

　初めからそこにいなかったかのように、痕こん跡せきを残さずエピメテウスの姿は消える。

　夜空の下、瑛えい子ことシロコは高台に取り残される。

「……妙に、冷静だな長なが月つき瑛子」

「芦あし原はらは、帰ってくるから」

　シロコは胡う散さん臭くさげにオッドアイを細め、瑛子の横顔を睨にらんだ。

　瑛子はじっ、と夜空を見上げる。

　花火は終わり、そこに残ったのはか細い月と星の明かりだけ。

　ふん、と、シロコは鼻を鳴らし、夜空を見上げる。

「帰ってくるにゃ？」

「なんとなく、そう思う」

「まー、瑛子にゃんが待ってるなら、地獄の底からでも戻ってきそうではあるにゃ」

「そうでもない。誰だれかが連れて帰らないと、そのまま消える気もする」

「なるほど……わからんでもないにゃ。まったく、雪ゆき道みちにゃんは世話が焼けるにゃ」

　ぽつりぽつりと、夜空を見上げたままで、二人は語る。

　夜風に吹かれて黒と白の髪が、薄桃色と橙だいだいの浴衣ゆかたが静かに揺れる。

　ひどく静かに、彼女たちは待っている。




　黒い扉を潜くぐり抜けた先は、白い廊下だった。

　廊下の両側には同じく真っ白な扉が立ち並んでいて果ては見えない。

「さて……と、あのバァカはどこにいるのやら」

『風かぜ鳴なき』を肩にかついで左右を見回した天あま音ねの背後で、黒い扉が消えた。

「出口はなし、ね。いいわよ、予想通りだし」

　ちらりと背後を眺めて、肩をすくめる。

　瞬間、天音はその場を飛び退すさり、剣を両手で握り、金の瞳ひとみで廊下の奥を睨む。

「誰！」

　人の気配を感じ臨戦態勢に入った。

　白い廊下の奥から浮かび上がるようにして見えてくる気配の正体。

　天音の金色の瞳は、警戒から困惑へとシフトする。

「そんなに殺気撒まき散ちらして警戒することもないんじゃない」

　やって来た誰かは、天音と同じ姿をしていた。

「わた……し？」

　違う、即座に天音は否定した。

　天音の困惑を余よ所そに、天音もどきはツーテールに括くくった髪を揺らして近寄ってくる。

　髪型髪色、金の瞳ひとみまでもが同じ。

　違いは二つ、浴衣ゆかたと長なが月つき学園の制服の差と、彼女は『風かぜ鳴なき』を手にしていないこと。

「──っ！　それ以上、近寄らないでくれる！」

『風鳴き』の間合いより二歩遠い場所まで寄られた瞬間、天あま音ねが叫んだ。

　天音もどきは素直に足を止めて、ふん、と鼻を鳴らして腕組みする。

　天音が天音であるという自己認識すら揺らぎかねないほど、あまりにも本物な動作。

　匂においとでもいうべき僅わずかな部分が、これが別人だと教える。

「そんなに警戒しなくてもいいでしょうが。折せつ角かく、こんなに素敵に可愛かわいく可か憐れんな天音さんが二人もいるのに」

「冗談、天音さんは世界に一人だから価値があんのよ」

「うっわ、超傲ごう慢まん、さっすが天音さんだわ」

　天音もどきが肩をすくめる。

　天音は警戒を解かず、剣も下ろさない。

　退屈そうに、天音もどきはもう一度肩をすくめ、

「そうそう、因ちなみに、雪ゆき道みちはあっちにいるから」

　あっさり、廊下の奥を指差した。

「はいっ？」












　あんまりにあっさり言われてつい、指差された方を見てしまった。

　剣先が下がる。

　意識が逸それる。

　それが致命的な隙すきだと気付くまでの時間だけで、もう隙としては充分だ。

　天あま音ねもどきは、天音の要求したラインを乗り越え、踏み込んだ。

「くうっ」

　間合いが近すぎて、大剣を振るえない。

　天音もどきが無む手てであるということは何の救いにもならない。

　恐ろしく素早く、彼女は手を伸ばす。

　ぐわしっ。

　……浴衣ゆかたの上から天音の胸を揉もんだ。むしろ掴つかんだ。

「……くうう、成長しないなあ」

「な、な、な、何すんのよっ！」

　顔を真まっ赤かにして天音が天音もどきを突き飛ばす。

　二、三歩、彼女はたたらを踏み浴衣の裾すそを揺らして後退ずさる。

「成長チェック」

　しれっ、とした顔で天音もどきは言う。

　軽く涙目になり、浴衣の打ち合わせを直しながら天音は睨にらむ。

「ま、冗談はさておいて──その、メンタル的な隙の多さはちょっと難題よね」

　急に真面目まじめな態度で言い、天音もどきは一人で納得するように頷うなずく。

「ほんっとうに、ほんっとうに、あんた、なんなのよ！」

「あなたの味方……違うかな。あなたがわたしの味方。うん、これが正しいわ」

「はあ？」

　薄く、天音もどきはひどく薄く笑う。

「あんたはエピメテウスの手を取った。そして『終しゆう焉えん』を受け入れた」

　彼女──『終焉』は右腕を伸ばし、パチンと、一つ指を鳴らした。

『黒い炎』が彼女の指先に灯ともる。

「あっ……あんた、なんで、それ」

　天音の『風かぜ鳴なき』が放つ『黒い炎』と同質のもの。そしてこの『黒い炎』はエピメテウスから与えられたものだ。

「我わが名は既に忘れ去られ、『終焉』の炎と化した。エピメテウスが『願がん望ぼう』の地に埋葬されたように、あるいは全すべての物語と詩ウタを求め『虚きよ構こう』の海に沈んだ詩人のように──わたしたちは『式』という現象になり、その対価として主体たる意思と意味をなくした」

「ちょ、ちょっと待って、あんた何を言って──」

「黙って聞きなさい」

　天あま音ねの口が、天音の意思を無視して閉じる。

『終しゆう焉えん』の命令に天音は逆らえない。

「例えばこの『時じ間かん迷めい宮きゆう』のような世界の狭間はざまでなければわたしは人格を保てない。あなたは現象と化したわたしの器。わたしの力を得た代償に、あなたはわたしの遺志に縛られる──それを、決して忘れてはならない」

「ねえ……あんたはわたしに、何をさせたいのよ」

　張り付いた唇を溶かすように、ゆっくりと天音は口を開く。

　その金色の目は、目の前にいる存在への畏い怖ふに満ちている。

　彼女の言葉が正しいならば、目の前にいる天音と同じ姿の彼女は、

　彼女は『終焉』そのものだ。

「今知る必要はないわ。あなたが行く道に、わたしの目的もあるんだから」

「……意味わからない。わたしは雪ゆき道みちを助けに来ただけよ」

　天音の怪け訝げんそうな言葉に、『終焉』は薄く笑う。

「ならば教えてあげるわ。この時間迷宮の中心はコッペリアと名付けられたあの人形よ」

「コッペリアを……連れ戻せばいいってこと？」

『終焉』は小さく首を振り、

「破壊しなさい」

　冷えた声で答えた。

　内容以上に、その声の冷たさに天音は息を呑のむ。

「人形と時間迷宮の繋つながりは深く、決して分かたれることはないわ」

「他ほかに……何か」

「ない」

　刃やいばで斬きり捨てるような『終焉』の声。

「手を汚しなさい天あま川かわ天音。力の代償は未来、あなたはもう美しい物語から最も遠い場所で──愛に生きる他に何もない」

　そして、『終焉』の体は黒い炎に包まれ、瞬またたく間に燃え尽きて、消えた。

　彼女が消えても天音はしばらく、その場に立ち尽くしていた。

「大丈夫……今は、雪道を助けることだけ考えてればいい」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやき、『風かぜ鳴なき』を手に天音は歩き出す。

　白い廊下に、天音の足音が響く。




　天音が白い廊下を進む。

　両側には規則的に白い扉が並び、いつまでも同じ光景が続く。

　だがやがて、廊下の果てが見えた。

　廊下のサイズと比しても巨大な、白い扉。

　その前には門番のつもりか、一匹のウサギが鎮ちん座ざしている。

　ウサギは天あま音ねの接近に気付いたように、長い耳を揺らし、赤い瞳ひとみを向けた。

「……なんで、ウサギ？」

　天音の呟つぶやきに反応するように、ウサギがいきなり、巨大化した。

　廊下を塞ふさぐほどの大きさになったウサギはほとんど肉の壁だ。

　いかにも窮きゆう屈くつそうに、身を捩よじる。

　天音を迎え撃とうと、でんと、構える。

「でかぶつね──当たりやすくなって、助かるわ」

　怯ひるみもせず、天音は足を速め『風かぜ鳴なき』を振りかぶり駆け出す。

　浴衣ゆかたの裾すそを大きく揺らし、天音は一陣の風と化す。

「歌え、『風鳴き』」

　キン、と、耳が痛くなるような音が響く。

　黒い光の粒が、柄つかに埋め込まれた結晶体から零こぼれて漂う。

「否ひ定てい公こう式しき一一〇八二──」

　黒い魔法陣が虚こ空くうに浮かび、足元からは逆巻く黒こく風ふうが吹く。

　逆立つツーテールに括くくった髪、はためく浴衣の裾。天音は大きく息を吸う。

「切断現象『かまいたち』！」

　叫びと共に、剣を振り下ろす。

　剣先より放たれる『黒い炎』の『かまいたち』。

　空を灼やき、空を斬きり、巨大ウサギへと飛ひ翔しようする。

　廊下いっぱいに広がり、門の前に立ちふさがる巨大ウサギは避よける素そ振ぶりすらしない。

『かまいたち』が巨大ウサギを切り裂く。

　ずるりと、ずれる巨大ウサギの肉体。

　だが、時間を巻き戻すように、その傷が塞がる。

「……邪魔よ」

　塞がって、また、開いた。

　両断された巨大ウサギは『黒い炎』に焼き尽くされる。

　天音は一瞬たりとも足を止めない。

『かまいたち』はウサギごと、背後の扉すらも切り裂いていた。

　躊ちゆう躇ちよなく、天音はその中に飛び込んだ。




　白く果てなく広がる大地の中央に、狂った大時計がただ一つ。

　その前に立つのは毒どく蛇へびのように笑った人形コッペリア。

　雪ゆき道みちは彼女を睨にらむように、そして迷うように見ている。

　その笑みに見覚えがある。その笑みを浮かべた瞬間からコッペリアが何かに変わってしまったのがわかる。

「……おまえは…………おまえは！」

　そこから先を口にすることすら忌いまわしいと言いたげに雪道は逡しゆん巡じゆんする。

　コッペリアは顔を伏せたまま、ただ口元にはあの、毒蛇のような笑みが浮かび、

「いい──性格設定だっただろう」

　雪道の迷いを嘲あざけるように、言葉を紡ぐ。

「適度に賢明で、適度に愚かで、適度に芦あし原はら雪道になつく素敵なお人形」

　雪道の迷いは消えていく。代わりに確信が浮かんでいく。

　目の前にいるのが、誰だれであるかを理解する。

「外見にも気を使った。心理的効果も考えてベースには長なが月つき瑛えい子こを採用した。キミが決して人形を見捨てないように、しかし、遠ざけてしまわないように外装を作った」

　いつのまにか、雪道は血が出るほどに強く唇を噛かんでいた。

　コッペリアの口で喋しやべっているそいつが許せないでいた。

　全身を巡る血流の中にすら、怒りが満ちる。

　この白い大地を、そいつの血で染めてやりたいとさえ思う。

「『全自動オーケストラ』に観測装置をこっそり仕掛けて、ぶち壊されたのを一体残らず回収して、一体残らず分解して、一体残らず解析して、ようやくこの人形は完成した」

　静かに、コッペリアが顔を上げる。

　毒蛇のような笑みを、雪道に向ける。

「御み堂どう──叶かな流る！」

　怒りを乗せて、雪道はその名を呼んだ。

　毒蛇は嬉うれしそうに両腕を広げて答える。

「恋こい煩わずらいにかかった乙女おとめのように──この御堂叶流はキミとの再会に歓喜する」

　コッペリアという人形の中には、今、御堂叶流という女がいた。

「貴様ぁああああああああああ！　コッペリアに何をした！」

　怒りに引き寄せられるように、雪道の手に『黒の剣』が現れる。

「別に何も」

　黒い剣を恐れるでもなく、彼女は告げる。

「ただ、そうなるべくしてそうなった。感情も行動も、全部プログラムの産物。予定外すら想定の内の『ただの人形』」

　ぱあんと、彼女は愉快気げに掌てのひらを鳴らす。

「あの子を人形と呼ぶな！」

　剣を握る手がわなわなと震え、それを抑おさえるために指に力を込める。

　だがそれ以上に、怒りが湧わき、止まらない。

「人形だよ。人形以外ではありえない。感情移入が激しいね。長なが月つき瑛えい子こに似せて作ったのが効き過ぎたのかい？」

「人形呼ばわりするな！　短い間だった、そりゃあ短い間だった。でもな、おれは見たんだ、コッペリアが笑うところを、コッペリアが泣くところを！」

「自然な挙きよ措そだっただろう。そういう風に感情エミュレーターを組んだからね」

　どこまでも会話はかみ合わない。

　致命的に、ずれている。

「頼むよ雪ゆき道みちクン。人形なんてどうだっていいじゃないか。御み堂どう叶かな流るに別の話をさせてくれよ。キミとしたい話は沢たく山さんあるんだ、本当に沢山ね」

　にやにやとエナメルの瞳ひとみに悪意を込めて、叶流はコッペリアの体で肩をすくめる。

「もういい、おまえは喋しやべるな！」

　叫び、雪道は黒い剣を低く構えて駆け出した。

　雪道には似合いもしない、ぎらぎらとした殺意の目に見られて叶流は嬉うれしそうに笑う。

　コッペリアの顔を歪ゆがめて毒どく蛇へびのような笑みを浮かべ、右手を虚こ空くうに伸ばす。

「では勝手に喋らせてもらおうじゃあないか。『狂くるった時と計けい』のコッペリア──これの本当の役割は『原げん初しよ式しき』の媒介器だ、不完全もいいところだがね」

　怒りに我われを忘れた雪道に、叶流の声は届いていない。

「わらえ──」

　厳おごそかに、彼女は宣言する。

「──『始し原げんノの風かぜ』」

　叶流の右手に現れる、十字を模した『黒の剣』。

「なん……だと…………」

　これには、雪道も目を疑った。

　だが、戦いの中でそれは悪あく手しゆだ。

　たんっ、軽い音と共に叶流もまた地面を蹴ける。

　踊るような叶流の足取り。コッペリアの長い髪がゆらりゆらりと誘うように揺れ、瞬またたく間に間合いは詰まる。

　雪道が気を引き締めたときにはもう遅い。

「愛しているよ、芦あし原はら雪道」

　毒蛇は甘い囁ささやきと共に、黒い剣で雪道を貫いた。

　奇妙なことに、痛みはない。

　剣が刺さっているという感覚すらない。

　だが雪ゆき道みちはぴくりとも動けず、叫びさえも上げられない。

「キミの『黒い風』が『原げん初しよ式しき』であることは突き止めた。その本質も突き止めた。しかし不完全だ。こんな場所を作らねば充分な力を行使することさえできなかった」

　叶かな流るは黒い剣を介して『原初式』──『黒い風』の力を雪道に注ぎ込む。

　コッペリアの背後に立つ狂った大時計の針が逆回りに動き出す。

　芦あし原はら雪道個人に限定して、『原初式』の力を行使する。

「さあ、芦原雪道よ見せてくれ！　『風』の形質、『刃やいば』の形けい象しよう、『始し原げんノの風かぜ』とキミが呼んだその『原初式』の姿を！　『黒い風』の本質たる『時間』を操るその力を！」

　チクタクチクタクチクタク──

　白い大地にたった一つの狂った大時計が巻き戻る。

　芦原雪道の時間が、時計の動きに合わせて巻き戻る。

　チクタクチクタクチクタク──

　一秒、一分、一時間。

　積み重ねて一日、一ひと月つき、一年。

　外見的な変化は少ない。

　十三歳の春まで巻き戻る。












　それより以前に芦あし原はら雪ゆき道みちはいない。

　ぶつんと途切れるように、姿が消える。

　巻き戻る。

　別の人間がそこにいる。

　巻き戻る。

　また数年の短い時間で消えて、別の人間がそこに現れる。

　それを、繰り返す。

　何度も、何十度も、何百度も。

　人が消えては現れる。

　髪の色も目の色も肌の色も違う。

　若者がいれば老人もいる。

　全すべて男であるというのが唯一の共通点。

　時代は遡さかのぼる。

　第二次世界大戦の兵士がいる。

　刀を振るう志士がいる。

　フラスコを眺める哲人がいる。

　祈りを捧ささげる僧がいる。

　麦を刈り取る農夫がいる。

　生いけ贄にえを捧げる祭司がいる。

「凄すごいなああああ！　いや本当に凄いなあああ！　これ、一体何度繰り返したんだい？　何度繰り返して芦原雪道になったんだい？」

　コッペリアの顔を歪ゆがめて、御み堂どう叶かな流るが哄こう笑しようする。

　ひどく禍まが々まがしく、同時に、どうしようもなく無邪気に笑っている。

　わくわくする物語のページを捲めくる子どもにも似た純粋さで笑っている。

　そして芦原雪道は、

　ただ数年の短い死と生を繰り返し、

　辿たどり着ついた。

「ほう──キミが最初か」

　赤い、燃えるように赤い瞳ひとみをした男に辿り着いた。

　ひどく、憂ゆう鬱うつそうな暗い顔の男は紅ぐ蓮れんのマントに身を包み、胸部を被おおう鎧よろいを身につけ、両刃もろはの剣つるぎを手にした戦士の装束で白い大地に現れた。

「キミが『黒い風』を──『原げん初しよ式しき』を組み上げた男か！」

　毒どく蛇へびのように、そしてひどく嬉うれしげに、御堂叶流は顔を歪めて笑う。

『黒の剣』に貫かれたその男は、

「否いな、この姿は既に『忘れ去られている』」

　錆さびを含んだ声で言った。

　次の刹せつ那なに、男の輪郭がぼやけ、姿を隠すように足元から『黒い風』が舞い上がる。

　風が去り、再び現れた時、男は『芦あし原はら雪ゆき道みち』の姿をしていた。

　燃えるように赤い瞳ひとみだけが、ただその一点が『芦原雪道』でなく男を示す。

　男は自らを貫く剣に触れる。

　叶かな流るの手に──コッペリアの手に握られていた黒い剣は分解されて砕け散る。

　そして男は、燃える赤い瞳で叶流を見た。

「童女よ。何を欲して、俺おれを呼んだ」

　一瞬、叶流が絶句した。

　次の瞬間に、爆発したように笑い出す。

「童女！　アハハハハハハ、素晴らしいな。童女と呼ばれるとは思わなかった！」

　男は静かにその様を見る。

　赤い瞳だけは燃えるようで、それ以外の全すべては死んでいるようにどこまでも静かだ。

　落ち着き払ったその態度は、雪道にまるで似ていない。

「ならば答えよう！　御み堂どう叶流が欲するは一つ──キミの持つ『原げん初しよ式しき』の全てだ！」

「童女よ。何な故ぜ、俺の『式』を欲する」

「理由は一つ」

　毒どく蛇へびは告げる。

「『原初式』を踏破し、全ての『式』を凌りよう駕がし、『領りよう域いき』の積み上げた千年を蹂じゆう躙りんし、その先に辿たどり着つく為ために！」

「童女よ。おまえは二万と四つの全てを手にしようというのか」

「そうだとも！」

「童女よ。おまえは『神』になろうというのか」

「神？　よかろう、キミがその存在を神と呼ぶならそれでいい。呼称にさしたる意味などない。御堂叶流は人として辿り着ける最大の高みを目指すのみ」

　童女と呼んだ彼は、正しかったのかもしれない。

「御堂叶流は神になろう！」

　コッペリアという人形の向こうにいる御堂叶流は確かに童女だ。

　きっと、悲しくなるほどに無む垢くに微笑ほほえんでいるはずだ。

　幼児の全能性を持ち続け、自らを妨さまたげる壁の全てを叩たたき壊こわしてきたからこそ、彼女は未いまだに童女でありえる。

　一度たりとも折れたことのない心、不屈の悪──それこそが、彼女の本質。

「さあ、睦むつ言ごとを語ろう。ステップを踏もう。褥しとねを共にするよりも確かな繋つながりを求めて剣を振るおう！　心躍るように闘争を遊戯しよう！」

　叶かな流るが『黒の剣』を作り、コッペリアの手が握る。長い髪をふわりと揺らして踊るように剣を振るう。

「狂え──『始し原げんノの風かぜ』」

『最初の男』はほんの刹せつ那な、燃える赤い瞳ひとみを閉じて、どこまでも静かに呟つぶやいた。

　男が十字を模した『黒の剣』を作り、雪ゆき道みちの手が握る。

　振り下ろされる叶流の剣を、同じ剣を持って受け止める。

『黒の剣』がぶつかり合う。

　どれほどの力が込められているのか。どれほどの力があるのか。ぶつかり合う剣は空間そのものが軋きしむほどの衝撃波を周囲に撒まき散ちらす。

　コッペリアの長い髪は、鳥の羽ばたきのような音を立ててばさばさとなびく。

　二人を中心として、白い大地に放射線状に亀き裂れつが入る。

　コッペリアが背にした狂った大時計だけは唯一何の被害も受けず、そこにある。

　だが二人には、その全すべてがどうでもいいのだろう。

　男は燃えるような赤い瞳で叶流を見詰める。

　叶流はエナメルの瞳を通して『最初の男』を見詰める。

　刃やいばを間に挟んで、二人は見詰め合う。

「ああ──」

　コッペリアの唇が熱情を込めて、叶流の溜ため息いきを漏らす。

「楽しいなあ。こんなに楽しいのは久しぶりだ。本当に楽しい」

「俺おれはおまえの遊び相手ではない。俺は俺の求めたものを、待ち続けているだけだ」

　互いに一度、剣を引く。

「そうかい！」

　すぐさま、叶流は剣を返し首を狙ねらって斬きり払う。

「だが御み堂どう叶流には関係ない！　キミは御堂叶流の、ただの、遊び相手に過ぎない！　ああ、そうだ、忘れていた、名前を教えてくれ、キミの名前をだ！」

『最初の男』は僅わずかに身を反そらし、叶流の刃を剣で逸そらす。

　叶流は決して諦あきらめない。

　叶流は再び剣を振るう。

　愛を込めて剣を振るう。

　剣を振るって、問いかける。

「キミは──誰だれだ！」

「我わが名は既に忘れ去られ、残るは未いまだ完成を見ぬ『式』とその現象のみ。故ゆえに我が名は『待ち人』であり、そして──」

　燃えるような赤い瞳ひとみの彼は、静かに、悲しいほどに、静かに、

「──『　　　　』──」

　そう、答えた。




　巨大ウサギごと扉を切り裂いて、天あま音ねは飛び込む。

　夜空に立っている気にさせるような、黒こく曜よう石せきの床。

　ストーンヘンジを思わせるように、円柱が円周状に並んでいる。

　十メートル程度を挟んで、天音が切り裂いた扉の正反対の位置に次の扉があった。

　だが、扉の前にはまたも門番がいる。

「なんで、あんたが……こんなところにいるのよ」

　これなら巨大ウサギの方がマシだったと思いながら、天音は彼女の顔を見る。

　暗い瞳をした少女。

　捻ねじくれた大おお鋏はさみを手にした少女。

　エメラルドグリーンの改造メイド服の上に、幽鬼の如ごとく薄い気配を纏まとった少女。

『鋏はさ姫みひめ』御み堂どう瑞みず佳か。

「時じ間かん迷めい宮きゆう、は、舞台、姉さまが、芦あし原はら雪ゆき道みちの、ために、用意した、舞台」

　感情のこもらない声で、ぶつぶつと途切れるように彼女は言う。

　今の台詞せりふで、天音は何かを察したのか金色の瞳を細めさり気なく体重を移動する。

「……全部、あんたたちの差し金だったって、わけね」

「姉さまが、遊んで、いるん、です──邪魔はさせない」

　じゃきり、瑞佳が大鋏を一度鳴らし、低く、獲物を狙ねらう獣のように構えた。

「オーケイ、結局は力ずくってことね。わかりやすくていいわよ！」

『風かぜ鳴なき』を天音が高く掲げた。

「容赦は──しない！」

『黒い炎』が『風鳴き』を包み込む。

　互いに構えを維持したまま、じりじりと、間合いを計る。

「天あま川かわ、天音」

「なに、御堂瑞佳」

　互いに、相手の武器から目を逸そらさない。

「あなたは、私わたしに、勝ったことは、ない」

「じゃあ、これが一度目でしょう」

　同時に、動いた。

　瑞佳が駆け、天音は待つ。

「歌え、『風鳴き』」

「惑え、『悪あく意いの導みちびき手て』」

　天あま音ねが言い、瑞みず佳かが告げる。

　二つの媒介器が『式』を紡ぐ。

「否ひ定てい公こう式しき一一〇八二──」

「否定公式一四二九七亜種──」

　キン、と、耳が痛くなるような音が二つ響く。

　天音の正面に魔法陣が描えがかれ、足元から逆巻く風が吹く。

　瑞佳の正面に魔法陣が描かれ、足元から逆巻く風が吹く。

「切断現象──」

「幻惑現象──」

　そして『式』は完成し、剣と鋏はさみが魔法陣に触れる。

「『かまいたち』！」

「『セント・エルモ』」

　天音が剣を振り下ろし、黒い炎のかまいたちが宙を薙なぐ。

　瑞佳の正面に、ぼうとした光が灯ともる。

　別名を鬼火とも呼ばれる、惑いと導きの焔ほのおセント・エルモ。

　天音の視線は否いや応おうなく吸い寄せられ、ゆらめく焔に誘導されてあらぬ方へとかまいたちを放ってしまう。

　天音の意識が逸それた数瞬で、瑞佳は音もなく天音の死角に回り込む。

　狙ねらいが外れた黒いかまいたちが円柱の一つを切り裂き焼き尽くす。

　くるり、天音の背後に回りこんだ瑞佳が右足を軸に回る。

　遠心力を乗せた大おお鋏はさみの一撃が死角から天音を襲う。

　ぎぃぃぃぃぃん！

　大鋏の一いつ閃せんを、『風かぜ鳴なき』が受け止め激しい金属音が鳴り響く。

「……防ぎ、ました、か、天あま川かわ、天音」

　天音は『風鳴き』を肩に担ぐようにして、広い刀身を盾に使い大鋏の一撃を防いだ。

　受けた天音の手は、大鋏の衝撃にかすかに痺しびれている。

「残念だけど、勝ちは諦あきらめるわ──引き分けで、我慢したげる」

　だんっ、地面を蹴けって天音が駆ける。

　無防備に背中を晒さらしてまでの疾走。

「──ッ」

　常識はずれな天音の行動に、ほんの数瞬、瑞佳の反応が遅れてしまった。

　その数瞬が明暗を分ける。

　十メートル足らずの距離を、天音はひと息に駆け抜け、黒い炎を宿した『風鳴き』の一いつ閃せんで扉を切り裂くと同時に、潜くぐり抜けた。

　扉の向こうには、白い大地が広がる。

　天あま音ねは時じ間かん迷めい宮きゆうの中央に足を踏み入れる。




　二万と四つの否ひ定てい公こう式しき、その始まりの四つの『式』。

　否定公式〇〇〇〇四・完全幻想『虚きよ構こう式』。

　否定公式〇〇〇〇三・因いん果が操作『願がん望ぼう式』。

　否定公式〇〇〇〇二・純粋否定『終しゆう焉えん式』。

　そして、

　時間迷宮の中央で、燃えるような赤い瞳ひとみの男が『原げん初しよ式しき』の名を告げた。

「──否定公式〇〇〇〇一・矛む盾じゆん領りよう域いき『未み完かん成せい永えい遠えん式しき』──」

　広がる白い大地に沈み込んで消えてしまいそうな、ひどく静かな声だった。

「俺おれに残された名前は、もうそれだけだ」

「ならばそれすらも、この御み堂どう叶かな流るが頂こう！」

　だんっ！　狂った大時計を背に、叶流が踏み込む。

　コッペリアの顔に毒どく蛇へびの笑みを浮かべて黒い剣を振り下ろす。

　燃えるような赤い瞳に悲しみを込めて、『最初の男』もまた剣を斬きり上あげる。

　互いに防御など何一つ考えてないのか。

　二振りの刃やいばはすれ違い、あっさりと、互いを切り裂いた。

　男の刃がコッペリアの首を落とす。

　叶流の刃が雪ゆき道みちの体に肩から入り心臓を破る。

　時計の音。背後の狂った大時計が逆さに回る。

　時間が巻き戻り、落ちた首は戻り、破れた心臓が塞ふさがる。

「っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ──いいっ！　素晴らしいっ！」

　エナメルの瞳に喜悦を宿し叶流が叫ぶ。

「あんまり趣味ではなかったのだがね、こうして直接斬りあうのも悪くない！　今度は生身でやってみるとしよう！」

　戦いの場にはあまりにも不釣り合いな、はしゃいだ言葉で、コッペリアの顔に歪ゆがんだ笑みを浮かべて剣を振るう。

　男は言葉を返さず、剣を返す。

　十字を模した黒い剣が二振り、舞踏のように弧こを描えがく。

　互いに斬り、斬られ、特に刃がぶつかり合い衝撃波を撒まき散ちらして白い大地を砕く。

　しかし時計は尽きず、時間は何度も巻き戻る。

　エナメルの瞳を歪めて、コッペリアの顔で嬉うれしげに叶流は笑う。

　男は燃えるような赤い瞳ひとみに静けさを湛たたえたまま、沈黙を保つ。

「これは、なかなか──食いでのありそうな、食事じゃあないか！」

　長い髪を振り乱し剣を振るいながらの他愛たわいのない言葉に、彼の眉まゆがぴくりと動いた。

「やってみろ、童女」

　押し殺した声で、彼は言う。

「最初の一つを作り、我わが旧ふるき友が後に続く三つを作った。

　旧き友たちが現象に消えて千年、俺おれは二万の『式』を作り上げた。

『否ひ定てい領りよう域いき』を組織しさらに千年が過ぎ去った。

　しかし、俺は、未いまだにどこにも辿たどり着つけず『永遠式』は完成しない。

　ただ二千の無意味を積み上げただけだ──」

　ぎらりと赤く、燃えるような瞳を輝かせ、

　初めて、『最初の男』は声を荒らげる。

「喰くうて見せろ、童女よ！

　この俺の積み上げた無意味な二千年を、二十に満たぬおまえの年月で喰らってみろ！

『永遠』に届かぬならば全すべては刹せつ那な！

　しかし俺はまだ何も諦あきらめてはいない！」

「諦めぬのはこちらも同じ！　よかろう、御み堂どう叶かな流るの全てを使って喰らうてやろう！」

　剣がコッペリアを斬きる。

　剣が男を斬る。

　剣と剣が激突する。

　時間を巻き戻し傷を塞ふさぐ──それを何度も何十度も繰り返した、ある瞬間。

　燃える瞳の男が振るう剣が、コッペリアの左腕を斬り飛ばす。

　コッペリアの左腕が宙を舞い、時計の音が響いて時間が巻き戻る。

「……うん？　指、輪？」

　斬り飛ばされて飛んだ軌跡を逆さになぞり戻る左腕、その薬指にはまったガラスの指輪に、叶流が初めて気付いた。

「ユキミチ──」

　叶流の──否いな、コッペリアの口から、不意にコッペリア自身の声が零こぼれた。

「なんだとっ！」

　叶流が叫ぶ。完全に抑おさえ込んでいたはずの、コッペリアの意識──プログラムが、コッペリアの中で再始動する。

　御堂叶流とコッペリア、二つの意識が一つの体に命令を下す。

　動作制御プログラムが混乱を来きたし、コッペリアの動きは目に見えて鈍る。

「ぐうぅ、ふざけるな……やっと、面白くなったところで、やっと満足に戦える敵が現れたというのに！　御み堂どう叶かな流るの敵が目の前にいるというのに！　機械人形め、機械人形め、機械人形めえええええ！　御堂叶流の邪魔をするか！」

　火を噴くような叶流の声。

　か細く、何かを探すようなコッペリアの声。

「ユキミチ、どこに、いますか。コッペリアはここに──ここに、います」

　助けを求めるように、コッペリアの左手が『最初の男』に向かって伸びる。

　伸びた左手、薬指にはまったガラス球の指輪を『最初の男』は見る。

　静かに燃えるような赤い瞳ひとみで見て、

「戻ってきたか」

　呟つぶやくと同時に、ぐらりと、体がよろめいた。

　十字を模した黒い剣を罅ひび割われた白の大地に刺し体を支える。

　その肩が、ふるふると震え、がばりと顔を上げた。

　燃えるような赤い瞳が消える。ただの芦あし原はら雪ゆき道みちがそこいにる。

「うぉぁあああああああああああああ！」

　今まさに胎はらを突き破り生まれた来た化け物のように、咆ほう哮こうを上げた。

　流れるように剣を引き抜き、その勢いを殺さぬままに獅し子しの噛かみ付つきを思わせる苛か烈れつさでコッペリアを貫いた。

「御堂叶流、おまえは、おまえだけは許せねえ！　おまえはおれの敵だ！」

「ユキミチ、よか──」

「待ってろコッペリア、すぐに助けてやる！」

「アハハハハハハ！　嬉うれしいなあ、御堂叶流の敵になってくれるなんて嬉しいなあ！」

　エナメルの瞳を歪ゆがめ、コッペリアの顔で叶流が笑う。

「てめえは喋しやべってんじゃねえ！」

　貫いた黒の剣を握る手に力を込める。

『黒い風』が象かたどる『黒の剣』。

　その本質は『時間』。

　嫌というほどに、自分の体で体験した。

「素晴らしい！　そうか、その手があったか！」

「ああそうだよ、八十年か、百年か、それぐらい経たてば、てめえも死ぬだろ！」

『時間の加速』

　黒の剣を介して力を注ぎ、コッペリアの向こうにいる叶流の時間を加速する。

　対抗して、叶流は己の時間を巻き戻す。

　コッペリアの背後に浮かぶ狂った大時計の針は目まぐるしく回り、拮きつ抗こうする力の余波として二人の周囲で黒い風が吹き荒れる。

　吹き荒すさぶ黒い風は、罅ひび割われた白い大地をさらに深く斬きり刻み、その破片を舞い上げる。

「根こん競くらべか。御み堂どう叶かな流るは嫌いじゃあないが……」

「ユキミチ──目が」

　一つの口から二つの声が零こぼれる。

「守る……この手の中にあるものを。おれは……誓った」

　半ば独ひとり言のように、雪ゆき道みちは言葉を紡ぐ。

　ひと言告げるごとに、瞳ひとみが赤く染まっていく。

　燃えるような赤に染まっていく。

　力を振るい時を加速させるほどに、雪道は己のものではない彼の過去を思い出す。

　積み上げた二千年の無意味の記憶が、たった数年の雪道の記憶を押し流す。

『芦あし原はら雪道』という人間の意志と意識と記憶が削れていく。

『芦原雪道』が薄く、薄く、薄く削られていく。

「俺おれ……は……おれ……は……誰だれ……」

　ぞくりと、愉ゆ悦えつをもって叶流の背筋に電流が流れた。

　この赤い瞳の中にあるものを理解したのは彼女だけ。

　赤い、赤い、炎のように燃え続ける妄もう執しゆうに囚とらわれた瞳。

　御堂叶流は歓喜する。

　そしてコッペリアは悲嘆する。

「芦原雪道──キミは」

「ダメです……ユキミチ」

　砂の城のように、『芦原雪道』は崩れていく。




「ごめん、コッペリア」




　唐突に黒い炎の刃やいばが横合いから飛来し、

「……あん？」

「ああ……」

　コッペリアは真っ二つに切り裂かれた。

　ぐらり、と、コッペリアが傾いて、上半身が白い大地の上に落ちた。

　コッペリアのエナメルの瞳が倒れたまま、闖ちん入にゆう者しやの顔を見る。

　視線の先、遠い場所、砕かれた白い大地の上に天あま川かわ天あま音ねが立っている。

　黒い風の余波にツーテールの髪を揺らし、闘争の場にはおおよそ不釣り合いな水色の浴衣ゆかたを着て──禍まが々まがしいほどに黒い炎を纏まとう『風かぜ鳴なき』を手に立っている。

　叶流が天音の姿を認めるのと同じタイミングで、雪道もまた力尽きたように白い大地に倒れこんだ。

「天あま川かわ天あま音ねか、ハハッ、こんなところで、会うとはね」

　叶かな流るは天音を見据すえ、時間を巻き戻し、コッペリアの肉体を再生しようとする。

　だが、時間が戻らない。

　コッペリアの背後にある、否いな、あった、狂った大時計が黒い炎に包まれていた。

　どういうことなのか、大時計は易やす々やすと燃え、その針はぴくりとも動かない。

「ほう」嬉うれしそうに、叶流が呟つぶやく。

　時間は巻き戻せず、コッペリアの体は上下に両断されて動くこともままならない、文句なしの敗北であるにかかわらずエナメルの瞳ひとみには喜悦が宿っていた。

　天音の金色の目は、憐れん憫びんを宿して叶流──を通り越し、コッペリアを見詰めていた。

　きゅっ、と、意を決するように一度唇を引き戻し、改めて彼女は告げる。

「わたしね、雪ゆき道みちを助けに来たの」

　金色の目を、天音は僅わずかに伏せ、首を振った。

「そのためにこの世界を終わらせる。だから、ごめんなさい──」

　伏せた顔を上げ、力と覚悟を込めた眼まな差ざしで正面から見据え、剣を掲げた。

「わたしはあなたを、救えない」

　浴衣ゆかたの裾すそを翻ひるがえし、黒い炎を纏まとう『風かぜ鳴なき』を白い大地に突き刺した。

　岩に刺さった聖剣のように、『風鳴き』が白い大地に沈む。

　刀身に纏わり燃える『黒い炎』が駆ける影のように、白い大地に広がっていき、

「滅せよ──『終しゆう焉えんノ炎』」

　瞬またたく間に、燃え上がった。

　白い大地を覆い尽くして黒い炎が燃え、火柱が上がっては空を焼き、この時じ間かん迷めい宮きゆうそのものを黒い炎で包み込んでいく。

　黒い炎に焼かれながら、叶流は笑う。

「いい！　実にいい！　実に面白くなってきた！　天川天音も意外に悪くないじゃあないか！　待っていたまえ芦あし原はら雪道に天川天音、御み堂どう叶流は決して諦あきらめない！　次は御堂叶流の使える全すべてを『領りよう域いき』ごと一いつ切さい合がつ切さいぶつけてあげよう！」

　歪ゆがんだ哄こう笑しようを響かせて、コッペリアの体は燃える。

「ならこっちは、『領域』ごとあんたの一切合切を叩たたき潰つぶしてあげるわよ！」

　金色の瞳に怒りを込めて天音は吐き捨て、『風鳴き』を地に刺したまま歩き出す。

　芦原雪道の傍そばへと歩き出す。

　そしてコッペリアは、黒い炎に焼かれながらようやく叶流の支配から解放される。

「ユキミチ」

　彼女は呼ぶ。しかし倒れた雪道は答えない。

　気を失った？　違う、そこにあるのはもう芦あし原はら雪ゆき道みちの消え失せた抜け殻だ。

　開いているだけの雪道の瞳ひとみには、何も映りはしない。

　それでも、人形は手を伸ばす。

　薬指にガラスの指輪をはめた左手を伸ばす。

　雪道の手は氷のように冷たい。

　それでも、人形は手を伸ばす。

　触れた手に欠片かけらほどの温もりもなくとも、嬉うれしげに笑う。

「イエス──ユキミチ、今、コッペリアが助けます」

　チク……タク…………

「恋人同士だから助けます」

　ひどく、鈍く、時計の音がする。

　燃える世界にかき消されてしまいそうな小さな音で時計が動く。

　黒い炎に包まれて、焼き尽くされていく背後の大時計が僅わずかに動く。

　細い細い、糸のように細い針の一つがゆっくりと巻き戻っていく。

『狂くるった時と計けい』が、最後の時間を、紡いでいく。

「巻き戻された、時間……を」

　コッペリアの体もまた黒い炎に焼かれながら、朽ちていく。












　時間の巻き戻しに力を割さけば、コッペリアに残された時間はさらに減る。

「戻…………す……」

　もう言葉すらも、途切れて、消えそうなほどにか細い。

　脚を焼かれ、腰を焼かれ、胸を焼かれ、残ったのは肩の線を通して繋つながる左手と、その顔だけ。

　伸ばした手も、繋いだ指先も、今にも解けそうなほどに脆もろく。

　エナメルの瞳ひとみでじっ、と見詰めても雪ゆき道みちはもう何も言ってはくれない。




　…………チク……………………タク……………………




　ひどく鈍い、時計の音を最後に、背後の大時計が燃え落ちる。

　黒い炎が彼女の左腕を、首筋を這はい上あがっていく。

「もう、一度、花火……ユキミチと、見たかった」

　容赦はなく、救いはなく、報むくいすらもなく、『終しゆう焉えん』は静かに人形を侵食する。

　彼女のささやかな願いも、その呟つぶやきすらも、黒の炎に焼き尽くされ──




　消えた。





終章　風と火の花




　境けい内だいを見下ろす高台に二人はいた。

　芦あし原はら雪道と呼ばれる人間と、コッペリアと名付けられた機械人形の二人がそこにいた。

　天あま音ねも瑛えい子こもシロコもいない。他ほかに誰だれもいない。祭まつり囃ばや子しは聞こえず、見下ろす境内に人の影はなく、淡い月光と無人の屋台と無数の提ちよう灯ちんだけが白々しく光っていた。

「蛍のようです」

　緩やかな風に長い髪をなびかせて、コッペリアは提灯を見下ろしていた。

「……そうだな」

　雪道が頷うなずき、コッペリアに顔を向ける。

　エナメルの瞳、アラバスターの肌、風に揺れる長い髪、かざぐるまをちりばめた白の浴衣ゆかた、そして、左手の薬指にガラスの指輪。

　学習機能を持った感情のない機械人形は、

「ユキミチ、笑ってください」

　人のように優しく笑って、そう言った。

「……笑えねえよ」

　拳こぶしを握り締め、歯を食い縛り顔を伏せる。

　雪ゆき道みちにはここがどういう場所かわかっていた。これから、どうなるかもわかっていた。

「おれは……助けることができなかった」

「ノウ、コッペリアは助けられました」

　エナメルの瞳ひとみに優しさを込めて、コッペリアは左手を差し出す。

「笑ってください。手を繋つないでください。コッペリアを──見送ってください」

　一瞬、雪道は泣きそうな顔をして、無理矢理に笑った。

「これで、ちゃんと、笑えてるか？」

「イエス」

「それなら、よかった」

　握り締めていた拳を解いて、コッペリアの手を取って柔やわく握る。

　引き離されない程度に、そして、壊してしまわないように指を絡める。

　機械人形の肌は温かく、しゃらしゃらと風に流れる長い髪からは夏の花の匂においがする。

　一度、お互いの顔を見詰め、二人は空を見上げた。

　風を切るような音がして、一筋の光が地から空へと尾を引いて昇っていく。

「ユキミチ──」

　昇る光は、蕾つぼみのように、夜空の中で花開く。

「とても、綺き麗れいです」

　白い火の花が、夜空に咲く。

　見上げる二人を照らし、咲いた花は刹せつ那な、風に吹かれて散っていく。

「ああ……綺麗だ、とても」

「イエス、ユキミチ──コッペリアはとても、とても」

　花火が終わる。

　億年の時が過ぎたように、コッペリアの全すべてが砂になっていく。

　風にそよぐ長い髪が砂になって風の中に散る。

　アラバスターの肌に小さな亀き裂れつが入り薄いガラス片が剥はく離りするように零こぼれていく。

　雪道と繋いだ手すらもさらさらと壊れていく。

「幸せでした」

　エナメルの瞳に優しい光を浮かべて、悲しいほどに美しく微笑ほほえんで……

　……風にさらわれて、消えた。

　雪道はゆっくりとコッペリアと繋いでいた手を開く。

　全て砂になって消えた彼女が唯一残したものが、そこにある。

　ちっぽけなガラスの指輪がそこにある。

「さようなら……コッペリア」

　雪ゆき道みちは呟つぶやき、指輪を握り締めた手で顔を隠した。




　こうして、時じ間かん迷めい宮きゆうの最後の欠片かけらも消えた。

　そして、雪道は現実に戻る。




　眩まぶしい光が雪道の意識を呼び戻す。細めた目を開き、己がどこにいるのかに気付く。

　長なが月つきの別荘の二階、雪道の使う部屋のベッドの上にいた。

　感じた眩しい光は、窓から差し込んでくる朝あさ陽ひだった。

「目が、冷めましたか、ご主人さま」

　枕まくら元もとの椅い子すに座るシロコが朝陽の中で静かに言った。

「シロコ……目、赤いぞ、徹夜か？」

「徹夜はしてませんよご主人さま、でも、この三日というもの眠り続ける誰だれかさんのことが心配でなかなか眠れませんでした」

「……すまん。三日も眠ってたのか、おれ」

　ゆっくりと雪道は体を起こす。右手の下に、何か硬いものがあることに気付いた。

　指先でそれを摘つまんで、目の前に持ってくる。

　ちっぽけな、ガラス製の指輪が朝陽にきらりと輝く。

「ご主人さま、それは？」

「おれは……あの子を……」

　雪道は指輪を見詰めて呟いたが、一度首を振り、指輪を持つ手を下ろした。

「いや、なんでもない」最期に浮かべた、彼女の笑顔と言葉を思い出していた。

「そうですか」

　シロコはオッドアイに柔やわい光を宿して微笑ほほえみ、そっと雪道の頬ほおに触れる。

「私わたしは、ご主人さまが無事で嬉うれしいです。きっと、あの二人も──」

　ガチャリと、扉が開いた。

　シロコは頬に触れた手を下ろす。雪道が扉を見る。

　天あま音ねがいて、瑛えい子こがいる。

　朝の日差しが、彼女たちを照らし出す。

「……バァカ」

　涙を堪こらえるように、妙に優しい金色の目を細めて、天音が言う。

「……」

　何も言わずに瑛子の黒い瞳ひとみがじっ、と雪道を見詰める。

「心配したわよ、すっごく心配したんだからね」

「私も、心配した……でも、目を覚まして、よかった」

　言いながら、二人は雪ゆき道みちの眠るベッドまで歩いて来る。

　雪道は少し照れたように、頬ほおを掻かいて彼女たちの顔を順番に見た。

「心配かけて悪かったよ、でも、もう大丈夫だ──それと」

　ぎゅっ、と、手の中で、雪道はガラスの指輪を握り締める。

「おはよう、みんな」

　言われた彼女たちは一瞬、驚いたように顔を見合わせたけれどすぐに、

「おはよう、雪道」

「……おはよう」

「おはようございますにゃ」

　天あま音ねが、瑛えい子こが、シロコが、優しい笑顔を浮かべてそう言った。

　彼女たちの笑みを見て、雪道はひどく安らいだような心ここ地ちになる。

　自らのいるべき場所に戻ってきたような心地だ。

「……ああ」そうか──

　おれの帰る場所は、彼女たちのいるこの場所なんだ。

　ならばこの場所を守ろう、全すべてから。




『だがそれすら永遠ではなく、やがては失われる』

　雪道の誓いを裏切るように──魂の奥底で誰だれかが告げた。

　赤い瞳ひとみの男が告げた。





あとがき




　本シリーズのヒロインは天あま音ねさんです。

　凄すごい勢いでダメな人になって（本編一章の露ろ天てん風ぶ呂ろ、二章のバーベキューなどを参照）いますが、ヒロインです。

　大丈夫！　後半はちゃんとヒロインっぽいから！　多分！

　と、いうことで、三九ページ辺りのイラストが妙にお気に入りの三巻でした。

　雪ゆき道みちくんは間違いなく、いつか女性に刺されるタイプの主人公だと思います。

　この後は新キャラに絡めて、ギリシャ神話のガラテア、リラダン著『未来のイヴ』の話でもしようかと思いましたが一ページしかないので諦あきらめます。物凄く簡単に言うと、どっちも人形が大好きすぎて道を踏み外した男の話です──まあ、人形でも可愛かわいいからいいんじゃないかな。

　最後に簡単ながら謝辞を、

　読者の方々、担当編集さん、校正さん、イラストのほんたにかなえさん、今回もお世話になりました。本が出たのは十割がた皆さんのおかげです。

　あ、四冊目も出るらしいです。感謝感謝。


　　　二〇〇九年冬『全速力で突っ込んでくるレトリバーはちょっと怖い』




葉は村むら哲てつ


















　著者

　葉村哲（はむら・てつ）

　　広島生まれの広島育ち、現在も広島在住。

　　しかし、広島風お好み焼きが苦手で広島市民球場にも原爆ドームにも行ったことがない。

　　こう書くと引きこもりみたいだけれども、趣味の一つは散歩です、残りは読書と昼寝。




　イラストレーター

　ほんたにかなえ

　　ＳＡＧＡ　ＰＬＡＮＥＴＳ所属の原画家、イラストレーター。

　　代表作は『Coming×Humming!!』。

　　アニソンを聞いたりゲームをするのが趣味です。

　　いつもだらだら生きてます^^

　　ＨＰ『らぶまにょ』

　　http://rabumanyo.moo.jp/index.html

















　　カバー・口絵・本文イラスト／ほんたにかなえ

　　装丁／かがやひろし











天あま川かわ天あま音ねの否定公式Ⅲ
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（「お問い合わせ」へお進みください）
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